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報告書概要 
 本報告書の概要を以降に記載する。 

 

■事業実施団体の概要 

 一般社団法人 JBN・全国工務店協会 

 〒104-0032 東京都中央区八丁堀三丁目 4-10 京橋北見ビル東館 6 階 

 TEL：03-5540-6678 ／ FAX：03-5540-6678 

 

■実施事業の概要                                                

（１）事業名 

 スギ等の製材を躯体・仕上げに使った準耐火構造外壁及び間仕切壁の開発 

 

（２）事業目的 

 本事業は、平成 27 年度林野庁補助事業 地域材利用拡大緊急対策事業・地域の特性に応

じた木質部材・工法の開発・普及等の支援事業「スギ等の木材を仕上げ材に使った準耐火

構造外壁および間仕切壁の開発」（以下、平成 27 年度補助事業）での成果を基に、スギ、

ヒノキ、カラマツ、アカマツ、広葉樹など全国どこででも手に入る木材を壁の仕上げ材に

使った 45 分準耐火構造及び 1 時間準耐火構造の外壁・間仕切壁について、さらなる普及に

向けた準耐火構造壁における断熱材仕様の防耐火性能の比較検証、大臣認定仕様の拡充を

行い、設計マニュアル等の普及啓蒙の整備をすることを目的とする。 

 

（３）実施項目 

１）準耐火構造外壁の断熱材仕様の選定と試験体の製作 

・ 試験体仕様の決定と試験体図の作成 

・ 試験体製作の管理 

  ２）比較実験の実施（於：(公財)日本住宅・木材技術センター） 

３）準耐火構造壁の性能評価試験の試験体仕様の選定と試験体の製作 

        ・ 試験体または試験を要しない評価の仕様の決定 

    ・ 試験体図・性能評価書の作成 

    ・ 試験体の製作管理 

  ４）性能評価試験の実施（於：(公財)日本住宅・木材技術センター） 

  ５）準耐火構造大臣認定取得見込仕様の設計マニュアル改訂版（案）の作成 

  6）マニュアル講習会（WEB 開催）の実施 
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（４）実施体制 

 １）事業実施主体：一般社団法人 ＪＢＮ・全国工務店協会 防耐火委員会 

 ２）防耐火性能検証のための仕様の設計：桜設計集団一級建築士事務所 

 ３）比較実験・性能評価試験：公益財団法人 日本住宅・木材技術センター 

 ４）比較実験試験体・性能評価試験体の製作：株式会社東亜理科 

 ５）準耐火構造部材の設計・施工マニュアル案の作成： 

一般社団法人 ＪＢＮ・全国工務店協会 防耐火委員会  及び  

     桜設計集団一級建築士事務所 

6）マニュアル講習会（WEB 開催）の実施 

   5）と同じ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 事業の実施体制 

  

JBN防耐火委員会

(公財) 日本住宅・木材技術センター 株式会社 東亜理科

事業実施主体

一般社団法人 JBN

一般社団法人JBN
　役割：地域工務店の意見集約

一般社団法人JBN／国産材委員会
　役割：木材製材・販売・加工事業者などからの意見集約

一般社団法人中大規模プレカット技術協会
　役割：中大規模木造建築物施工事業者からの意見集約

桜設計集団一級建築士事務所
　役割：防耐火技術の提供・指導、加熱実験実施及び性能評価試験統括

性能評価試験 性能評価試験体の製作
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■事業成果                          

（１）木材仕上げ準耐火構造外壁の断熱材比較実験の結果           

  １）表 1 の仕様について、6 仕様／1 体の試験体を製作し（写真 1,2）、表 2 に示す実験

結果を明らかにした。また実験結果より、性能評価試験の仕様を決定した。 

 
表 1 準耐火構造外壁の断熱材比較実験の仕様一覧 
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写真 2 試験体の加熱面側 
（木材仕上げ（スギ 15mm 厚）） 

 

仕様① 
 

仕様② 
 

仕様④ 
 

仕様⑥ 
 

仕様⑤ 
 

仕様③ 
 

仕様⑤ 
 

仕様⑥ 
 

仕様④ 
 

仕様① 
 

仕様③ 
 

仕様② 
 

写真 1 試験体内の施工状況 
（屋内（非加熱面）側からの立面） 
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表 2 準耐火構造外壁の断熱材比較実験の結果一覧 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

  

G1� G/�

�'f
P�?������

XW\�SQ��X[baVc
Z

¡%@N¢
Z[	

¡%�N¢
ZW	

_Y �v

�'g �1!�v

¡%@N¢
Z^	

¡%�N¢
Y^U\	

XW] �v

�'h
���������f

[\�SQ��Y^baVc
Z

¡%@N¢
ZWU\	
¡%�N¢
ZX	

^W �v

�'i
���������g

[\�SQ��ZWbaVc
Z

¡%@N¢
Z^U\	
¡%�N¢
ZYU\	

^[ �v

�'j
����������f

XW\�SQ��\\baVc
Z

¡%@N¢
Z]	

¡%�N¢
T

�X_We�

[` �v

�'k
����������g

XW\�SQ��\\baVc
Z

¡%@N¢
Z^	

¡%�N¢
T

�XX\e�

[[ �v

�[\	�1�4(��O�����K��r7�}�1�:;vm�H,��6���18��
�vzn

��o£p�m�18���Y]We�Fv|t�xm�l���,�}q{zu~�5wn

�'�

�'l¡cc¢
�1

�I

9$

M���

�1�

M�1�
�1!

%�@N,�

Y]We�F�IRR

%�0
2+

¡cc¢

 PAN

,�¡e¢

./

BD

��! ��"X\�

=><X\d[\

C-J*���

��! &E3�"XY�

% ��L�!XW\dXW\

�1!

��)�

y{us���XYU\�

dY#��

\W	R

����

��	�

����

����

����

���


�

���)(

�
�
�

�	

��

��

��

��

���

���
����������������
���
�

�
�
�

��

��

��

��

	

���

���
���������
��������
���

�
�
�

' )����

$#�����

�("*����

��������%�,

���& �!�
+��,

��
	��������
����


��

��

�	

�


��

���

�
�
�

���
��������������������
�

�	

�� ��

���

���
����������
���������
���

�
�
�

��

�� ��

���

���
������
�����������	��
�

�
�
�

写真 3 試験終了時の非加熱面側 
（加熱開始 50 分後） 

写真 4 脱炉後の加熱面側 

仕様⑤ 
 

仕様① 
 

仕様③ 
 

仕様② 
 

仕様④ 
 

仕様⑥ 
 

仕様① 
 

仕様⑤ 
 

仕様③ 
 

仕様④ 
 

仕様⑥ 
 

仕様② 
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（２）木材仕上げ準耐火構造壁の性能評価試験の結果        

  １）表 3 上段に示す 45 分準耐火構造外壁の 2 仕様について、性能評価試験に合格し、 

令和 3 年 12 月の性能評価委員会にて、性能評価内容が承認された。 

２）表 3 下段の間仕切壁の 3 仕様について、令和 3 年 2 月の性能評価委員会において、 

性能評価内容が承認された。 

  ３）令和 3 年 1 月に、45 分準耐火構造外壁 2 仕様、令和 3 年 2 月に、45 分準耐火構造 

間仕切壁 2 仕様、1 時間準耐火構造間仕切壁 1 仕様、計 5 仕様の国土交通大臣認定 

の申請手続きを実施した。 

４）表 3 上段の 1 時間準耐火構造間仕切壁は、1 体目の試験は 1 準耐火構造の性能（非

損傷性・遮熱性・遮炎性）を確保した。2 体目については、に加熱開始 57 分に柱の

荷重支持能力が低下し座屈したため、試験を終了した。 

 
表 3 準耐火構造壁の性能評価試験仕様一覧 
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表 4 性能評価試験の結果一覧 
（上段：45 分準耐火構造外壁, 下段：1 時間準耐火構造間仕切壁） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
       

         

 

 

 

 

（３）準耐火構造大臣認定取得見込仕様の設計マニュアル改訂版（案）の作成  

平成 27 年度補助事業における既存の設計マニュアルを基に、準耐火建築物の設計手

法に関する情報更新、本事業において新規に取得見込みの認定内容、その他防火上

配慮する点を記載したマニュアル改訂版（案）を作成した。 

また、マニュアルを用いた WEB 講習会を実施した。 
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写真 5 試験体の加熱面側 
（外壁仕様 A の屋外側） 

写真 6 載荷加熱試験の様子 
（外壁仕様 A の脱炉時） 
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■今後の課題と展望                                            

［課題 ①］1時間準耐火構造における断熱材仕様の追加 

 本事業では、45 分準耐火構造外壁において断熱材を可燃系断熱材（セルローズファイ

バー等）として大臣認定を取得した。1 時間準耐火構造においても同様に、温熱環境の

観点から可燃系断熱材の使用が求められることもあるため、今後、継続的に実験により

性能を検討したい。 

 

［課題 ②］性能が不足した間仕切壁・仕様 Aの改良 

 1 時間準耐火構造の間仕切壁（両面木材仕上げ）において、木材厚さ・下地厚さなど

を検討し、1 時間準耐火構造の要求性能を、余裕をもって満足する仕様を明確にする。 

 

［展望 ①］大臣認定取得仕様の普及啓蒙 

 本事業で作成したマニュアル改訂版（案）をもとに、講習会を実施し、さらなる準耐

火建築物の普及啓蒙に努める。 

 

［展望 ②］屋内側真壁仕様の追加検証 

 本事業では、屋外側・屋内側ともに大壁納まりで性能検証をした。屋内側は柱を見せ

た真壁納まりが求められることもあるため、今後、加熱試験による検証を検討したい。 

 

［展望 ③］木材仕上げの準耐火構造床の開発 

 はり、床版を木材現しとした準耐火構造床の実用化例は多くない。そこで、構造用合

板や薄物 CLT 等を使った木製準耐火構造床の検証実験を実施し仕様を明確にしたい。 

第 4章 
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第 1 章 事業概要 
１．１ 事業目的 
 日本では、環境問題や林業振興等の背景から、2010 年の公共建築物における木材利用促

進に関する法律の施行を大きな契機として、国産木材の利用促進が建築分野においても求

められており、近年では、住宅建築に留まらず、学校の校舎や庁舎など、木材を活用した

様々なプロジェクトが増えている。建物への木材利用は、①構造躯体として使用する、②

造作材（仕上げ、家具等）として使用する等の手段が考えられる。①では従来の製材、集

成材の柱・はり等の“線材”への利用に加え、単板積層材（LVL）や直交集成板（CLT）を

壁や床等の“面材”に利用し、木材使用量を増やしている木造建築が建てられている。ま

た②では、内装制限のかからない部分への利用に加え、木材の難燃化技術の開発により、

木材による準不燃材料、不燃材料が実用化され、これまで木質化が困難であった部分（内

装制限のかかる部分や行政指導により不燃化が要求される部分）にスギ・ヒノキ・カラマ

ツ・タモ等が使用される例が増えている。 

 また木材は、丸太を建築材料へ使用する際、主に集成材や直交集成板（CLT）のように

ラミナ（挽き板）を挽く場合と、中心部で無垢材の柱・はり等の構造材をとる場合がある。

後者の構造体を挽く場合、丸太の側部分の板材が必ず生じるが、現在、これらの側板材は

床板や壁の下地材等に使用されているものの、それら全てを有効活用できていないという

課題がある。 

 そこで本事業は、平成 27 年度林野庁補助事業 地域材利用拡大緊急対策事業・地域の特

性に応じた木質部材・工法の開発・普及等の支援事業「スギ等の木材を仕上げ材に使った

準耐火構造外壁および間仕切壁の開発」（以下、平成 27 年度補助事業）での成果を基に、

スギ、ヒノキ、カラマツ、アカマツ、広葉樹など全国どこででも手に入る木材を壁の仕上

げ材に使った 45 分準耐火構造及び 1 時間準耐火構造の外壁・間仕切壁について、さらなる

普及に向けた準耐火構造壁における断熱材仕様の防耐火性能の比較検証、大臣認定仕様の

拡充を行い、設計マニュアル等の普及啓蒙の整備をすることを目的とする。 
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１．２ 事業内容及び実施体制 
 本事業では、木材を壁の仕上げ材として使用する 45 分準耐火構造及び 1 時間準耐火構造

の外壁・間仕切壁のさらなる開発・実用化に向け、下記の比較実験及び性能評価試験を実

施し、設計マニュアル改訂版（案）を作成した。本事業の流れを下記に示す。 

 まず、既往の研究や平成 27 年度補助事業の成果を整理し、準耐火構造外壁に必要とされ

る断熱材の仕様を選定し 6 仕様の比較実験を実施した（1）,（2）。その後、実験結果及び既

存の大臣認定について設計の自由度を広げる仕様の追加を検討し、試験体を製作し性能評

価試験を実施した（3）,（4）。全ての性能評価試験終了後に、試験結果を踏まえ設計マニュ

アル改訂版（案）をとりまとめ（5）、マニュアル講習会（WEB 開催）の実施した（6）。 

 

（１）準耐火構造外壁の断熱材仕様の選定と試験体の製作 ［第 2 章］ 

・ 試験体仕様の決定と試験体図の作成 

・ 試験体製作の管理 

（２）比較実験の実施（於：(公財)日本住宅・木材技術センター） ［第 2 章］ 

（３）準耐火構造壁の性能評価試験の試験体仕様の選定と試験体の製作 ［第 3 章］ 

        ・ 試験体または試験を要しない評価の仕様の決定 

    ・ 試験体図・性能評価書の作成 

    ・ 試験体の製作管理 

  （４）性能評価試験の実施（於：(公財)日本住宅・木材技術センター） ［第 3 章］ 

  （５）準耐火構造大臣認定取得見込仕様の設計マニュアル改訂版（案）の作成  ［別冊］ 
  （６）マニュアル講習会（WEB 開催）の実施  

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
       

          

仕様⑤ 
 

仕様⑥ 
 

仕様④ 
 

仕様① 
 

仕様③ 
 

仕様② 
 

写真 1.2-1 断熱材 6 仕様比較の加熱前試験体 
（屋外側・木材（スギ 15mm 厚）仕上げ） 

写真 1.2-2 性能評価試験の加熱前試験体 
（45 分準耐火構造外壁の例） 

報告書-p.9



 

 
 また本事業は、下記の体制により事業内容を実施した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・事業実施主体： JBN 防耐火委員会 

・防耐火性能検証のための仕様設計：桜設計集団一級建築士事務所 

・性能評価試験：公益財団法人 日本住宅・木材技術センター 

・性能評価試験体の製作：株式会社 東亜理科 

・準防火構造部材の設計・施工マニュアル案の作成： JBN 防耐火委員会・桜設計集団一級建築士事務所 

  

JBN防耐火委員会

(公財) 日本住宅・木材技術センター 株式会社 東亜理科

事業実施主体

一般社団法人 JBN

一般社団法人JBN
　役割：地域工務店の意見集約

一般社団法人JBN／国産材委員会
　役割：木材製材・販売・加工事業者などからの意見集約

一般社団法人中大規模プレカット技術協会
　役割：中大規模木造建築物施工事業者からの意見集約

桜設計集団一級建築士事務所
　役割：防耐火技術の提供・指導、加熱実験実施及び性能評価試験統括

性能評価試験 性能評価試験体の製作
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１．3 既往の事業成果の整理 
 本事業を実施する上で、既往の事業成果として平成 27年度補助事業を踏まえているため、

その事業成果の概要を記載する。 

 

■木材仕上げ準耐火構造壁の性能評価試験の結果 

・ 表 1.3-1 の仕様 A〜F において、性能評価試験に合格し大臣認定を取得した。 

・ 仕様 G は、1 体目の加熱試験時に加熱開始 58 分（目標加熱時間 1 時間）に柱が座屈

し非損傷性の問題で加熱を終了した。2 体目について柱内部温度など測定点を追加し

再度加熱し、64 分の性能を確認した。 

 
表 1.3-1 平成 27 年度補助事業の性能評価試験結果一覧 
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第 2章 断熱材の異なる木材仕上げ外壁の 6仕様比較実験 

２．１ 実験の目的 

 平成 27 年度補助事業では、不燃性の人造鉱物繊維断熱材（グラスウールまたはロックウ

ール）を充てん断熱材として、45 分準耐火構造または 1 時間準耐火構造壁の性能を検証し、

前述の 1.3 で述べた大臣認定の仕様を取得している。一方で、近年、建築物省エネ法の改正

等を受け、本事業で想定される準防火地域等の 3 階建て以下の住宅や法 22 条区域などの 3
階建て以下の中大規模木造建築物（学校、博物館、美術館、図書館、共同住宅、寮など）

においても、より断熱性能向上を考慮した設計が求められる。 
そこで本実験では、まず、45 分準耐火構造外壁の既存認定の断熱材仕様拡大を目的とし

て、断熱材の異なる木材仕上げ外壁の比較実験を実施した。 
 

２．２ 実験概要 
日時：2020 年 8 月 19 日（水） 
場所：公益財団法人 日本住宅・木材技術センター 壁炉（非載荷） 

 
 実験の仕様一覧を表 2.2-1 に示す。断熱材の仕様は、既往の 45 分準耐火構造外壁の大臣

認定に用いられる不燃系断熱材を仕様①、断熱材の有無により性能検証のための断熱材な

しを仕様②とした。また仕様③〜⑥は、一般的な軸組工法に使用されるものうち、事業主

体である（一社）JBN・全国工務店協会のなかで汎用性の高いものを選定した。 
 

表 2.1-1 実験概要一覧 
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(1) 試験体製作 

 日時：2020 年 8 月 3 日（月）、5 日（水） 
 場所：株式会社東亜理科 埼玉工場 
 
 試験体は、実大壁（Ｈ3.2m×W3.0m）にて、既往の大臣認定・45 分準耐火構造外壁の屋

外側の仕様（構造用合板 12mm 厚の上に胴縁＋スギ 15mm 厚）のとし、壁内を区画し 6 種

類の断熱材を並べたものを作成した（写真 2.2-1,2）。 
なお、屋内側（非加熱側）は、45 分後も加熱を延長することを踏まえ、せっこうボード

12.5mm 厚×2 枚張りとした。 
また一般的に木造の壁の設計には尺モジュールが使用される場合が多いが、本実験の試

験体は、面材寸法や留付間隔が大きくないし広くなり防火上不利となるメーターモジュー

ルを基本として設計した。試験体の詳細については、「2.4 試験報告書」を参照されたい。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(2) 試験方法 

 
試験方法：ISO834 標準加熱曲線に準拠した加熱・非載荷 
加熱時間：50 分 

 
 なお、本実験では、目標性能時間（45 分）を経過した後も、各仕様における防耐火性能

の余力の有無を観察するため、安全上支障のない範囲かつ実験後の試験体観察に支障のな

い範囲にて加熱を延焼するものとして実施し、内部温度の推移により 50 分にて加熱を終了

した。 
  

写真 2.2-2 試験体の加熱面側 
（木材仕上げ（スギ 15mm 厚）） 

 

仕様① 
 

仕様② 
 

仕様④ 
 

仕様⑥ 
 

仕様⑤ 
 

仕様③ 
 

仕様⑤ 
 

仕様⑥ 
 

仕様④ 
 

仕様① 
 

仕様③ 
 

仕様② 
 

写真 2.2-1 試験体内の施工状況 
（屋内（非加熱面）側からの立面） 
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２．３ 実験結果・考察 

実験の結果の概要を表 2.3-1 に示す。仕様②〜⑥いずれの断熱材仕様においても、既往の

大臣認定・45 分準耐火構造外壁の断熱材を用いた仕様①の高性能グラスウールと同等の性

能を有し、実大壁においても 45 分準耐火性能を達成する可能性があることを確認した。 
非損傷性に係わる柱の燃焼については、断熱材の影響を受ける柱側面は、断熱材なしの

仕様②で 27.5 分と 6 仕様の中で一番早く 260℃に達しており、その後は、仕様①の高性能

グラスウール、仕様③のフェノールフォーム①、仕様④フェノールフォーム②の 3 仕様が

加熱開始 30 分程度で 260℃に達し、仕様⑤と仕様⑥のセルローズファイバーは、加熱終了

時（加熱開始 50 分後）まで 200℃以下に留まる結果となった。また遮熱性は 断熱材なし

の仕様②が加熱終了時（加熱開始 50 分後）に 106℃と最も高く、仕様①、③〜⑥はいずれ

も 100℃以下に留まり、遮炎性については、いずれの仕様も加熱終了（加熱開始 50 分後）

まで火炎貫通は見られなかった。 
次ページ以降に、実験の詳細な内容として「2.4 試験報告書」を掲載する。各仕様の内部

温度推移のグラフ、実験の記録写真等については、「2.4 試験報告書」を参照されたい。 
 

表 2.3-1 準耐火構造外壁の断熱材比較実験の結果一覧 
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写真 2.3-1 試験終了時の非加熱面側 
（加熱開始 50 分後） 

写真 2.3-2 脱炉後の加熱面側 

仕様⑤ 
 

仕様① 
 

仕様③ 
 

仕様② 
 

仕様④ 
 

仕様⑥ 
 

仕様① 
 

仕様⑤ 
 

仕様③ 
 

仕様④ 
 

仕様⑥ 
 

仕様② 
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別紙 

準耐火性能試験成績書（準耐火構造）

依頼番号 依Ｒ０２－２８ 

依頼者の名称 

及び住所 

一般社団法人 JBN・全国工務店協会  

東京都中央区八丁堀３－４－１０ 京橋北見ビル東館６階 

試験実施場所 公益財団法人 日本住宅･木材技術センター 試験研究所 

試

験

体

名 称

断熱材（①高性能グラスウール②なし③④フェノールフォーム⑤⑥セルロー

スファイバー）充てん／木材・構造用合板表張／強化せっこうボード重裏張

／木製軸組造外壁 

建築物の部分 外壁（非耐力） 

材 令 試験体製作後約一週間 

気 乾 密 度 

（g/cm3） 

柱：0.42、間柱：0.39、外装材：0.31、構造用面材：0.45、 

充てん断熱材：①0.015、③0.029、④0.036、⑤0.057、⑥0.056、 

内装材：0.77、胴縁：0.35 

含水率 

（％） 

柱：11、間柱：9、外装材：12、構造用面材：9、充てん断熱材：⑤11⑥11、内

装材：0、胴縁：12 (内装材 40℃  その他 105℃ 7 日間乾燥） 

試験体の材料及び構成（単位：㎜） 詳細を別図-1～4 に示す。 

柱：スギ集成材 

間柱：スギ製材 

外装材：スギ製材 

構造用面材：構造用合板 

充てん断熱材： ①高性能グラスウール 

③④フェノールフォーム

⑤⑥セルロースファイバー+気密フィルム(非加熱側)

内装材（上・下張）：強化せっこうボード

胴縁：スギ製材

（断面寸法 105×105） 

（断面寸法 45×105） 

（厚さ 15） 

（厚さ 12） 

（製品表示密度 14kg/m3、厚さ 105） 

（厚さ 45） 

（厚さ 105） 

（厚さ 12.5） 

（断面寸法 15×45） 

透湿防水シート

（依頼者提出資料による。） 

試

験

方

法

試 験 規 格 
当財団が認める「防耐火性能試験・評価業務方法書」の「準耐火等性 

能試験方法」に基づく。 

加 熱 炉 の 熱 源 都市ガス 13A. 46.04655MJ(11,000kcal) 

炉 内 温 度 測 定 位 置 別図-5 に示す。（加熱面から 100 ㎜離れた位置の温度） 

非加熱面温度測定位置 別図-4 に示す。（内部温度測定位置を別図-4 に示す。） 

載 荷 荷 重 － 

変 位 測 定 位 置 － 

(公財)日本住宅・木材技術センター-1-

報告書-p.17



試

験

結

果

試 験 体 記 号 仕様① 仕様② 仕様③ 

試 験 日 令和２年８月１９日 令和２年８月１９日 令和２年８月１９日 

試 験 体 の 大 き さ 
断熱材充てん部 

幅955㎜×高さ1617.5㎜ 

空隙部 

幅955㎜×高さ1617.5㎜ 

断熱材充てん部 

幅955㎜×高さ1617.5㎜ 

加 熱 面 屋外側 屋外側 屋外側 

加 熱 時 間 50 分 50 分 50 分

炉 内 温 度 曲 線 別図-6 に示す。 別図-6 に示す。 別図-6 に示す。 

遮

熱

性

非 加 熱 面 温 度 曲 線 別図-6 に示す。 別図-6 に示す。 別図-6 に示す。 

初 期 温 度 34℃ 34℃ 34℃

非
加
熱
面
温
度

測定点の最高値 

【参考：初期温度+180℃（180K）】

82℃（50 分 00 秒） 

【214℃】 

106℃（50 分 00 秒） 

【214℃】 

70℃（50 分 00 秒） 

【214℃】 

平 均 の 最 高 値 

【参考：初期温度+140℃（140K）】

71℃（50 分 00 秒） 

【174℃】 

71℃（50 分 00 秒） 

【174℃】 

71℃（50 分 00 秒） 

【174℃】 

非

損

傷

性

軸 方 向 変 位 曲 線 － － － 

試験体の初期高さ（ｈ） － － －

最 大 軸 方 向 収 縮 量 

【規定値：h/100（㎜）】 
－ － － 

最 大 軸 方 向 収 縮 速 度 

【規定値：3h/1000（㎜/分）】 
－ － － 

遮

炎

性

非加熱側へ 10 秒を超えて 

継続する火炎の噴出の有無 
な  し な  し な  し 

 非加熱面で 10 秒を超え

て継続する発炎の有無 
な  し な  し な  し 

火炎が通る亀裂等の有無 な  し な  し な  し 

備

考

・試験の状況を別添に示す。

・試験は目標の 45 分時点で余力があると判断したため、柱表面から 15mm の内部温度が 6 仕様のうち

5 箇所で 250℃を確認するまで延長することとした。44 分 30 秒に仕様③、45 分 00 秒に仕様①、46

分 30 秒に仕様②、47 分 00 秒に仕様④、49 分 30 秒に仕様⑥と 5 箇所で 250℃を超えたため 50 分で

試験終了とした。なお仕様⑤は同一箇所の最高温度が 202℃（50 分 00 秒）だった。

・各仕様別の温度測定結果を別図-7～12 に示す。

試験担当者 佐藤 章、木島 裕行、長谷川 亮輔 

(公財)日本住宅・木材技術センター(公財)日本住宅・木材技術センター--2-2-
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試

験

結

果

試 験 体 記 号 仕様④ 仕様⑤ 仕様⑥ 

試 験 日 令和２年８月１９日 令和２年８月１９日 令和２年８月１９日 

試 験 体 の 大 き さ 
断熱材充てん部 

幅955㎜×高さ1617.5㎜ 

断熱材充てん部 

幅955㎜×高さ1617.5㎜ 

断熱材充てん部 

幅955㎜×高さ1617.5㎜ 

加 熱 面 屋外側 屋外側 屋外側 

加 熱 時 間 50 分 50 分 50 分

炉 内 温 度 曲 線 別図-6 に示す。 別図-6 に示す。 別図-6 に示す。 

遮

熱

性

非 加 熱 面 温 度 曲 線 別図-6 に示す。 別図-6 に示す。 別図-6 に示す。 

初 期 温 度 34℃ 34℃ 34℃

非
加
熱
面
温
度

測定点の最高値 

【参考：初期温度+180℃（180K）】

75℃（47 分 30 秒） 

【214℃】 

49℃（50 分 00 秒） 

【214℃】 

44℃（50 分 00 秒） 

【214℃】 

平 均 の 最 高 値 

【参考：初期温度+140℃（140K）】

71℃（50 分 00 秒） 

【174℃】 

71℃（50 分 00 秒） 

【174℃】 

71℃（50 分 00 秒） 

【174℃】 

非

損

傷

性

軸 方 向 変 位 曲 線 － － － 

試験体の初期高さ（ｈ） － － －

最 大 軸 方 向 収 縮 量 

【規定値：h/100（㎜）】 
－ － － 

最 大 軸 方 向 収 縮 速 度 

【規定値：3h/1000（㎜/分）】 
－ － － 

遮

炎

性

非加熱側へ 10 秒を超えて 

継続する火炎の噴出の有無 
な  し な  し な  し 

 非加熱面で 10 秒を超え

て継続する発炎の有無 
な  し な  し な  し 

火炎が通る亀裂等の有無 な  し な  し な  し 

備

考

・試験の状況を別添に示す。

・試験は目標の 45 分時点で余力があると判断したため、柱表面から 15mm の内部温度が 6 仕様のうち

5 箇所で 250℃を確認するまで延長することとした。44 分 30 秒に仕様③、45 分 00 秒に仕様①、46

分 30 秒に仕様②、47 分 00 秒に仕様④、49 分 30 秒に仕様⑥と 5 箇所で 250℃を超えたため 50 分で

試験終了とした。なお仕様⑤は同一箇所の最高温度が 202℃（50 分 00 秒）だった。

・各仕様別の温度測定結果を別図-7～12 に示す。

試験担当者 佐藤 章、木島 裕行、長谷川 亮輔 

(公財)日本住宅・木材技術センター-3-
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(依R02-28　試験体図) [単位：mm]

(公財)日本住宅・木材技術センター-4-
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(依R02-28　試験体図) [単位：mm]

(公財)日本住宅・木材技術センター-5-
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(依R02-28　試験体図) [単位：mm]

(公財)日本住宅・木材技術センター-6-

別
図
-
3
 
透
湿
防
水
シ
ー
ト
・
外

装
材
割
付
図

-6-

報告書-p.22



(依R02-28　試験体図) [単位：mm]

(公財)日本住宅・木材技術センター-7-

別
図
-
4
 
内
部
・
非
加
熱
面
温
度
測
定
位
置
図

-7-

報告書-p.23



3
00

6
5
0

6
5
0

6
5
0

6
5
0

30
0

2
00

2
5
0

4
5
0

3,
2
00

20
0

1,
6
25

2502003,000250200

3,900

3,
2
00

2
00

2
5
0

55
4
00

9
2
0

2
50

5
,2

75
20

0

F.L.

バーナー

覗き窓

煙道
ダンパー

フード

記号

◎ ：炉内圧力測定位置
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(依R02-28　加熱炉図)

(公財)日本住宅・木材技術センター

別図-5 加熱炉（炉内温度測定位置図）

-8-
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別図-6　依R02-28　炉内温度・非加熱面温度曲線

加熱比率：
1.06 (50分)

標準温度時間面積：
192.5 （×100℃・分）

平均温度時間面積：
204.0 （×100℃・分）
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平均温度時間面積：

標準温度時間面積：

加熱比率：

別図-7　依R02-28　仕様①炉内・内部温度・非加熱面温度曲線

204.0

192.5

(50分)

（×100℃・分）

（×100℃・分）

1.06
0

100

200

300

400

500

600

700

800

900

1000

1100

0 20 40 60

温度（℃）

時間（分）

標準加熱曲線

1

2

3

4

5

6

7

8

9

(1)

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

内部温度

炉内温度

非加熱面温度

(公財)日本住宅・木材技術センター-10-
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平均温度時間面積：
204.0 （×100℃・分）

標準温度時間面積：

別図-8　依R02-28　仕様②炉内・内部温度・非加熱面温度曲線

192.5 （×100℃・分）
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平均温度時間面積：
204.0 （×100℃・分）

標準温度時間面積：
192.5 （×100℃・分）

別図-9　依R02-28　仕様③炉内・内部温度・非加熱面温度曲線

加熱比率：
1.06 (50分)

0

100

200

300

400

500

600

700

800

900

1000

1100

0 20 40 60

温度（℃）

時間（分）

標準加熱曲線

1

2

3

4

5

6

7

8

9

(3)

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

内部温度

炉内温度

非加熱面温度

(公財)日本住宅・木材技術センター-12-

180K

140K

参考

報告書-p.28



平均温度時間面積：
204.0 （×100℃・分）

標準温度時間面積：
192.5 （×100℃・分）

別図-10　依R02-28　仕様④炉内・内部温度・非加熱面温度曲線

加熱比率：

1.06 (50分)
0

100

200

300

400

500

600

700

800

900

1000

1100

0 20 40 60

温度（℃）

時間（分）

標準加熱曲線

1

2

3

4

5

6

7

8

9

(4)

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

内部温度

炉内温度

非加熱面温度

(公財)日本住宅・木材技術センター-13-

180K

140K

参考

報告書-p.29



平均温度時間面積：
204.0 （×100℃・分）

標準温度時間面積：
192.5 （×100℃・分）

別図-11　依R02-28　仕様⑤炉内・内部温度・非加熱面温度曲線

加熱比率：
1.06 (50分)
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平均温度時間面積：
204.0 （×100℃・分）

標準温度時間面積：
192.5 （×100℃・分）

別図-12　依R02-28　仕様⑥炉内・内部温度・非加熱面温度曲線
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－0－ 

別添  

試 験 写 真 記 録 

１．依頼番号：依Ｒ０２－２８ 

２．依頼者の名称：一般社団法人 JBN・全国工務店協会

４．試験実施場所：公益財団法人 日本住宅・木材技術センター 試験研究所 

５．試 験 日：令和 2 年 8 月 19 日 

(公財)日本住宅・木材技術センター

３．名 称：断熱材（①高性能グラスウール②なし③④フェノールフォーム⑤⑥セルロース

フファイバー）充てん／木材・構造用合板表張／強化せっこうボード重裏張

木製軸組造外壁 
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－1－ 

（依Ｒ０２－２８ 試験写真） 

写真№01 

試験体記号：依 R02-28 

試験日：令和 2 年 8 月 19 日 

加熱面：屋外側 

加熱前の加熱面の状況 

写真№02 

試験体記号：依 R02-28 

試験日：令和 2 年 8 月 19 日 

加熱面：屋外側 

加熱開始直後の非加熱面の状

況 

写真№03 

試験体記号：依 R02-28 

試験日：令和 2 年 8 月 19 日 

加熱面：屋外側 

加熱 30 分後の非加熱面の状況 

(公財)日本住宅・木材技術センター
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－2－ 

（依Ｒ０２－２８ 試験写真） 

写真№04 

試験体記号：依 R02-28 

試験日：令和 2 年 8 月 19 日  

加熱面：屋外側 

加熱 45 分後の非加熱面の状況 

写真№05 

試験体記号：依 R02-28 

試験日：令和 2 年 8 月 19 日 

加熱面：屋外側 

加熱終了時の非加熱面の状況 

（加熱開始から 50 分後） 

写真№06 

試験体記号：依 R02-28 

試験日：令和 2 年 8 月 19 日 

加熱面：屋外側 

試験終了後の加熱面の状況 

(公財)日本住宅・木材技術センター
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第３章 準耐火構造外壁・間仕切壁の性能評価試験 

３．１ 性能評価試験の流れ 

 準耐火構造、耐火構造等は、国土交通省告示または国土交通大臣認定の仕様に位置づけ

られている。本事業での国土交通大臣認定の取得までの流れを図 3.1-1 に示す。 

 国土交通大臣認定の仕様は、国土交通省が指定した性能評価機関により、試験・評価さ

れる。具体的には、申請者により性能評価依頼のあった構造方法等について、性能評価機

関が、建築基準法の要求性能を有するか否か試験を実施した上で評価し、申請者に性能評

価書を発行する。その後、申請者は性能評価書を添付し国土交通省に大臣認定申請を行い、

審査・採択された後に大臣認定書が発行される。以上の手続きを踏まえ大臣認定を受けた

構造方法等は、実物件での設計が可能となる。 

 

 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

図 3.1-1 国土交通大臣認定取得の流れ 
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３．２ 45 分準耐火構造外壁 

（１）試験目的 

本試験では、第 2 章の比較実験の結果を踏まえ、木材仕上げ外壁について、可燃系断熱

材を用いた仕様について、45 分の準耐火性能（非損傷性、遮熱性、遮炎性）の有無につい

て性能評価試験により確認する。 

 
（２）試験概要 

１）試験体の設計・製作 

日時：仕様 A（セルローズファイバー充てん） 2020 年 10 月 21 月（水）、22 日（木） 

仕様 B（フェノールフォーム外張り） 2020 年 10 月 12 月（火）、13 日（水） 

場所：株式会社東亜理科 埼玉工場 

 

試験体の仕様を表 3.2-1 に示す。第 2 章の比較実験の結果及び既往の大臣認定仕様を踏ま

え、木材仕上げ外壁について、充てん断熱材をセルローズファイバーとした仕様（以下、

仕様 A）と、外張り断熱材にフェノールフォーム、充てん断熱材に人造鉱物繊維断熱材（有

り又は無し）とした仕様（以下、仕様 B）の試験体を製作した。各仕様の詳細については、

次ページ以降に示す。また試験体図等の詳細については、後述の「3.4 性能評価書」の該当

箇所を参照されたい。 

 
表 3.2-1 45 分準準耐火構造外壁の性能評価試験仕様一覧 
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■仕様Ａ（セルローズファイバー充てん） 

試験体の屋外側は、柱・間柱に構造用合板 12mm 厚を張り、その外側に透湿防水シート、

外装側胴縁 15×45mm@500mm を取り付け、仕上げ材にスギ板 15mm 厚を横張りする。主

な留付材は、構造用合板はＮくぎφ2.75×L50mm（留付間隔は高さ方向：300mm、幅方向：

500mm）、スギ板はＮくぎφ2.15×L38mm（1 枚につき実部と脳天打ちの 2 本留め）にて留

め付ける。また柱は、105×105mm（同一等級構成構造用集成材（E65-F255 スギ））とし

た。断熱材には吹き込み用シートをステープル内幅 10×足長 6mm（留付間隔 100mm）で

仮留めし、セルローズファイバー105mm 厚, 55kg/m3を吹き込み充てんした。 

また試験体の屋内側は、45 分準耐火構造の告示仕様・せっこうボード 12.5mm 厚、

9.5mmm 厚の 2 枚張りとし、下張材を GＮくぎφ2.34×L38.1mm、上張材を GＮくぎφ

2.45×L50.8mm（上・下張材ともに留付間隔は高さ方向：200mm、幅方向：500mm）にて

留め付ける。なお一般的に木造の壁の設計には、尺モジュールが使用される場合が多いが、

本試験の試験体は、面材寸法や留付間隔が防火上不利となるメーターモジュールを基本と

した。 

 

  

写真 3.2-1 試験体内の断熱材の充てん状況 
（セルローズファイバー） 

写真 3.2-2 試験体・屋外側の施工の様子 
（外装材（スギ）15mm 厚） 

 

写真 3.2-3 完成試験体（屋外側・１体目） 
 

写真 3.2-4 完成試験体（屋外側・2 体目） 
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■仕様Ｂ（フェノールフォーム外張り） 

試験体の屋外側は、柱・間柱に構造用合板 12mm 厚を張り、その外側にフェノールフォ

ーム 30mm 厚,30kg/m3を粘着層付きのテープで外張りする。その後、透湿防水シート、外

装側胴縁 15×45mm@500mm を取り付け、仕上げ材にスギ板 15mm 厚を横張りする。充て

ん断熱材は、防火不利となるなしとする。また主な留付材は、構造用合板はＮくぎφ

2.75×L50mm（留付間隔は高さ方向：300mm、幅方向：500mm）、スギ板はＮくぎφ

2.15×L38mm（1 枚につき実部と脳天打ちの 2 本留め）にて留め付ける。また柱は、

105×105mm（同一等級構成構造用集成材（E65-F255 スギ））とした。 

試験体の屋内側は、45 分準耐火構造の告示仕様・せっこうボード 12.5mm 厚、9.5mm 厚

の 2 枚張りとし、下張材を GＮくぎφ2.34×L38.1mm、上張材を GＮくぎφ2.45×L50.8mm

（上・下張材ともに留付間隔は高さ方向：200mm、幅方向：500mm）にて留め付ける。 

なお、仕様 A と同様に仕様 B の試験体においても、面材寸法や留付間隔が防火上不利と

なるメーターモジュールを基本とした。 

 

  

写真 3.2-5 試験体・屋外側の施工の様子 
（外装材（スギ）15mm 厚）） 

 

写真 3.2-6 試験体・屋内側の施工の様子 
（下張りせっこうボード 12.5mm 厚） 

 

写真 3.2-7 完成試験体（屋外側・１体目） 
 

写真 3.2-8 完成試験体（屋外側・2 体目） 
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２）試験方法 

日時： 仕様 A（セルローズファイバー充てん）  

１体目 2020 年 10 月 26 日（月）／ 2 体目 2020 年 10 月 27 日（火） 

仕様 B（フェノールフォーム外張り）  

１体目 2020 年 10 月 19 日（月）／ 2 体目 2020 年 10 月 20 日（火） 

 

場所：公益財団法人 日本住宅・木材技術センター  

壁炉（載荷・Ｈ=3.0ｍ×Ｗ=3.5ｍ） 

 

①加熱方法 

 ISO834 標準加熱曲線に準じた 45 分間の加熱を行う。評価方法は、性能評価機関の

「防耐火性能試験・性能評価業務方法書（準耐火等性能試験方法）」に則し、非損傷性

を柱の軸方向の収縮量及び収縮速度より、遮熱性を壁の裏面温度より、遮炎性を目視

観測により判断する。 

 

②載荷方法 

 本試験は、油圧ジャッキを用いて鉛直荷重を加えた。試験体の荷重は、柱の長期許容

荷重 25.93kN を載荷した。なお載荷荷重は、柱の強度等級規格である同一等級構成

E65-F255 の基準強度（20.6 N/mm2）を用いて算定した。 

 

 

なお、各種測定値の計測位置や耐火炉の装置図については、後述の「3.4 性能評価書」の

該当箇所を参照されたい。 
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（３）試験結果 

本試験の計測結果の一覧を表 3.2-2 に示す。試験の結果、仕様 A、B ともに 45 分の準耐

火性能を確保した。45 分加熱終了時の非損傷性、遮熱性、遮炎性の詳細については下記の

通りである。その他、詳細な試験結果については、後述の「3.4 性能評価書」に記載される。 

 
表 3.2-2 性能評価試験概要（45 分準耐火構造外壁） 
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写真 3.2-9 脱炉後試験体 
（仕様 A の屋外側・１体目） 

 

写真 3.2-10 脱炉後試験体 
（仕様 A の屋外側・2 体目） 

 

写真 3.2-11 脱炉後試験体 
（仕様Ｂの屋外側・１体目） 

 

写真 3.2-12 脱炉後試験体 
（仕様Ｂの屋外側・2 体目） 
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３．３ 1 時間準耐火構造間仕切壁 

（１）試験目的 

本試験では、平成 27 年度補助事業の成果を踏まえ、両面を木材仕上げとする間仕切壁に

ついて、1 時間の準耐火性能（非損傷性、遮熱性、遮炎性）の有無について性能評価試験に

より確認する。 

 
（２）試験概要 

１）試験体の設計・製作 

日時： 2020 年 9 月 30 日（水）、10 月 1 日（木） 

場所：株式会社東亜理科 埼玉工場 

 

試験体の仕様を表 3.3-1 に示す。既往の大臣認定仕様を踏まえ、両面ともにせっこうボー

ド 15mm 厚に木材（スギ）11mm 厚とした木材仕上げの間仕切壁について、試験体を製作

した。仕様の詳細については、次ページ以降に示す。また試験体図等の詳細については、

後述の「3.4 性能評価書」の該当箇所を参照されたい。 

 
表 3.3-1 1 時間準準耐火構造外壁の性能評価試験仕様 
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本試験体は、柱・間柱にせっこうボード 15mm 厚を張り、その外側にスギ板 11mm 厚を

横張りとする。せっこうボードは GＮくぎφ2.45×L50.8mm（留付間隔は高さ方向：200mm、

幅方向：500mm）、スギ板は酢酸ビニル系接着剤（150g/m2）及びステープル肩幅 4 mm×

足長 38 mm（1 枚につき実部と脳天打ちの 2 本留め）にて留め付ける。なお、せっこうボ

ード 15mm 厚の幅方向の目地には、9×45mm の受材を設けた。また柱は、120×120mm（同

一等級構成構造用集成材（E65-F255 スギ））を用いた。 

また、一般的に木造の壁の設計には、尺モジュールが使用される場合が多いが、本試験

の試験体は、面材寸法や留付間隔が防火上不利となるメーターモジュールを基本とした。 

 

  

写真 3.3-1 試験体内の施工状況 
（柱・間柱・目地裏の受け材） 

写真 3.3-2 試験体の施工状況 
（せっこうボード 15mm 厚） 

 

写真 3.3-4 完成試験体 
（加熱側・1 体目の例） 

 

写真 3.3-3 試験体の施工の様子 
（内装材（スギ）11mm 厚） 
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２）試験方法 

日時： 2020 年 10 月 5 日（月）、6 日（火） 

場所：公益財団法人 日本住宅・木材技術センター  

壁炉（載荷・Ｈ=3.0ｍ×Ｗ=3.5ｍ） 

 

①加熱方法 

 ISO834 標準加熱曲線に準じた 1 時間の加熱を行う。評価方法は、性能評価機関の「防

耐火性能試験・性能評価業務方法書（準耐火等性能試験方法）」に則し、非損傷性を柱

の軸方向の収縮量及び収縮速度より、遮熱性を壁の裏面温度より、遮炎性を目視観測

により判断する。 

 

②載荷方法 

 本試験は、油圧ジャッキを用いて鉛直荷重を加えた。試験体の荷重は、柱の長期許容

荷重 47.31kN を載荷した。なお載荷荷重は、柱の強度等級規格である同一等級構成

E65-F255 の基準強度（20.6 N/mm2）を用いて算定した。 

 

 

なお、各種測定値の計測位置や耐火炉の装置図については、後述の「3.4 性能評価書」の

該当箇所を参照されたい。 
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（３）試験結果 

本試験の計測結果の一覧を表 3.3-2 に示す。試験の結果、1 体目の試験は 1 準耐火構造の

性能（非損傷性・遮熱性・遮炎性）を確保した。2 体目については、に加熱開始 57 分に柱

の荷重支持能力が低下し座屈したため、試験を終了した。加熱終了時の非損傷性、遮熱性、

遮炎性の詳細については下記の通りである。なお、後述の「3.4 性能評価書」に記載される

本試験の性能評価は、性能を確保した 45 分準耐火構造についての内容である。1 時間の試

験に関する詳細な記録写真及び計測値の推移は、次ページ以降に示す。 

 
表 3.3-2 性能評価試験概要（1 時間準耐火構造外壁） 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

写真 3.3-5 試験終了時試験体 
（非加熱面側・１体目） 

 

写真 3.3-6 脱炉後試験体 
（加熱面側・1 体目） 

 

写真 3.3-7 試験中止時試験体 
（非加熱面側・2 体目） 

 

写真 3.3-8 脱炉後試験体 
（加熱面側・2 体目） 
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■記録写真（1 体目／10 月 5 日） 

  

写真 3.3-9 試験開始前（加熱面側） 写真 3.3-10 試験開始時（非加熱面側） 

  

写真 3.3-11 加熱開始 15 分後（非加熱面側） 写真 3.3-12 加熱開始 30 分後（非加熱面側） 

  

写真 3.3-13 加熱開始 45 分後（非加熱面側） 写真 3.3-14 試験終了時（非加熱面側） 

つづく 

 



   報告書-p.46 

 

  

写真 3.3-15 脱炉後（加熱面側） 写真 3.3-16 消火後（加熱面側） 

  

写真 3.3-17 消火後（柱・間柱残存状況） 写真 3.3-18 消火後（非加熱側の木材裏側） 

 

  



   報告書-p.47 

■記録写真（2 体目／10 月 6 日） 

  

写真 3.3-19 試験開始前（加熱面側） 写真 3.3-20 試験開始時（非加熱面側） 

  

写真 3.3-21 加熱開始 15 分後（非加熱面側） 写真 3.3-22 加熱開始 30 分後（非加熱面側） 

  

写真 3.3-23 加熱開始 45 分後（非加熱面側） 写真 3.3-24 試験中止時・加熱開始 57 分後 

（非加熱面側） 

つづく 
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写真 3.3-25 脱炉後（加熱面側） 写真 3.3-26 消火後（加熱面側） 

  

写真 3.3-27 消火後（柱・間柱残存状況） 写真 3.3-28 消火後（柱の座屈状況） 
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■計測値の推移    

図 3.3-1 炉内温度推移（1 体目） 
 

図 3.3-2 炉内温度推移（2 体目） 
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図 3.3-3 裏面温度推移（1 体目） 
 

図 3.3-4 裏面温度推移（2 体目） 
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図 3.3-5 軸方向収縮量推移（1 体目） 
 

図 3.3-6 軸方向収縮量推移（2 体目） 
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図 3.3-7 面外方向変位量推移（1 体目） 
 

図 3.3-8 面外方向変位量推移（2 体目） 
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別 添 

 

１．構造名 

(1)セルローズファイバー充てん／木材・構造用面材［木質系ボード、セメント板又は火山性ガラス質複層板］

表張／せっこうボード重裏張／木製軸組造外壁 

(2)セルローズファイバー充てん／木材・構造用面材［木質系ボード、セメント板又は火山性ガラス質複層板］

表張／せっこうボード重・構造用面材［木質系ボード、セメント板又は火山性ガラス質複層板］裏張／木製

軸組造外壁 

 

２．寸法及び形状等 

(寸法単位：㎜) 

項 目 仕 様 

壁高 構造計算等によって構造安全性が確かめられた寸法とする 

壁幅 構造計算等によって構造安全性が確かめられた寸法とする  

壁の厚さ 169以上 

柱・間柱間隔 500以下 

 

３．材料構成 

３．１主構成材料 (寸法単位：mm) 

項 目 仕 様 

柱 

(荷重支持部材) 

・材料：(1)～(4)のうち、いずれか一仕様とする 

 (1)平成 12 年建設省告示第 1452 号に規定する構造用製材(日本農林規格（以下、

「JAS」という）） 

 (2)平成13年国土交通省告示第1024号に規定する構造用集成材(JAS) 

 (3)平成13年国土交通省告示第1024号に規定する構造用単板積層材(JAS) 

 (4)平成12年建設省告示第1452号の第五号に規定する無等級材又は第六 

     号に規定する木材 

・断面寸法：105以上×105以上 

・密度：0.38±0.08 g/㎝3以上 

間柱 

(下地材) 

 

 

 

・材料：(1)～(5)のうち、いずれか一仕様とする 

 (1)製材(JAS) 
 (2)集成材(JAS) 
 (3)単板積層材(JAS) 
 (4)枠組壁工法構造用製材又は構造用たて継ぎ材(JAS) 
 (5)平成12年建設省告示第1452号の第五号に規定する無等級材又は第六号 

   に規定する木材 

・断面寸法：30以上×93以上 

つづく 

  

（別添－1）
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３．１主構成材料のつづき (寸法単位：mm) 

項 目 仕 様 

外装材 ・材料：(1)、(2)のうち、いずれか一仕様とする 

(1)製材(JAS) 

(2)平成12 年建設省告示第1452 号の第五号に規定する無等級材又は第六号に規

定する木材 

・品質：造作用製材（JAS）の並・小節・上小節・無節のいずれかの基準に準拠 

・厚さ：15以上 

・働き幅：45±1以上230±3以下 

・密度：0.33±0.08 g/㎝3以上 

・節処理：木材、アクリル樹脂系接着剤、エポキシ樹脂系接着剤の 

     いずれかで隙間のないよう補修する 

・端部納まり：本実、重ね又は突き付け〔目板併用に限る〕（長辺方向）、 

              突き付け（短辺方向） 

  張り方：横張り（本実張り、下見板張り(重ね寸法15mm以上)）又は縦張り（本

実張り、目板併用） 

・各部寸法： 

 

［本実］ 

 

 

 

 

 

 

 ①接触部見込み ②雌実の差込口の見込み ③実長さ 

④実周りの見込み方向の隙間 ⑤実周りの見付け方向の隙間  

⑥面取りの辺の長さ 

 

［下見板・目板併用］ 

 

 

 

・表面塗装 

 (1)〜(8)のうち、いずれか一仕様とする 

 (1)なし 

(2)合成樹脂調合ペイント塗り 

(3)クリヤラッカー塗り 

(4)フタル酸樹脂エナメル塗り 

(5)合成樹脂エマルションペイント塗り 

(6)ウレタン樹脂ワニス塗り 

(7)オイルステイン塗り 

(8)木材保護塗料塗り 

・塗布量 440g/㎡以下（有機固形分136g/㎡以下） 

目板 

（外装材の張り方が縦

張り（目板併用）に限る） 

・材料：外装材と同様 

・断面寸法：9以上×24以上 

つづく 

  

15以上

③5以上10以下45    以上230    以下

⑤0.5以下

⑤0.5以下

④1以下

④1以下

①4.1  　以上
②4.4　   以上

⑥1.7以下

±0.5

±0.5

±1 ±3

15以上

45    以上230    以下±1 ±3

（別添－2）
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３．１主構成材料のつづき (寸法単位：mm) 

項 目 仕 様 

外装下地

用構造用

面材 

（構造用

面材） 

 

[1] 〜 [3] 

のうち、い

ずれか一

仕様とす

る 

[1]木質

系 ボ ー

ド  

・材料：(1)〜(5)のうち、いずれか一仕様とする 

 (1)構造用合板(JAS) 

  ・厚さ：12以上 

 (2)構造用パネル(JAS) 

  ・厚さ：12以上 

 (3)パーティクルボード(JIS A 5908) 

  ・厚さ：12以上  

  (4)直交集成板(JAS) 

  ・厚さ：36以上 

  (5)単板積層材(JAS) 

  ・厚さ：21以上 

[2]セメ

ント板 

・材料：(1)〜(3)のうち、いずれか一仕様とする 

 (1)硬質木片セメント板(JIS A 5404) 

  ・厚さ：12以上 

 (2)けい酸カルシウム板(タイプ2)(JIS A 5430) 

  ・厚さ：12 

 (3)スラグせっこう板(JIS A 5430) 

  ・厚さ：12 

[3]火山

性 ガ ラ

ス 質 複

層板 

・材料：火山性ガラス質複層板（JIS A 5440） 

・厚さ：12以上 

断熱材 ・材料：セルローズファイバー 

・組成（質量％） 

  古紙 80±8 

  ホウ素系化合物 18±3 

  有機質添加材 4±2以下 

  無機質添加材 2±1以下（0を含む） 

・密度：55±11 kg/m3 

・厚さ：柱の見込み寸法と同じ 

つづく  

 

 

（別添－3）
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３．１主構成材料のつづき (寸法単位：mm) 

項 目 仕 様 

内装下地用

構造用面材 

（構造用面

材） 

 

[1] 〜 [4] 

のうち、い

ずれか一仕

様とする 

 

[1]無し  

[2]木質

系 ボ ー

ド 

・材料 (1)〜(5)のうち、いずれか一仕様とする 

 (1)構造用合板(JAS) 

  ・厚さ：9以上 

 (2)構造用パネル(JAS) 

  ・厚さ：9以上 

 (3)パーティクルボード(JIS A 5908) 

  ・厚さ：9以上 

  (4)直交集成板(JAS) 

  ・厚さ：36以上 

  (5)単板積層材(JAS) 

  ・厚さ：21以上 

[3]セメ

ント板 

・材料：(1)〜(4)のうち、いずれか一仕様とする 

 (1)硬質木片セメント板(JIS A 5404) 

  ・厚さ：12以上 

 (2)パルプセメント板(JIS A 5414) 

  ・厚さ：9 

 (3)けい酸カルシウム板(タイプ2)(JIS A 5430) 

  ・厚さ：9以上 

 (4)スラグせっこう板(JIS A 5430) 

  ・厚さ：9以上 

[4]火山

性 ガ ラ

ス 質 複

層板 

・材料：火山性ガラス質複層板（JIS A 5440） 

・厚さ：12以上 

内装材 

（下張り側、上張り

側） 

・材料：せっこうボード又は強化せっこうボード 

・規格：JIS A 6901 

・厚さ：下張り側9.5以上、上張り側 12.5以上 又は 

    下張り側12.5以上、上張り側9.5以上 

・端部形状：(1)～(3)のうち、いずれか一仕様とする 

 (1)ベベル 

 (2)スクエア 

 (3)テーパ 

  

（別添－4）
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３．２副構成材料 （寸法単位：mm） 

項 目 仕 様 

外装側胴縁 

 

 

・材料：(1)〜(5)のうち、いずれか一仕様とする 

 (1)製材(JAS) 
 (2)集成材(JAS) 
 (3)単板積層材(JAS) 
 (4)枠組壁工法構造用製材又は構造用たて継ぎ材(JAS)  
 (5)平成12年建設省告示第1452号の第五号に規定する無等級材又は第六号 
   に規定する木材 

・断面寸法：15以上×45以上 

・取付け間隔：500以下 

透湿防水シート ・材料：透湿防水シート（JIS A 6111） 

・厚さ：0.3±0.03以下 

気密材 

 

・材料：(1)〜(3)のうち、いずれか一仕様とする 

(1) 無し 

(2) 粘着層付きテープ 

・材質：1)〜8)のうち、いずれか一仕様とする 

 1)ブチルゴム系 

  2)EPDM系 

 3)アクリル系 

  4)アスファルト系 

 5)ポリエチレン系 

  6)ポリエステル系 

 7)ポリプロピレン系 

  8)ポリオレフィン系 

・寸法：厚さ1.0±0.1×幅100以下 

・使用量：122±12 g/m 以下 

・取付位置：外装下地用構造用面材の目地部 

(3) アルミニウムはく付き粘着テープ 

・材質：1)〜3)のうち、いずれか一仕様とする 

 1)ポリエチレン系 

  2)ポリエステル系 

 3)ポリプロピレン系 

・寸法：厚さ1.0±0.1×幅100以下 

・使用量：122±12 g/m 以下（実測値記載） 

  ・取付位置：外装下地用構造用面材の目地部 

つづく 

  

（別添－5）
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３．２副構成材料のつづき （寸法単位：mm） 

項 目 仕 様 

断熱材吹き込み用シ

ート 

・材料：(1)〜(10)のうち、いずれか一仕様とする 

(1)無し 

    (2)シート 

・材質：1)〜7)のうち、いずれか一仕様とする 

1) 飽和ポリエステル系樹脂 

2) ポリプロピレン系樹脂 

3) ポリエステル系樹脂 

4) ポリ塩化ビニル系樹脂 

5) ABS系樹脂 

6) ポリエチレン系樹脂 

7) ポリスチレン系樹脂 

   (3)オレフィン系シート 

   (4)住宅用プラスチック系防湿フィルム 

  ・規格：JIS A 6930 

   (5)包装用ポリエチレンフィルム 

・規格：JIS Z 1702 

   (6)農業用ポリエチレンフィルム 

・規格：JIS K 6781 

   (7)上記(2)〜(6)に高分子吸収体（吸水ポリマー,メチルセルロース）を組み合わせ 

      たもの 

   (8)上記(2)〜(7)の組み合わせ 

   (9)上記(2)〜(8)にアルミ蒸着したもの 

   (10)上記(2)〜(8)にアルミ箔を貼り合わせたもの 

 ・厚さ：0.44±0.04以下 

吹き込み穴塞ぎ材 ・材料：(1)〜(3)のうち、いずれか一仕様とする 

  (1)無し 
 (2)テープ 

  ・材質：1)〜6)のうち、いずれか一仕様とする 

1) ブチル系 

2) アクリル系 

3) EPDMゴム系 

4) ポリエチレン系 

5) ポリエステル系 

6) ポリプロピレン系 

 ・使用量：18.4 ±2g/箇所以下 
 (3)シート 

・材質：1)〜7)のうち、いずれか一仕様とする 

1) 飽和ポリエステル系樹脂 

2) ポリプロピレン系樹脂 

3) ポリエステル系樹脂 

4) ポリ塩化ビニル系樹脂 

5) ABS系樹脂 

6) ポリエチレン系樹脂 

7) ポリスチレン系樹脂 

 ・使用量：42 ±4g/ｍ 以下 

つづく 

 

（別添－6）
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３．２副構成材料のつづき （寸法単位：mm） 

項 目 仕 様 

内装側胴縁 

 

・材料：(1)〜(6)のうち、いずれか一仕様とする 

 (1)無し 
 (2)製材(JAS) 
 (3)集成材(JAS) 
 (4)単板積層材(JAS) 
 (5)枠組壁工法構造用製材又は構造用たて継ぎ材(JAS) 
 (6)平成12年建設省告示第1452号の第五号に規定する無等級材又は第六号 

   に規定する木材 

・断面寸法：9以上×40以上 

・取付け間隔：500以下 

防湿気密フィルム ・材料：(1)～(3)のうち、いずれか一仕様とする 

(1)無し 

 (2)防湿気密フィルム① 

 ・材質：1)〜3)のうち、いずれか一仕様とする 

   1)住宅用プラスチック系防湿フィルム(JIS A 6930)  

   2)包装用ポリエチレンフィルム(JIS Z 1702) 

   3)農業用ポリエチレンフィルム(JIS K 6781) 

  (3)防湿気密フィルム② 

 ・材質：1)〜5)のうち、いずれか一仕様またはその組み合わせとする 

   1)ポリビニルアルコール  

   2)ポリアミド 

   3)ポリプロピレン 

   4)エチレン-酢酸ビニル共重合樹脂 

   5)ポリエチレン 

・厚さ：0.6±0.06以下 

隙間調整材 
（内装下地用構造用
面材がなしの場合・内
装下地用構造用面材
を大壁張りとする場
合） 

・材料：(1)〜(7)のうち、いずれか一仕様とする。 

  (1)無し 

 (2)製材 

 (3)集成材 

 (4)単板積層材 

  (5)合板 

  (6)パーティクルボード 

 (7)繊維板 

・厚さ：12以上 

添木 
（内装下地用構造用
面材を真壁張りにす
る場合） 

・材料：(1)〜(4)のうち、いずれか一仕様とする。 

  (1)無し 

 (2)製材 

 (3)集成材 

 (4)単板積層材 

・断面寸法：30以上×30以上 

つづく 

（別添－7）
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３．２副構成材料のつづき （寸法単位：mm） 

項 目 仕 様 

留付材 [1]外装材用、目板用 

・材料：(1)、(2)のうち、いずれか一仕様とする 

 (1)くぎ 

  ・材質：ステンレス又は鉄 

  ・寸法：φ2.15以上×L38以上 

 (2)ねじ 

  ・材質：ステンレス又は鋼 

  ・寸法：φ3.8以上×L38以上 

・留付間隔：210以下〔1箇所あたり2本以上〕（外装材用）、300以下（目板用） 

 

 [2]外装下地用構造用面材用 

・材料：(1)、(2)のうち、いずれか一仕様とする 

 (1)くぎ 

  ・材質：ステンレス又は鉄 

  ・寸法：φ2.75以上×L50以上 

 (2)ねじ 

  ・材質：ステンレス又は鋼 

  ・寸法：φ3.8以上×L51以上 

・留付間隔：周辺部、中間部とも300以下 
 

 [3]内装下地用構造用面材用（内装下地用構造用面材を用いる場合） 

・材料：(1)、(2)のうち、いずれか一仕様とする 

 (1)くぎ 

  ・材質：ステンレス又は鉄 

  ・寸法：φ1.90以上×L32以上 

 (2)ねじ 

  ・材質：ステンレス又は鋼 

  ・寸法：φ3.8以上×L32以上 

・留付間隔：周辺部、中間部とも300以下 
 

 [4]内装材用 

・材料：(1)、(2)のうち、いずれか一仕様とする 

 (1)くぎ 

  ・材質：ステンレス又は鉄 

  ・寸法：φ2.34以上×L38.1以上（下張り側） 

      φ2.45以上×L50.8以上（上張り側） 

 (2)ねじ 

  ・材質：ステンレス又は鋼 

  ・寸法：φ3.8以上×L38以上（下張り側） 

      φ3.8以上×L50以上（上張り側） 

・留付間隔：周辺部、中間部とも200以下 

つづく 

 

  

（別添－8）
報告書-p.61



３．２副構成材料のつづき （寸法単位：mm） 

項 目 仕 様 

留付材 

 (つづき) 

[5]外装側胴縁用 

・材料：(1)、(2)のうち、いずれか一仕様とする 

 (1)くぎ 

  ・材質：ステンレス又は鉄 

  ・寸法：φ2.45以上×L45以上 

 (2)ねじ 

  ・材質：ステンレス又は鋼 

  ・寸法：φ3.1以上×L45以上 

・留付間隔：500以下 

 

 [6]内装側胴縁用（内装側胴縁を用いる場合） 

・材料：(1)、(2)のうち、いずれか一仕様とする 

 (1)くぎ 

  ・材質：ステンレス又は鉄 

  ・寸法：φ2.15以上×L38以上 

 (2)ねじ 

  ・材質：ステンレス又は鋼 

  ・寸法：φ3.1以上×L38以上 

・留付間隔：500以下 
 

 [7]隙間調整材用（隙間調整材を使用する場合） 

・材料：(1)、(2)のうち、いずれか一仕様とする 
 (1)くぎ 
  ・材質：ステンレス又は鉄 
 ・寸法 φ1.90以上×L32以上 

  (2)ねじ  
  ・材質：ステンレス又は鉄 
  ・寸法 φ3.5以上×L32以上 

・留付間隔 300以下 

 [8]添木用（添木を使用する場合） 

・材料：(1)、(2)のうち、いずれか一仕様とする 

 (1)くぎ 

  ・材質：ステンレス又は鉄 

  ・寸法：φ2.75以上×L50以上 

 (2)ねじ 

  ・材質：ステンレス又は鋼 

  ・寸法：φ3.8以上×L51以上 

・留付間隔 300以下 
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４．構造説明図                                  （寸法単位：mm） 

４.１ 内装下地用構造用面材を設けない、構造名(1)の場合 

透視図 

 

 

 

         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①外装材横張り（本実張り） 
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                                       （寸法単位：mm） 

透視図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②外装材縦張り（本実張り） 
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透視図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③外装材縦張り（目板併用） 
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                                       （寸法単位：mm） 

透視図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④外装材横張り（下見板張り） 
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水平断面図 

①外装材横張り（本実張り） 

②外装材縦張り（本実張り） 

注）寸法および材料構成は2および3のとおり 

外装下地用構造用面材

透湿防水シート

外装側胴縁

外装材

外装下地用構造用面材用留付材

外装側胴縁用留付材

外装材用留付材

押し縁(有り又は無し)

気密材(有り又は無し)

柱断熱材

防湿気密フィルム(有り又は無し)

間柱
内装側胴縁(有り又は無し)

内装側胴縁用留付材

内装材（上張り側）

内装材（上張り側）用留付材

内装材（下張り側）用留付材

内装材（下張り側）

断熱材吹き込み用シート
（有り又は無し）

隙間調整材

防湿気密フィルム(有り又は無し)

柱断熱材 間柱
内装側胴縁(有り又は無し)

内装側胴縁用留付材

内装材（上張り側）

内装材（上張り側）用留付材

内装材（下張り側）用留付材

内装材（下張り側）

断熱材吹き込み用シート
（有り又は無し）

隙間調整材

外装下地用構造用面材

透湿防水シート

外装材

押し縁(有り又は無し)

外装下地用構造用面材用留付材

外装材用留付材

外装側胴縁

外装側胴縁用留付材
気密材（有り又は無し）

（別添－14）
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水平断面図 

③外装材縦張り（目板併用） 

④外装材横張り（下見板張り） 

注）寸法および材料構成は2および3のとおり 

柱断熱材

防湿気密フィルム(有り又は無し)

間柱
内装側胴縁(有り又は無し)

内装側胴縁用留付材

内装材（上張り側）

内装材（上張り側）用留付材

内装材（下張り側）用留付材

内装材（下張り側）

断熱材吹き込み用シート
（有り又は無し）

隙間調整材

外装下地用構造用面材

透湿防水シート

外装材

目板

外装下地用構造用面材用留付材

外装材用留付材

外装側胴縁

外装側胴縁用留付材

目板用留付材

気密材（有り又は無し）

外装下地用構造用面材

透湿防水シート

外装材

押し縁(有り又は無し)

外装下地用構造用面材用留付材

外装材用留付材 外装側胴縁

外装側胴縁用留付材

柱断熱材

防湿気密フィルム(有り又は無し)

間柱
内装側胴縁(有り又は無し)

内装側胴縁用留付材

内装材（上張り側）

内装材（上張り側）用留付材

内装材（下張り側）用留付材

内装材（下張り側）

断熱材吹き込み用シート
（有り又は無し）

隙間調整材

気密材（有り又は無し）

（別添－15）
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鉛直断面図                                      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①外装材横張り（本実張り） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②外装材縦張り（本実張り） 

 

注）寸法および材料構成は2および3のとおり  

断熱材吹き込み用シート
(有り又は無し)

内装側胴縁(有り又は無し)

断熱材

柱

外装下地用構造用面材

透湿防水シート
防湿気密フィルム
(有り又は無し)

外装下地用構造用面材用留付材

外装側胴縁(有り又は無し)

外装材

外装側胴縁用留付材
(有り又は無し)

内装側胴縁用留付材

外装材用留付材

内装材（上張り側）

内装材（下張り側）

内装材（下張り側）用留付材

内装材（上張り側）用留付材

押し縁
(有り又は無し)

気密材（有り又は無し）

外装下地用構造用面材

透湿防水シート

外装材

押し縁
(有り又は無し)

外装側胴縁用留付材

外装材用留付材

外装下地用構造用面材用留付材

外装側胴縁

内装側胴縁用留付材
内装側胴縁(有り又は無し)

内装材（上張り側）

内装材（下張り側）

内装材（下張り側）用留付材

内装材（上張り側）用留付材

断熱材吹き込み用シート
(有り又は無し)

断熱材

防湿気密フィルム
(有り又は無し)

柱

気密材（有り又は無し）
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鉛直断面図                                      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③外装材縦張り（目板併用） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④外装材横張り（下見板張り） 

 

 

注）寸法および材料構成は2および3のとおり 

  

外装下地用構造用面材

透湿防水シート

外装材
目板

外装側胴縁用留付材

外装材用留付材

外装下地用構造用面材用留付材

外装側胴縁

内装側胴縁用留付材
内装側胴縁(有り又は無し)

内装材（下張り側）用留付材

内装材（上張り側）用留付材

内装材（上張り側）

内装材（下張り側）

目板用留付材 断熱材吹き込み用シート
(有り又は無し)

断熱材

防湿気密フィルム
(有り又は無し)

柱
気密材（有り又は無し）

外装下地用構造用面材

透湿防水シート

外装材

外装材用留付材

外装下地用構造用面材用留付材

外装側胴縁
(有り又は無し)

押し縁(有り又は無し)

外装側胴縁用留付材

内装側胴縁用留付材
内装側胴縁(有り又は無し)

内装材（上張り側）

内装材（下張り側）

内装材（下張り側）用留付材

内装材（上張り側）用留付材

断熱材吹き込み用シート
(有り又は無し)

断熱材

防湿気密フィルム
(有り又は無し)

柱

気密材（有り又は無し）

（別添－17）
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                                        （寸法単位：mm） 

４.２ 内装下地用構造用面材（大壁張り）を設ける、構造名(2)の場合 

透視図 

 

 

         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①外装材横張り（本実張り） 
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                                       （寸法単位：mm） 

透視図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②外装材縦張り（本実張り） 
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                                       （寸法単位：mm） 

透視図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③外装材縦張り（目板併用） 
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                                       （寸法単位：mm） 

透視図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④外装材横張り（下見板張り） 
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水平断面図                                       

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①外装材横張り（本実張り） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②外装材縦張り（本実張り） 

 

注）寸法および材料構成は2および3のとおり 

 

 

 

外装下地用構造用面材

透湿防水シート

外装側胴縁

外装材

外装下地用構造用面材用留付材

外装側胴縁用留付材

外装材用留付材

押し縁(有り又は無し)

柱断熱材

防湿気密フィルム(有り又は無し)

間柱

内装材（上張り側）

内装下地用構造用面材用留付材

内装下地用構造用面材

内装材（上張り側）用留付材
内装材（下張り側）用留付材

内装材（下張り側）

断熱材吹き込み用シート
（有り又は無し）

隙間調整材

気密材(有り又は無し)

内装側胴縁
（有り又は無し）

内装側胴縁用留付材

外装下地用構造用面材

透湿防水シート

外装材

押し縁(有り又は無し)

外装下地用構造用面材用留付材

外装材用留付材

外装側胴縁

外装側胴縁用留付材
気密材（有り又は無し）

柱断熱材

防湿気密フィルム(有り又は無し)

間柱

内装材（上張り側）

内装下地用構造用面材用留付材

内装下地用構造用面材

内装材（上張り側）用留付材
内装材（下張り側）用留付材

内装材（下張り側）

断熱材吹き込み用シート
（有り又は無し）

隙間調整材

内装側胴縁
（有り又は無し）

内装側胴縁用留付材

（別添－22）
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水平断面図                                       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③外装材縦張り（目板併用） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④外装材横張り（下見板張り） 

 

 

注）寸法および材料構成は2および3のとおり 

 

外装下地用構造用面材

透湿防水シート

外装材

目板

外装下地用構造用面材用留付材

外装材用留付材

外装側胴縁

外装側胴縁用留付材

目板用留付材

気密材（有り又は無し）

柱断熱材

防湿気密フィルム(有り又は無し)

間柱

内装材（上張り側）

内装下地用構造用面材用留付材

内装下地用構造用面材

内装材（上張り側）用留付材
内装材（下張り側）用留付材

内装材（下張り側）

断熱材吹き込み用シート
（有り又は無し）

隙間調整材

内装側胴縁
（有り又は無し）

内装側胴縁用留付材

外装下地用構造用面材

透湿防水シート

外装材

押し縁(有り又は無し)

外装下地用構造用面材用留付材

外装材用留付材 外装側胴縁

外装側胴縁用留付材

気密材（有り又は無し）

柱断熱材

防湿気密フィルム(有り又は無し)

間柱

内装材（上張り側）

内装下地用構造用面材用留付材

内装下地用構造用面材

内装材（上張り側）用留付材
内装材（下張り側）用留付材

内装材（下張り側）

断熱材吹き込み用シート
（有り又は無し）

隙間調整材

内装側胴縁
（有り又は無し）

内装側胴縁用留付材
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鉛直断面図                                      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①外装材横張り（本実張り） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②外装材縦張り（本実張り） 

 

注）寸法および材料構成は2および3のとおり 

内装側胴縁用留付材

内装材（上張り側）

内装下地用構造用面材

透湿防水シート

内装材（上張り側）用留付材

内装下地用構造用面材用留付材

外装下地用構造用面材

外装下地用構造用面材用留付材

外装材用留付材

外装側胴縁

外装材

外装側胴縁用留付材

内装材（下張り側）用留付材

内装材（下張り側）

押し縁
(有り又は無し)

断熱材吹き込み用シート
(有り又は無し)

断熱材

防湿気密フィルム
(有り又は無し)

柱

内装側胴縁（有り又は無し）気密材（有り又は無し）

外装下地用構造用面材

透湿防水シート

外装材

押し縁
(有り又は無し)

外装側胴縁用留付材

外装材用留付材

外装下地用構造用面材用留付材

外装側胴縁

内装側胴縁用留付材

内装材（上張り側）

内装下地用構造用面材

内装材（上張り側）用留付材

内装下地用構造用面材用留付材

内装材（下張り側）用留付材

内装材（下張り側）

断熱材吹き込み用シート
(有り又は無し)

断熱材

防湿気密フィルム
(有り又は無し)

柱

内装側胴縁（有り又は無し）

気密材（有り又は無し）

（別添－24）
報告書-p.77



鉛直断面図                                      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③外装材縦張り（目板併用） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④外装材横張り（下見板張り） 

 

 

注）寸法および材料構成は2および3のとおり 

 

  

外装下地用構造用面材

透湿防水シート

外装材

目板

外装側胴縁用留付材

外装材用留付材

外装下地用構造用面材用留付材

外装側胴縁

目板用留付材

内装側胴縁用留付材

内装材（上張り側）

内装下地用構造用面材

内装材（上張り側）用留付材

内装下地用構造用面材用留付材

内装材（下張り側）用留付材

内装材（下張り側）

断熱材吹き込み用シート
(有り又は無し)

断熱材

防湿気密フィルム
(有り又は無し)

柱

内装側胴縁（有り又は無し）

気密材（有り又は無し）

透湿防水シート

外装材

外装下地用構造用面材

外装材用留付材

外装下地用構造用面材用留付材

外装側胴縁

押し縁(有り又は無し)

外装側胴縁用留付材

内装側胴縁用留付材

内装材（上張り側）

内装下地用構造用面材

内装材（上張り側）用留付材

内装下地用構造用面材用留付材

内装材（下張り側）用留付材

内装材（下張り側）

断熱材吹き込み用シート
(有り又は無し)

断熱材

防湿気密フィルム
(有り又は無し)

柱

内装側胴縁（有り又は無し）

気密材（有り又は無し）

（別添－25）
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（寸法単位：mm） 

４.３ 内装下地用構造用面材（真壁張り）を設ける、構造名(2)の場合 

透視図 

 

 

         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①外装材横張り（本実張り） 
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                                       （寸法単位：mm） 

透視図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②外装材縦張り（本実張り） 

  

（別添－27）
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                                       （寸法単位：mm） 

透視図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③外装材縦張り（目板併用） 
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                                       （寸法単位：mm） 

透視図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④外装材横張り（下見板張り） 

  

（別添－29）
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水平断面図                                       

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①外装材横張り（本実張り） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②外装材縦張り（本実張り） 

 

注）寸法および材料構成は2および3のとおり 

 

 

 

外装下地用構造用面材

透湿防水シート

外装側胴縁

外装材

外装下地用構造用面材用留付材

内装下地用構造用面材用留付材
防湿気密フィルム(有り又は無し)

内装材（下張り側）用留付材

断熱材吹き込み用シート
（有り又は無し）

外装側胴縁用留付材

外装材用留付材

押し縁(有り又は無し)

柱

内装材（上張り側）

内装材（上張り側）用留付材

内装下地用構造用面材内装材（下張り側）

添木

添木用留付材 間柱

気密材(有り又は無し)

内装側胴縁（有り又は無し）
内装側胴縁用留付材

内装下地用構造用面材用留付材
防湿気密フィルム(有り又は無し)

内装材（下張り側）用留付材

断熱材吹き込み用シート
（有り又は無し）

柱

内装材（上張り側）

内装材（上張り側）用留付材

内装下地用構造用面材内装材（下張り側）

添木

添木用留付材 間柱

内装側胴縁（有り又は無し）
内装側胴縁用留付材

外装下地用構造用面材

透湿防水シート

外装材

外装下地用構造用面材用留付材

外装材用留付材

外装側胴縁 押し縁(有り又は無し)

外装側胴縁用留付材
気密材（有り又は無し）
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水平断面図                                       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③外装材縦張り（目板併用） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④外装材横張り（下見板張り） 

 

 

注）寸法および材料構成は2および3のとおり 

 

内装下地用構造用面材用留付材
防湿気密フィルム(有り又は無し)

内装材（下張り側）用留付材

断熱材吹き込み用シート
（有り又は無し）

柱

内装材（上張り側）

内装材（上張り側）用留付材

内装下地用構造用面材内装材（下張り側）

添木

添木用留付材 間柱

内装側胴縁（有り又は無し）
内装側胴縁用留付材

外装下地用構造用面材

透湿防水シート

外装材

目板

外装下地用構造用面材用留付材

外装材用留付材

外装側胴縁

外装側胴縁用留付材

目板用留付材

気密材（有り又は無し）

外装下地用構造用面材

透湿防水シート

外装材

押し縁(有り又は無し)

外装下地用構造用面材用留付材

外装材用留付材 外装側胴縁

外装側胴縁用留付材

気密材（有り又は無し）

内装下地用構造用面材用留付材
防湿気密フィルム(有り又は無し)

内装材（下張り側）用留付材

断熱材吹き込み用シート
（有り又は無し）

柱

内装材（上張り側）

内装材（上張り側）用留付材

内装下地用構造用面材内装材（下張り側）

添木

添木用留付材 間柱

内装側胴縁（有り又は無し）
内装側胴縁用留付材
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鉛直断面図                                      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①外装材横張り（本実張り） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②外装材縦張り（本実張り） 

 

注）寸法および材料構成は2および3のとおり 

透湿防水シート

外装下地用構造用面材

外装下地用構造用面材用留付材

外装材用留付材

外装側胴縁

外装材

外装側胴縁用留付材

押し縁
(有り又は無し)

添木

内装側胴縁用留付材

内装材（上張り側）

内装下地用構造用面材

内装材（上張り側）用留付材

内装下地用構造用面材用留付材

内装材（下張り側）用留付材

内装材（下張り側）

断熱材吹き込み用シート
(有り又は無し)

断熱材

防湿気密フィルム
(有り又は無し)

柱

内装側胴縁（有り又は無し）気密材（有り又は無し）

外装下地用構造用面材

透湿防水シート

外装材

押し縁
(有り又は無し)

外装側胴縁用留付材

外装材用留付材

外装下地用構造用面材用留付材

外装側胴縁

添木

内装側胴縁用留付材

内装材（上張り側）

内装下地用構造用面材

内装材（上張り側）用留付材

内装下地用構造用面材用留付材

内装材（下張り側）用留付材

内装材（下張り側）

断熱材吹き込み用シート
(有り又は無し)

断熱材

防湿気密フィルム
(有り又は無し)

柱

内装側胴縁（有り又は無し）

気密材（有り又は無し）
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鉛直断面図                                      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③外装材縦張り（目板併用） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④外装材横張り（下見板張り） 

 

 

注）寸法および材料構成は2および3のとおり 

  

外装下地用構造用面材

透湿防水シート

外装材

目板

外装側胴縁用留付材

外装材用留付材

外装下地用構造用面材用留付材

外装側胴縁

目板用留付材

添木

内装側胴縁用留付材

内装材（上張り側）

内装下地用構造用面材

内装材（上張り側）用留付材

内装下地用構造用面材用留付材

内装材（下張り側）用留付材

内装材（下張り側）

断熱材吹き込み用シート
(有り又は無し)

断熱材

防湿気密フィルム
(有り又は無し)

柱

内装側胴縁（有り又は無し）

気密材（有り又は無し）

透湿防水シート

外装材

外装下地用構造用面材

外装材用留付材

外装下地用構造用面材用留付材

外装側胴縁

押し縁(有り又は無し)

外装側胴縁用留付材

添木

内装側胴縁用留付材

内装材（上張り側）

内装下地用構造用面材

内装材（上張り側）用留付材

内装下地用構造用面材用留付材

内装材（下張り側）用留付材

内装材（下張り側）

断熱材吹き込み用シート
(有り又は無し)

断熱材

防湿気密フィルム
(有り又は無し)

柱

内装側胴縁（有り又は無し）

気密材（有り又は無し）
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５．施工方法等 

＜施工図＞ 

 ４．構造説明図に一例を示す。 

 

＜施工手順＞ 

【1】構造躯体の施工 

(1)柱・間柱を土台の上に500㎜間隔以下で組み立てる。必要に応じて筋交いを設ける。柱・間柱に段差がある

場合は必要に応じて隙間調整材を取付ける。 

 

【2】外装側の施工 

(1)外装下地用構造用面材の取り付け 

外装下地用構造用面材を柱・間柱・土台・梁等の屋外側に配置する。その際、目地は柱・間柱・土台・梁

等の位置に設ける。外装下地用構造用面材は、外装下地用構造用面材用留付材で周辺部、中間部とも200㎜

以下の間隔で留め付ける。目地部には必要に応じて気密材を貼り付ける。 

(2)透湿防水シートの取り付け 

透湿防水シートを、ステープル等で外装下地用構造用面材に対して仮留めする。透湿防水シートの重ね寸

法は100mm以上とする。 

(3)外装側胴縁の取り付け 

(3)-1 外装材が横張り（本実張り、下見板張り）の場合 

 外装側胴縁は、柱・間柱等に沿って配置し、外装側胴縁用留付材で留め付ける。その際、留め付け間隔

は500mm以下とする。 

(3)-2 外装材が縦張り（本実張り、目板併用）の場合 

 外装側胴縁は、500 ㎜以下の間隔で水平に配置し、各柱・間柱等に当たるように外装側胴縁用留付材で

留め付ける。 

(4)外装材の取り付け 

(4)-1 外装材が横張り（本実張り）の場合 

外装材を外装側胴縁に取り付ける。外装材は、外装材用留付材で外装材の雄実部分から斜め打ちもしく

は脳天打ちで留め付ける。その際、留め付け本数は1箇所あたり2本以上とし、各外装側胴縁に当たるよ

うに施工する。また、外装材の縦目地は、外装側胴縁等の位置に設ける。 

(4)-2 外装材が縦張り（本実張り）の場合 

外装材を外装側胴縁に取り付ける。外装材は、外装材用留付材で外装材の雄実部分から斜め打ちもしく

は脳天打ちで留め付ける。その際、留め付け本数は1箇所あたり2本以上とし、各外装側胴縁に当たるよ

うに施工する。また、外装材に横目地を設ける場合は、外装側胴縁等の位置に設ける。 

(4)-3 外装材が縦張り（目板併用）の場合 

外装材を外装側胴縁に取り付ける。外装材は、外装材用留付材により脳天打ちで留め付ける。その際、

留め付け本数は1箇所あたり2本以上とし、各外装側胴縁に当たるように施工する。また、外装材に横目

地を設ける場合は、外装側胴縁等の位置に設ける。 

さらに、外装材の縦目地に必ず目板を取り付け、目板用留付材で留め付ける。 

(4)-4外装材が横張り（下見板張り）の場合 

外装材を外装側胴縁に取り付ける。外装材は、直上に配する外装材と重ねながら、外装材用留付材によ

る脳天打ちで留め付ける。その際、留め付け本数は1箇所あたり2本以上とし、各外装側胴縁に当たるよ

うに施工する。また、外装材の縦目地は、外装側胴縁等の位置に設ける。 

(5)押し縁の取り付け 

 外装材の取り付けが(4)-1,2,4 の場合は、必要に応じて、外装材の縦目地もしくは外装側胴縁などの位置

に押し縁（材質：木又は木質系）を設ける。 
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【3】内装側の施工 

①内装下地用構造用面材を設けない、構造名(1)の場合 

(1)断熱材の取り付け 

必要に応じて断熱材吹き込み用シートを設け、断熱材を柱・間柱間に充てんする。また、必要に応じて吹

き込み穴に吹き込み穴塞ぎ材を設ける。なお、断熱材、断熱材吹き込み用シート、吹き込み穴塞ぎ材の仕様

については、当該材料について定めた施工手順に基づき、品質管理を行う。 

(2)防湿気密フィルムの取り付け 

防湿気密フィルムを使用する場合は、ステープル等で柱、間柱に対して仮留めする。防湿気密フィルムの

重ね寸法は100mm以上とする。 

(3)内装材の取り付け  

(3)-1内装側胴縁を設けない場合  

内装材（下張り側）は、内装材用留付材（下張り側）で各柱・間柱に対して周辺部、中間部とも200㎜

以下の間隔で留め付ける。その際、内装材（下張り側）の縦目地は、各柱・間柱の位置に設ける。その後、

内装材（上張り側）を内装材（下張り側）の目地とは揃わないように重ねて取り付け、内装材用留付材（上

張り側）で周辺部、中間部とも200㎜以下の間隔で留め付ける。 

 (3)-2内装側胴縁を設ける場合 

内装側胴縁は、500 ㎜以下の間隔で水平に、並びに内装材の縦目地の裏や必要に応じ一般部に配置し、

各柱・間柱に当たるように内装側胴縁用留付材で留め付ける。 

内装材（下張り側）は、内装材用留付材（下張り側）で内装側胴縁に対して周辺部、中間部とも200㎜

以下の間隔で留め付ける。その際、内装材（下張り側）の目地は、内装側胴縁の位置に設ける。その後、

内装材（上張り側）を内装材（下張り側）の目地とは揃わないように重ねて取り付け、内装材用留付材（上

張り側）で周辺部、中間部とも200㎜以下の間隔で留め付ける。 

 

②内装下地用構造用面材を設ける、構造名(2)の場合 

 (1)断熱材の取り付け 

必要に応じて断熱材吹き込み用シートを設け、断熱材を柱・間柱間に充てんする。また、必要に応じて吹

き込み穴に吹き込み穴塞ぎ材を設ける。なお、断熱材、断熱材吹き込み用シート、吹き込み穴塞ぎ材の仕様

については、当該材料について定めた施工手順に基づき、品質管理を行う。 

(2)防湿気密フィルムの取り付け 

防湿気密フィルムを使用する場合は、ステープル等で柱、間柱に対して仮留めする。防湿気密フィルムの

重ね寸法は100mm以上とする。 

(3)内装下地用構造用面材の取り付け 

大壁張りの場合は、内装下地用構造用面材は、内装下地用構造用面材用留付材で周辺部、中間部とも300 ㎜

以下の間隔で留め付ける。その際、縦目地は柱・間柱等の位置に設ける。 

真壁張りの場合は、添木を添木用留付材で柱に設ける。その後、内装下地用構造用面材を、内装下地用構

造用面材用留付材で周辺部、中間部とも300㎜以下の間隔で留め付ける。その際、縦目地は添木・間柱等の

位置に設ける。 

(4)内装材の取り付け 

  (4)-1内装側胴縁を設けない場合 

内装材（下張り側）は、内装材用留付材（下張り側）で周辺部、中間部とも200㎜以下の間隔で留め付

ける。その際、内装材（下張り側）の縦目地は、柱・間柱等の位置に設ける。その後、内装材（上張り側）

を内装材（下張り側）の目地とは揃わないように重ねて取り付け、内装材用留付材（上張り側）で周辺部、

中間部とも200㎜以下の間隔で留め付ける。 

 (4)-2内装側胴縁を設ける場合 

内装側胴縁は、500 ㎜以下の間隔で水平に、並びに内装材の縦目地の裏や必要に応じ一般部に配置し、

各柱・間柱に当たるように内装側胴縁用留付材で留め付ける。 

内装材（下張り側）は、内装材用留付材（下張り側）で周辺部、中間部とも200㎜以下の間隔で留め付

ける。その際、内装材（下張り側）の縦目地は、柱・間柱等の位置に設ける。その後、内装材（上張り側）

を内装材（下張り側）の目地とは揃わないように重ねて取り付け、内装材用留付材（上張り側）で周辺部、

中間部とも200㎜以下の間隔で留め付ける。 
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別紙 

１．試験体の選定 

試験体は、当財団が認める「防耐火性能試験・評価業務方法書」（以下、「業務方法書」という。）に基づき、

別添の申請内容と照らし合わせて、非損傷性、遮熱性及び遮炎性が最も低いと考えられる、試験体の寸法等及び

材料構成を選定した（表１及び表２参照）。 

 

表１ 寸法及び形状等の試験体仕様、申請仕様 

 (寸法単位：㎜) 

項 目 試験体仕様 申請仕様 試験体の選定理由 

構造名 

セルローズファイバー

充てん／塗装木材・構造

用面材表張／せっこう

ボード重裏張／木製軸

組造外壁 

(1)セルローズファイバー充てん／木

材・構造用面材［木質系ボード、

セメント板又は火山性ガラス質複

層板］表張／せっこうボード重裏

張／木製軸組造外壁 

(2)セルローズファイバー充てん／木

材・構造用面材［木質系ボード、

セメント板又は火山性ガラス質複

層板］表張／せっこうボード重・

構造用面材［木質系ボード、セメ

ント板又は火山性ガラス質複層

板］裏張／木製軸組造外壁 

業務方法書に基づき、(1)とし

た。 

壁高 3000 
構造計算等によって構造安全性が確

かめられた寸法とする 業務方法書に基づき、3m 以上の

試験が可能な寸法 
壁幅 3500 

構造計算等によって構造安全性が確

かめられた寸法とする 

壁の厚さ 169 169以上 
遮熱性上不利となる各主構成材

料の最小見込み寸法の和 

柱・間柱間

隔 
500 500以下 非損傷性上不利となる最大 
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表２(1)  主構成材料の試験体仕様、申請仕様                                           （寸法単位：mm）            

項 目 試験体仕様 申請仕様 試験体の選定理由 

柱 
(荷重支持部
材) 

a.材料： 
 
同一等級構成構造用集
成材（スギ）〔等級：
E65-F255〕 
【含水率：11%（平均）】 
使用環境Cのもの 
 
 
 
 
 
 
b.断面寸法： 

105×105 
c.密度： 
   0.39g/㎝3（平均） 

a.材料：(1)～(4)のうち、いずれか一
仕様とする 
(1)平成12年建設省告示第1452号に
規定する構造用製材(日本農林規格
（以下、「JAS」という)） 

(2)平成 13 年国土交通省告示第 1024
号に規定する構造用集成材(JAS) 

(3)平成 13 年国土交通省告示第 1024
号に規定する構造用単板積層材
(JAS) 

(4)平成12年建設省告示第1452号の
第五号に規定する無等級材又は第
六号に規定する木材 

b.断面寸法：105以上×105以上 
 
c.密度：0.38±0.08 g/㎝3以上 
 

a.建築材料として使用される材
料のうち、非損傷性上不利とな
る比較的密度の低いスギのう
ち、柱として乾燥材を得やすい
(2) 
 
 

 
 
 
 
 
 
b.非損傷性上不利となる最小 
 
c.非損傷性上不利となる最小の
管理範囲内 

間柱 
（下地材） 
 

a.材料： 
 
スギ製材（無等級材） 
【含水率：11%（平均）】 
 
 
 
 
 
 
b.断面寸法： 
            30×93 

a.材料：(1)～(5)のうち、いずれか一
仕様とする 
(1)製材(JAS) 
(2)集成材(JAS) 
(3)単板積層材(JAS) 
(4)枠組壁工法構造用製材又は構造用
たて継ぎ材(JAS) 

(5)平成12年建設省告示第1452号の
第五号に規定する無等級材又は第
六号に規定する木材 

b.断面寸法：30以上×93以上   

a.建築材料として使用される材
料のうち、遮熱性及び遮炎性上
不利となる比較的密度の低いス
ギのうち、間柱として乾燥材を
得やすい(5) 
 
 
 
 
 
b.遮熱性及び遮炎性上不利とな
る最小 

     つづく 
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表２(1)のつづき                                 （寸法単位：mm） 

項 目 試験体仕様 申請仕様 試験体の選定理由 

外装材 a.材料： 

 

 

スギ製材（無等級） 

【含水率：12%（平均）】 

b.品質：造作用製材（JAS）の並

の基準に準拠 

 

c.厚さ：15 

 

d.働き幅：230 

 

e.密度：0.31g/㎝3（平均） 

 

f.節処理：木材、アクリル樹脂

系接着剤、エポキシ樹脂系接着

剤で隙間のないよう補修した 

g.端部納まり：本実（長辺方向）、

突き付け（短辺方向） 

張り方：横張り（本実張り） 

 

 

h.各部寸法： 

[本実] 

a.材料：(1)、(2)のうち、いずれか一

仕様とする 

(1)製材(JAS) 

(2)平成12年建設省告示第1452号の

第五号に規定する無等級材又は第

六号に規定する木材 

 

b.品質：造作用製材（JAS）の並・小

節・上小節・無節のいずれかの基準に

準拠 

c.厚さ：15以上 

 

d.働き幅：45±1以上230±3以下 

 

e.密度：0.33±0.08 g/㎝3以上 

 

f.節処理：木材、アクリル樹脂系接着

剤、エポキシ樹脂系接着剤のいずれか

で隙間のないよう補修する 

g.端部納まり：本実、重ね又は突き付

け〔目板併用に限る〕（長辺方向）、

突き付け（短辺方向） 

張り方：横張り（本実張り、下見板

張り(重ね寸法15mm 以上)）又は縦

張り（本実張り、目板併用） 

h.各部寸法： 

[本実] 

a.建築材料として使用

される材料のうち、遮熱

性上不利となる比較的

密度の低いスギとし、外

装材として乾燥材を得

やすい(2) 

 

b.節等の欠点が最も多

いことで遮炎性上不利

となる並 

c.遮熱性上不利となる

最小 

d.留付材の間隔に応じ

遮熱性上不利となる最

大の管理範囲内 

e.遮熱性上不利となる

最小の管理範囲内 

f.節の状況に応じた処

理 

g.端部納まりのうち、長

辺方向は遮熱性上不利

となる本実、張り方は業

務方法書に基づき横張

り（本実張り） 

h.遮熱性上不利となる

①接触部見込み最小の

管理範囲内、②雌実の差

込口の見込み最小の管

理範囲内、③実長さ最

小、④実周りの見込み方

向の隙間最大、⑤実周り

の見付け方向の隙間最

大、⑥面取りの辺の長さ

最大 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

①接触部見込み 

②雌実の差込口の見込み 

③実長さ 

④実周りの見込み方向の隙間 

⑤実周りの見付け方向の隙間 

⑥面取りの辺の長さ 

 

①接触部見込み 

②雌実の差込口の見込み 

③実長さ 

④実周りの見込み方向の隙間 

⑤実周りの見付け方向の隙間  

⑥面取りの辺の長さ 
 
[下見板・目板併用] 

 

つづく

15以上

45    以上230    以下±1 ±3

15以上

③5以上10以下45    以上230    以下

⑤0.5以下

⑤0.5以下

④1以下

④1以下

①4.1  　以上
②4.4　   以上

⑥1.7以下

±0.5

±0.5

±1 ±3

15

③5230

⑤0.5

⑤0.5

④1

④1

①4.1
②4.4

⑥1.7
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表２(1)のつづき                                 （寸法単位：mm） 

項 目 試験体仕様 申請仕様 試験体の選定理由 

外装材 

（つづき） 

i.表面塗装 

 

 

(2)合成樹脂調合ペイン

ト塗り 

 

 

 

 

 

j.塗布量：440g/㎡ 

（有機固形分136g/㎡） 

i.表面塗装 (1)〜(8)のうち、いずれか

一仕様とする 

(1)なし 

(2)合成樹脂調合ペイント塗り 

(3)クリヤラッカー塗り 

(4)フタル酸樹脂エナメル塗り 

(5)合成樹脂エマルションペイント塗り 

(6)ウレタン樹脂ワニス塗り 

(7)オイルステイン塗り 

(8)木材保護塗料塗り 

j.塗布量：440g/㎡以下 

（有機固形分136g/㎡以下） 

i.遮熱性上最も不利とな

る有機固形分が最大のも

ののうち、入手が容易な

(2) 

 

 

 

 

 

 

j.遮熱性上不利となる最

大 

目板 

（外装材

の張り方

が縦張り

（目板併

用）に限

る） 

無し ・材料：外装材と同様 

・断面寸法：9以上×24以上 

外装材の張り方を横張り

（本実張り）としたため 

外装下地

用構造用

面材 

（構造用

面材） 

 

a.種類： 
[1]木質系ボード 

 

b.材料 ： 

構造用合板 (JAS) 

 

c.厚さ：12 

a.種類：[1]〜[3]のうち、いずれか一仕

様とする 

[1]木質系ボード 

b.材料：(1)〜(5)のうち、いずれか一仕

様とする 

(1)構造用合板(JAS) 

 c.厚さ：12以上 

(2)構造用パネル(JAS) 

 c.厚さ：12以上 

(3)パーティクルボード(JIS A 5908) 

 c.厚さ：12以上 

(4)直交集成板(JAS) 

 c.厚さ：36以上 

(5)単板積層材(JAS) 

 c.厚さ：21以上 

[2]セメント板 

b.材料 (1)〜(3)のうち、いずれか一仕様

とする 

(1)硬質木片セメント板(JIS A 5404) 

 c.厚さ：12以上 

(2)けい酸カルシウム板(タイプ2) 

   (JIS A 5430) 

 c.厚さ：12 

(3)スラグせっこう板(JIS A 5430) 

 c.厚さ：12  
[3]火山性ガラス質複層板 

b.材料：火山性ガラス質複層板 

(JIS A 5440) 

 c.厚さ：12以上 

a.遮熱性及び遮炎性上不

利となる[1] 

 

b.遮熱性上不利となる構

造用合板 

c.遮熱性上不利となる最

小 

つづく 

（別紙－4）
報告書-p.92



 

表２(1)のつづき                                 （寸法単位：mm） 

項 目 試験体仕様 申請仕様 試験体の選定理由 

断熱材 
 

a.材料：セルローズファイバー 

b.組成（質量％） 

  古紙 78 

  ホウ素系化合物 18 
  有機質添加材 4 

  無機質添加材 0 

c.密度：55 kg/m3 

d.厚さ：柱の見込み寸法と同じ 

a.材料：セルローズファイバー 

b.組成（質量％） 

  古紙 80±8 

  ホウ素系化合物 18±3 

  有機質添加材 4±2以下 

  無機質添加材 2±1以下（0を含む） 

c.密度：55±11 kg/m3 

d.厚さ：柱の見込み寸法と同じ 

a.申請仕様と同じ 
b.遮熱性上最も不利
となる有機固形分最
大の範囲内 
 
 
c.申請仕様の範囲内 
d.申請仕様と同じ 

内装下地
用構造用
面材 
（構造用
面材） 

a.種類： 
[1]無し 

a.種類：[1]～[4]のうち、いずれか一仕

様とする 

[1]無し 

[2]木質系ボード 

b.材料：(1)〜(5)のうち、いずれか一仕

様とする 

(1)構造用合板(JAS) 

c.厚さ：9以上 

(2)構造用パネル(JAS) 

c.厚さ：9以上 

(3)パーティクルボード(JIS A 5908) 

 c.厚さ：9以上 

(4)直交集成板(JAS) 

 c.厚さ：36以上 

(5)単板積層材(JAS) 

 c.厚さ：21以上 

[3]セメント板 

b.材料 (1)〜(4)のうち、いずれか一仕様

とする 

(1)硬質木片セメント板(JIS A 5404) 

 c.厚さ：12以上 

(2)パルプセメント板(JIS A 5414) 

 c.厚さ：9 

(3)けい酸カルシウム板(タイプ2) 

   (JIS A 5430) 

 c.厚さ：9以上 

(4)スラグせっこう板(JIS A 5430) 

 c.厚さ：9以上 
[4]火山性ガラス質複層板 

b.材料：火山性ガラス質複層板 

(JIS A 5440) 

 c.厚さ：12以上 

a.構造名(2)に基づ
き[1] 

つづく 

  

（別紙－5）
報告書-p.93



 

表２(1)のつづき                                 （寸法単位：mm） 

項 目 試験体仕様 申請仕様 試験体の選定理由 

内装材 
（下張り
側、上張り
側） 

a.材料：せっこうボード 

 

b.規格：JIS A 6901 

c.厚さ：下張り側 12.5、 

    上張り側 9.5 

d.端部形状：  

(1)ベベル 

a.材料：せっこうボード又は強化せっこ

うボード 

b.規格：JIS A 6901 

c.厚さ： 

下張り側9.5以上、上張り側 12.5以上 

 又は 

下張り側 12.5以上、上張り側9.5以上 

d.端部形状：(1)～(3)のうち、いずれか

一仕様とする 

(1)ベベル 

(2)スクエア 

(3)テーパ 

a.遮熱性上不利とな

るせっこうボード 

b.申請仕様と同じ 

 

c.遮熱性上不利とな

る最小の組み合わせ 

（張る順は最小厚さ

が同じであれば、同

等と判断した） 

d.遮熱性上不利とな
る(1) 

  

（別紙－6）
報告書-p.94



 

表２(2)  副構成材料の試験体仕様、申請仕様                                         （寸法単位：mm）            

項 目 試験体仕様 申請仕様 試験体の選定理由 

外装側胴縁 
 
 

a.材料： 
 
スギ製材（無等級材） 
【含水率：12%（平均）】 
 
 
 
 
 
 
b.断面寸法：15×45 
 
c.取付け間隔：500 

a.材料：(1)〜(5)のうち、いずれか一
仕様とする 
(1)製材(JAS) 
(2)集成材(JAS) 
(3)単板積層材(JAS) 
(4)枠組壁工法構造用製材又は構造用
たて継ぎ材(JAS) 

(5)平成12年建設省告示第1452号の
第六号に規定する無等級材又 
は第七号に規定する木材 

b.断面寸法：15以上×45以上 
 
c.取付け間隔：500以下 

a.建築材料として使用さ
れる材料のうち、遮熱性
上不利となる比較的密度
の低いスギとし、外装側
胴縁として乾燥材を得や
すい(5) 
 
 
 
 
b.遮熱性上不利となる最
小 

c.遮熱性上不利となる最

大 

透湿防水シ
ート 

a.材料：透湿防水シート
(JIS A 6111) 

b.厚さ：0.3 

a.材料：透湿防水シート(JIS A 6111) 
 
b.厚さ：0.3±0.03以下 

a.申請仕様と同じ 
b.遮熱性上不利となる最
大の管理範囲内 

気密材 

 

a.材料： 

 

  

(2)粘着層付きテープ 

b.材質： 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

c.寸法：厚さ1.0×幅100 

d.使用量：122g/m  

e.取付位置：外装下地用

構造用面材の目地部 

 

a.材料：(1)〜(3)のうち、いずれか一

仕様とする 

(1)無し 

(2)粘着層付きテープ 

b.材質：1)〜8)のうち、いずれか一

仕様とする 

 1)ブチルゴム系 

  2)EPDM系 

 3)アクリル系 

  4)アスファルト系 

 5)ポリエチレン系 

  6)ポリエステル系 

 7)ポリプロピレン系 

  8)ポリオレフィン系 

c.寸法：厚さ1.0±0.1×幅100以下 

d.使用量：122±12 g/m 以下 

e.取付位置：外装下地用構造用面材 

      の目地部 

(3)アルミニウムはく付き粘着テープ 

b.材質：1)〜3)のうち、いずれか一

仕様とする 

 1)ポリエチレン系 

  2)ポリエステル系 

 3)ポリプロピレン系 

c.寸法：厚さ1.0±0.1×幅100以下 

d.使用量：122±12 g/m 以下 

e.取付位置：外装下地用構造用面材 

      の目地部 

a.遮熱性上不利となる可

燃物の(2),(3)のうち、入

手の容易な(2) 

 

b.遮熱性上不利となる1) 

 

 

 

 

 

 

 

 

c.遮熱性上不利となる最

大 

d.遮熱性上不利となる最

大 

e.申請仕様と同じ 

つづく 

（別紙－7）
報告書-p.95



 

表２(2)のつづき                                  （寸法単位：mm） 

項 目 試験体仕様 申請仕様 試験体の選定理由 

断熱材吹き
込み用シー
ト 

a.材料： 

 

  

  (2)シート 

b.材質： 

  

 

 

 3)ポリエステル系樹脂 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

c.厚さ：0.44 

    (=0.22×2枚張) 

a.材料：(1)〜(10)のうち、いずれ

か一仕様とする 

(1)なし 

(2)シート 

  b.材質：a)〜g)のうち、いずれか 

      一仕様とする 

1) 飽和ポリエステル系樹脂 

2) ポリプロピレン系樹脂 

3) ポリエステル系樹脂 

4) ポリ塩化ビニル系樹脂 

5) ABS系樹脂 

6) ポリエチレン系樹脂 

7) ポリスチレン系樹脂 

(3)オレフィン系シート 

(4)住宅用プラスチック系防湿 

   フィルム 

  c.規格：JIS A 6930 

(5)包装用ポリエチレンフィルム 

   c.規格：JIS Z 1702 

(6)農業用ポリエチレンフィルム 

   c.規格：JIS K 6781 

(7)上記(2)〜6)に高分子吸収体 

 （吸水ポリマー,メチルセルロー

ス） 

  を組み合わせたもの 

(8)上記(2)〜(7)の組み合わせ 

(9)上記(2)〜(8)にアルミ蒸着した 

   もの 

(10)上記(2)〜(8)にアルミ箔を貼

り 

   合わせたもの 

c.厚さ：0.44±0.04以下 

a. 遮熱性上不利となる

可燃物の(2)〜(10)のう

ち、入手の容易な(2) 

 

 

b.遮熱性上同等のため一

般的な3) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

c.遮熱性上不利となる最

大 

吹き込み穴
塞ぎ材 

a.材料： 

 

 

(2)テープ 

b.材質： 

1)ブチル系 

 

 

 

 

 

 

c.使用量：18.4 g/箇所 

a.材料：(1)〜(3)のうち、いずれか

一仕様とする 

(1)無し 

(2)テープ 

  b.材質：1)〜6)のうち、いずれか 

         一仕様とする 

1) ブチル系 

2) アクリル系 

3) EPDMゴム系 

4) ポリエチレン系 

5) ポリエステル系 

6) ポリプロピレン系 

 c.使用量：18.4±2 g/箇所以下 
 

a.遮熱性上不利となる可

燃物の(2)又は(3)のう

ち、使用量が同じである

ため入手の容易な(2)。

（試験体には 1 列当り 8

箇所とした。試験体幅は

3.5m。18.4g×8 箇所÷

3.5m = 42g/m） 

b.遮熱性上不利となる1) 

 

 

 

c.遮熱性上不利となる最

大 

つづく 

 

 

（別紙－8）
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表２(2)のつづき                                  （寸法単位：mm） 

項 目 試験体仕様 申請仕様 試験体の選定理由 

吹き込み穴
塞ぎ材 
（つづき） 

 (3)シート 

  b.材質：1)〜7)のうち、いずれか 

         一仕様とする 

1) 飽和ポリエステル系樹脂 

2) ポリプロピレン系樹脂 

3) ポリエステル系樹脂 

4) ポリ塩化ビニル系樹脂 

5) ABS系樹脂 

6) ポリエチレン系樹脂 

7) ポリスチレン系樹脂 

 c.使用量：42±4 g/ｍ以下 

 

内装側胴縁 
 

a.材料： 

(1)無し 

a.材料：(1)〜(6)のうち、いずれか
一仕様とする 
(1)無し 
(2)製材(JAS) 
(3)集成材(JAS) 
(4)単板積層材(JAS) 
(5)枠組壁工法構造用製材又は構造
用たて継ぎ材(JAS) 

(6)平成 12 年建設省告示第 1452 号
の第六号に規定する無等級材又
は第七号に規定する木材 

b.断面寸法：9以上×40以上 

c.取付け間隔：500以下 

a.遮熱性上不利となる

(1) 

防湿気密フ
ィルム 
 

a.材料： 

(2)防湿気密フィルム① 

 

 

 

b.材質： 

1)住宅用プラスチック系

防湿フィルム（JIS A 

6930） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

c.厚さ：0.6(=0.2×3枚張) 

a.材料：(1)～(3)のうち、いずれか

一仕様とする 

(1)無し 

(2)防湿気密フィルム① 

b.材質：1)〜3)のうち、いずれ 

か一仕様とする 

  1)住宅用プラスチック系防湿 

      フィルム(JIS A 6930)  

  2)包装用ポリエチレン 

      フィルム(JIS Z 1702) 

  3)農業用ポリエチレン 

      フィルム(JIS K 6781) 

(3)防湿気密フィルム② 

b.材質：1)〜5)のうち、いずれ 

か一仕様またはその組

み合わせとする 

  1)ポリビニルアルコール  

  2)ポリアミド 

  3)ポリプロピレン 

  4)エチレン-酢酸ビニル 

      共重合樹脂 

  5)ポリエチレン 

c.厚さ：0.6±0.06以下 

a.遮熱性上不利となる可

燃物の(2)又は(3)のう

ち、入手の容易な(2) 

 

b.遮熱性上同等の性能を

有するため一般的な1) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

c.遮熱性上不利となる最

大の管理範囲内 

つづく 

（別紙－9）
報告書-p.97



 

表２(2)のつづき                                   （寸法単位：mm） 

項  目 試験体仕様 申請仕様 試験体の選定理由 

隙間調整材 
（内装下地
用構造用面
材がなしの
場合・内装下
地用構造用
面材を大壁
張りとする
場合） 

a.材料： 

  

   

 (2)製材（スギ） 

 

 

 

 

 

b.厚さ：12 

a.材料：(1)〜(7)のうち、いずれか一

仕様とする。 

  (1)無し 

 (2)製材 

 (3)集成材 

 (4)単板積層材 

  (5)合板 

  (6)パーティクルボード 

 (7)繊維板 

b.厚さ：12以上 

a.間柱を最小寸法とした関

係で柱・間柱の見込み寸法

に差ができたためありと

し、遮炎性上不利となる(2) 

 

 

 

 

b.遮炎性上同等のため一般

的な仕様 

添木 
（内装下地
用構造用面
材を真壁張
りにする場
合） 

a.材料： 

  

(1) 無し 

 

 

a.材料：(1)〜(4)のうち、いずれか一

仕様とする。 

  (1)無し 

 (2)製材 

 (3)集成材 

 (4)単板積層材 

b.断面寸法：30以上×30以上 

a. 内装下地用構造用面材

を使用しないため(1) 

 

 

留付材 
 

[1]外装材用（目板用は目板

を使用しなかったため無

し） 

 

a.材料：くぎ 

 

 

b.材質：鉄 

c.寸法：φ2.15×L38 

 

d.留付間隔：210 

〔1箇所あたり2本〕 

[1]外装材用、目板用 

a.材料：(1)、(2)のうち、いずれか一

仕様とする 

(1)くぎ 

b.材質：ステンレス又は鉄 

 c.寸法：φ2.15以上×L38以上 

(2)ねじ 

 b.材質：ステンレス又は鋼 

 c.寸法：φ3.8 以上×L38以上 

d.留付間隔：210 以下〔1箇所あたり

2本以上〕（外装材用）、 

300以下（目板用） 

 

[1] 

a.遮炎性上不利となる(1) 

 

b.遮炎性上同等のため一般

的な仕様 

c.保持力の観点から遮炎性

上不利となる最小 

 

d.遮炎性上不利となる最大

留付間隔かつ最小留付本数 

[2]外装下地用構造用面材

用 

a.材料：くぎ 

 

 

b.材質：鉄 

c.寸法：φ2.75×L50 

 

 

d.留付間隔：周辺部、中間

部とも300 

[2]外装下地用構造用面材用 

a.材料：(1)、(2)のうち、いずれか一

仕様とする 

(1)くぎ 

b.材質：ステンレス又は鉄 

 c.寸法：φ2.75以上×L50以上 

(2)ねじ 

 b.材質：ステンレス又は鋼 

 c.寸法：φ3.8 以上×L51以上 

d.留付間隔：周辺部、中間部とも 

300以下 

[2] 

a.遮炎性上不利となる(1) 

 

b.遮炎性上同等のため一般

的な仕様 

c.保持力の観点から遮炎性

上不利となる最小 

 

 

d.遮炎性上不利となる最大 

つづく 

（別紙－10）
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表２(2)のつづき                                  （寸法単位：mm） 

項 目 試験体仕様 申請仕様 試験体の選定理由 

留付材 
（つづき） 

[3]内装下地用構造用面

材用 

無し 

 

 

 

 

 

 

 

 

[3]内装下地用構造用面材用（内装下地用

構造用面材を用いる場合） 

a.材料：(1)、(2)のうち、いずれか一仕

様とする 

(1)くぎ 

b.材質：ステンレス又は鉄 

c.寸法：φ1.90以上×L32以上 

(2)ねじ 

 b.材質：ステンレス又は鋼 

 c.寸法：φ3.8以上×L32以上 

d.留付間隔：周辺部、中間部とも 

300以下 

[3] 

内装下地用構造用面材を使

用しないため、無し 

 

 

 

 

 

 

 [4]内装材用 

a.材料：くぎ 

 

 

b.材質：鉄 

c.寸法：φ2.34×L38.1 

    （下張り側） 

    φ2.45×L50.8 

    （上張り側） 

 

 

 

 

 

 

d.留付間隔：周辺部、中

間部とも200 

[4]内装材用 

a.材料：(1)、(2)のうち、いずれか一仕

様とする 

(1)くぎ 

b.材質：ステンレス又は鉄 

c.寸法：φ2.34以上×L38.1以上 

    （下張り側） 

    φ2.45以上×L50.8以上 

（上張り側） 

(2)ねじ 

 b.材質：ステンレス又は鋼 

c.寸法：φ3.8以上×L38以上 

    （下張り側） 

    φ3.8以上×L50以上 

（上張り側） 

d.留付間隔：周辺部、中間部とも 

200以下 

[4] 

a.遮炎性上不利となる(1) 

 

 

b.遮炎性上同等のため一般

的な仕様 

c.保持力の観点から遮炎性

上不利となる最小 

 

 

 

 

 

 

 

 

d.遮炎性上不利となる最大 

 [5]外装側胴縁用 

a.材料：くぎ 

 

 

b.材質：鉄 

c.寸法：φ2.45×L45 

 

 

 

d.留付間隔：500 

[5]外装側胴縁用 

a.材料：(1)、(2)のうち、いずれか一仕

様とする 

(1)くぎ 

b.材質：ステンレス又は鉄 

c.寸法：φ2.45以上×L45以上 

(2)ねじ 

 b.材質：ステンレス又は鋼 

 c.寸法：φ3.1以上×L45以上 

d.留付間隔：500以下 

[5] 

a.遮炎性上不利となる(1) 

 

 

b.遮炎性上同等のため一般

的な仕様 

c.保持力の観点から遮炎性

上不利となる最小 

 

d.遮炎性上不利となる最大 

つづく 

 

（別紙－11）
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２(2)のつづき                                  （寸法単位：mm） 

項 目 試験体仕様 申請仕様 試験体の選定理由 

留付材 
（つづき） 

[6]内装側胴縁用 

無し 

[6]内装側胴縁用（内装側胴縁を用いる場

合） 

a.材料：(1)、(2)のうち、いずれか一仕

様とする 

(1)くぎ 

b.材質：ステンレス又は鉄 

c.寸法：φ2.15以上×L38以上 

(2)ねじ 

 b.材質：ステンレス又は鋼 

 c.寸法：φ3.1以上×L38以上 

d.留付間隔：500以下 

[6] 
内装側胴縁を用いないため
無し 

  

 [7] 隙間調整材用 

a.材料：くぎ 

b.材質：鉄 

c.寸法：φ1.90×L32 

d.留付間隔：300 

[7]隙間調整材用（隙間調整材を使用する

場合） 

a.材料：(1)、(2)のうち、いずれか一仕
様とする 
(1)くぎ 
b.材質：ステンレス又は鉄 
c.寸法 φ1.90以上×L32以上 

(2)ねじ  
b.材質：ステンレス又は鉄 
c.寸法 φ3.5以上×L32以上 

d.留付間隔 300以下 

[7] 

a.遮炎性上不利となる(1) 

 

 

b.遮炎性上同等のため一般

的な仕様 

c.保持力の観点から遮炎性

上不利となる最小 

 

 

d.遮炎性上不利となる最大 

 [8]添木用 
無し 

[8]添木用（添木を使用する場合） 

a.材料：(1)、(2)のうち、いずれか一仕

様とする 

(1)くぎ 

 b.材質：ステンレス又は鉄 

 c.寸法：φ2.75以上×L50以上 

(2)ねじ 

 a.材質：ステンレス又は鋼 

 b.寸法：φ3.8以上×L51以上 

d.留付間隔 300以下 

[8] 
添木を用いないため無し 

  

（別紙－12）
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２．試験方法 

 試験体は、業務方法書の「準耐火性能試験方法」に基づき、表３に示す項目を定めて加熱試験を実施した。 

  表３ 試験方法 

項  目 備  考 

加熱面 屋外面 屋内面からの加熱は、平成12年建設省告示第1358号（準耐火構造の
構造方法を定める件）で一般指定されている、耐力壁である外壁の屋
内側の防火被覆材料と同じ仕様であることから、屋外面と同等以上の
非損傷性及び遮炎性を有するものと判断して、試験を省略した。 

試験体数 ２体 業務方法書に基づく。 

試験に用いた載荷荷重量 25.93kN 業務方法書に基づき算出した。 

加熱時間 45分間 業務方法書に基づく。 

 

３．試験結果 

 加熱試験を実施した結果、試験体は、表４に示す試験結果を得た。 

  表４ 試験結果 

項  目 判  定 
試 験 結 果 

試験体(A) 試験体(B) 

非
損
傷
性 

・最大軸方向収縮
量 

h/100(=30.0)（㎜）以下であるこ
と。 

最高値は、0.4（㎜）であっ
た。 

最高値は、0.3（㎜）であっ
た。 

・最大軸方向収縮
速度 

3h/1,000(=9.00)（㎜／分）以下
であること。 

最高値は、0.11（㎜／分）で
あった。 

最高値は、0.14（㎜／分）で
あった。 

遮熱性 
・試験体の非加熱面温
度上昇 

全測定点の最高値は180（Ｋ）以
下、かつ平均の最高値は140（Ｋ）
以下であること。 

全測定点の最高値は59（Ｋ）、
平均の最高値は24（Ｋ）であ
った。 

全測定点の最高値は60（Ｋ）、
平均の最高値は20（Ｋ）であ
った。 

遮炎性 
・非加熱側（面）の状
況 

10秒を超えて継続する火炎の噴
出がないこと。 

なし。 なし。 

10秒を超えて継続する発炎がな
いこと。 

なし。 なし。 

火炎が通る亀裂等の損傷がない
こと。 

なし。 なし。 

 注）表中、hは表１で規定する試験体の壁高とする。 

 

４．評価結果 

 表４の試験結果は、建築基準法第 2 条第七号の二［外壁（耐力）45 分間準耐火性能］に要求される技術的基準に、

別添の申請内容が適合しているものと評価する。 

 

５．申請者連絡先（敬称略） 

一般社団法人ＪＢＮ・全国工務店協会 

担当者 事業部 島田 浩司 

〒104-0032 東京都中央区八丁堀3-4-10 京橋北見ビル東館６階 

電話 03-5540-6678  FAX 03-5540-6679 

 

（別紙－13）
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建築基準法第２条第七号の二に基づく 

準耐火性能試験成績書（準耐火構造）

性能評価番号 ＨＷＰ第Ｒ０２０１－３２号 

申請者の名称 

及び住所 

一般社団法人 JBN・全国工務店協会 

東京都中央区八丁堀 3-4-10 京橋北見ビル東館６階 

試験実施場所 公益財団法人 日本住宅･木材技術センター 試験研究所 

試

験

体

名 称
セルローズファイバー充てん／塗装木材・構造用合板表張／せっこうボード重

裏張／木製軸組造外壁 

建築物の部分 外壁（耐力） 

材 令 試験体製作後約一週間 

気 乾 密 度 

（g/cm3） 

柱：0.39、間柱：0.35、外装材：0.31、外装下地用構造用面材：0.56、断熱材：

0.06、内装材(上張)：0.67、内装材(下張)：0.67、胴縁：0.35、隙間調整材：

0.34 

含水率 

（％） 

柱：11、間柱：11、外装材：12、外装下地用構造用面材：10、断熱材：12、 

内装材(上張)：1、内装材(下張)：0、胴縁：12、隙間調整材：12 

（内装材 40℃、その他 105℃ 7 日間乾燥） 

試験体の材料及び構成（水平断面詳細図、単位：㎜） 詳細を別図-1～4 に示す。 

柱：スギ集成材[E65-F255]  （断面寸法 105×105） 

間柱：スギ製材 （断面寸法 30×93） 

外装材：スギ製材 （厚さ 15） 

外張断熱材：フェノールフォーム断熱材 （厚さ 30） 

外装下地用構造用面材：構造用合板 （厚さ 12） 
断熱材：セルローズファイバー （密度 55kg/m3 厚さ 105） 
内装材：せっこうボード（重ね張り） （厚さ 下張：12.5 上張：9.5） 

外装側胴縁：スギ製材 （断面寸法 15×45） 

透湿防水シート 

断熱材吹き込みシート （厚さ 0.22×2=0.44） 

防湿気密フィルム：住宅用プラスチック系防湿フィルム （厚さ 0.2×3=0.6） 

隙間調整材：スギ製材 （厚さ 12） 

試

験

方

法

試 験 規 格 
当財団が認める「防耐火性能試験・評価業務方法書」の「準耐火等性

能試験方法」に基づく。 

加 熱 炉 の 熱 源 都市ガス 13A. 46.04655MJ(11,000kcal) 

炉 内 温 度 測 定 位 置 別図-6 に示す。（加熱面から 100 ㎜離れた位置の温度） 

非加熱面温度測定位置 別図-5 に示す。 

載 荷 荷 重 25.93kN（載荷装置を別図-6､載荷荷重量算出根拠を別添１に示す。） 

変 位 測 定 位 置 別図-5 に示す。 

(公財)日本住宅・木材技術センター
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試 
 
 
 
 

験 
 
 
 
 

結 
 
 
 
 

果 

試 験 体 記 号 HWPR02-32(A) HWPR02-32(B) 

試 験 日 令和 2 年 10 月 26 日 令和 2 年 10 月 27 日 

試 験 体 の 大 き さ 幅 3500 ㎜×高さ 3000 ㎜ 幅 3500 ㎜×高さ 3000 ㎜ 

加 熱 面 屋外側 屋外側 

加 熱 時 間 45 分 45 分 

炉 内 温 度 曲 線 別図-7 に示す。 別図-10 に示す。 

遮 

熱 

性 

非 加 熱 面 温 度 曲 線 別図-7 に示す。 別図-10 に示す。 

初 期 温 度 21℃ 23℃ 

非
加
熱
面
温
度 

全測定点の最高値 

【規定値：初期温度+180（℃）】 

80℃（45 分 00 秒） 

【規定値 201℃】※ 

83℃（45 分 00 秒） 

【規定値 203℃】※ 

平 均 の 最 高 値 

【規定値：初期温度+140（℃）】 

45℃（45 分 00 秒） 

【規定値 161℃】※ 

43℃（45 分 00 秒） 

【規定値 163℃】※ 

非 

損 

傷 

性 

軸 方 向 変 位 曲 線 別図-8 に示す。 別図-11 に示す。 

試験体の初期高さ（ｈ） 3000 ㎜ 3000 ㎜ 

最 大 軸 方 向 収 縮 量 

【規定値：h/100（㎜）】 

0.4 ㎜ 

【規定値 30.0 ㎜】※ 

0.3 ㎜ 

【規定値 30.0 ㎜】※ 

最 大軸方向 収縮速度 

【規定値：3h/1000（㎜/分）】 

0.11 ㎜／分 

【規定値 9.00 ㎜／分】※ 

0.14 ㎜／分 

【規定値 9.00 ㎜／分】※ 

遮 

炎 

性 
非加熱側へ 10 秒を超えて 

継続する火炎の噴出の有無 
な  し な  し 

非加熱面で 10 秒を超えて 

継続する発炎の有無 
な  し な  し 

火炎が通る亀裂等の有無 な  し な  し 

備 
 
 
 

考 

・面外方向の最大変位量は、試験体 HWPR02-32(A)では 15.6 ㎜（45 分 00 秒・非加熱側に凸）、試

験体 HWPR02-32(B)では 11.6 ㎜（45 分 00 秒・非加熱側に凸）であった（面外方向変位曲線を、

それぞれ別図-9、12 に示す）。 

・試験の状況を別添２に示す。 

※：規定値は、試験規格の「判定」に基づき決定する。 

  

 

 

 

試験担当者 佐藤 章、木島 裕行、鈴木 愼琴、長谷川 亮輔 

(公財)日本住宅・木材技術センター
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1
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側
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成
図
・
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面
図

(HWP第R0201-32号　試験体図) [単位：mm]

(公財)日本住宅・木材技術センター
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鉛
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細
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図

(HWP第R0201-32号　試験体図) [単位：mm]

(公財)日本住宅・木材技術センター
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装
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図

(HWP第R0201-32号　試験体図) [単位：mm]

(公財)日本住宅・木材技術センター
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別
図
-
4
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下
地
材
・
外
装
材
割
付
図

(HWP第R0201-32号　試験体図) [単位：mm]

(公財)日本住宅・木材技術センター
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別図-5 非加熱面温度・変位測定位置図
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記号

◎ ：炉内圧力測定位置

①～⑪：炉内温度測定位置

単位：mm3
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別図-6 加熱炉・載荷装置図（炉内温度測定位置図）
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平均温度時間面積：

標準温度時間面積：

加熱比率：

別図-7　HWPR02-32(A)　炉内温度・非加熱面温度曲線
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別図-8　HWPR02-32(A)　軸方向変位曲線

別図-9　HWPR02-32(A)　面外方向変位曲線
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平均温度時間面積：
369.3 （×100℃・分）

標準温度時間面積：

別図-10　HWPR02-32(B)　炉内温度・非加熱面温度曲線
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別図-11　HWPR02-32(B)　軸方向変位曲線

別図-12　HWPR02-32(B)　面外方向変位曲線
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別添1

載荷荷重の算出根拠

項　　目 備　　考

l x 10.5 （㎝） 　座屈方向のせい（材厚）

L b 10.5 （㎝） 　材幅

 Ａ 110.25 （㎝
2
） 　断面積

i =l x／3.46 3.035 （㎝） 　断面二次半径（3.46=長方形断面）

l k 300.0 （㎝） 　座屈長さ（材長） 

λ =l k／i 98.9 　細長比

η 0.311 　座屈低減係数

Ｆ c 20.6 （Ｎ/㎜
2
） 　材料強度（すぎ集成材、E65-F255）

7.55 （Ｎ/㎜
2
）

77.02 （㎏f/㎝
2
）

2.352 （Ｎ/㎜
2
）

23.99 （㎏f/㎝
2
）

25.93 （kＮ）

2645 （㎏f）

 Ｍ 1 （本） 　載荷される軸材の本数

25.93 （kＮ）

2645 （㎏f）

Lｆ k（=η ×Lｆ c） 　長期許容座屈応力度

　試験に用いた載荷荷重量は、構造耐力上主要な部分である柱について、平成13年国土
交通省告示第1024号（特殊な許容応力度及び特殊な材料強度を定める件）に基づき、次
の表に示す各式から算出した。

【軸組工法　　試験体高さ：3,000㎜、軸材（柱）：105㎜×105㎜材、1本分】

数値・計算値

Lｆ c 　長期許容圧縮応力度

Ｎ（=Lｆ k ×Ａ） 　柱１本当たりの圧縮力

Ｐ（=Ｎ ×Ｍ） 　載荷荷重量

注）材料強度は、平成13年国土交通省告示第1024号（特殊な許容応力度及び特殊な材料
強度を定める件）に基づく。
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別添 2 

試 験 写 真 記 録 

１．性能評価番号：ＨＷＰ第Ｒ０２０１－３２号 

２．申請者の名称：一般社団法人 JBN・全国工務店協会 

３．名 称：セルローズファイバー充てん／塗装木材・構造用合板表張／せっこうボード重

裏張／木製軸組造外壁 

４．試験実施場所：公益財団法人 日本住宅・木材技術センター 試験研究所 

５．試 験 日：令和 2 年 10 月 26、27 日 

(公財)日本住宅・木材技術センター
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（ＨＷＰ第Ｒ０２０１－３２号 試験写真） 

写真№01 

試験体記号：HWPR02-32(A) 

試験日：令和 2 年 10 月 26 日 

加熱面：屋外側 

加熱前の加熱面の状況 

写真№02 

試験体記号：HWPR02-32(A) 

試験日：令和 2 年 10 月 26 日 

加熱面：屋外側 

加熱開始直後の非加熱面の状

況 

写真№03 

試験体記号：HWPR02-32(A) 

試験日：令和 2 年 10 月 26 日 

加熱面：屋外側 

加熱 15 分後の非加熱面の状況 

(公財)日本住宅・木材技術センター
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（ＨＷＰ第Ｒ０２０１－３２号 試験写真） 

写真№04 

試験体記号：HWPR02-32(A) 

試験日：令和 2 年 10 月 26 日 

加熱面：屋外側 

加熱 30 分後の非加熱面の状況 

写真№05 

試験体記号：HWPR02-32(A) 

試験日：令和 2 年 10 月 26 日 

加熱面：屋外側 

加熱終了時の非加熱面の状況 

（加熱開始から 45 分後） 

写真№06 

試験体記号：HWPR02-32(A) 

試験日：令和 2 年 10 月 26 日 

加熱面：屋外側 

試験終了後の加熱面の状況 

(公財)日本住宅・木材技術センター
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（ＨＷＰ第Ｒ０２０１－３２号 試験写真） 

写真№07 

試験体記号：HWPR02-32(B) 

試験日：令和 2 年 10 月 27 日 

加熱面：屋外側 

加熱前の加熱面の状況 

写真№08 

試験体記号：HWPR02-32(B) 

試験日：令和 2 年 10 月 27 日 

加熱面：屋外側 

加熱開始直後の非加熱面の状

況 

写真№09 

試験体記号：HWPR02-32(B) 

試験日：令和 2 年 10 月 27 日 

加熱面：屋外側 

加熱 15 分後の非加熱面の状況 

(公財)日本住宅・木材技術センター
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（ＨＷＰ第Ｒ０２０１－３２号 試験写真） 

写真№10 

試験体記号：HWPR02-32(B) 

試験日：令和 2 年 10 月 27 日  

加熱面：屋外側 

加熱 30 分後の非加熱面の状況 

写真№11 

試験体記号：HWPR02-32(B) 

試験日：令和 2 年 10 月 27 日 

加熱面：屋外側 

加熱終了時の非加熱面の状況 

（加熱開始から 45 分後） 

写真№12 

試験体記号：HWPR02-32(B) 

試験日：令和 2 年 10 月 27 日 

加熱面：屋外側 

試験終了後の加熱面の状況 

(公財)日本住宅・木材技術センター
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別 添 

 

１．構造名 

(1)人造鉱物繊維断熱材充てん／木材・フェノールフォーム板・構造用面材［木質系ボード、セメント板又は火

山性ガラス質複層板］表張／せっこうボード重裏張／木製軸組造外壁 

(2)人造鉱物繊維断熱材充てん／木材・フェノールフォーム板・構造用面材［木質系ボード、セメント板又は火

山性ガラス質複層板］表張／せっこうボード重・構造用面材［木質系ボード、セメント板又は火山性ガラス

質複層板］裏張／木製軸組造外壁 

(3)木材・フェノールフォーム板・構造用面材［木質系ボード、セメント板又は火山性ガラス質複層板］表張／

せっこうボード重裏張／木製軸組造外壁 

(4)木材・フェノールフォーム板・構造用面材［木質系ボード、セメント板又は火山性ガラス質複層板］表張／

せっこうボード重・構造用面材［木質系ボード、セメント板又は火山性ガラス質複層板］裏張／木製軸組造

外壁 

 

２．寸法及び形状等 

(寸法単位：㎜) 

項 目 仕 様 

壁高 構造計算等によって構造安全性が確かめられた寸法とする 

壁幅 構造計算等によって構造安全性が確かめられた寸法とする  

壁の厚さ 199以上 

柱・間柱間隔 500以下 

 

３．材料構成 

３．１主構成材料 (寸法単位：mm) 

項 目 仕 様 

柱 

(荷重支持部材) 

・材料：(1)～(4)のうち、いずれか一仕様とする 

 (1)平成 12 年建設省告示第 1452 号に規定する構造用製材(日本農林規格（以下、

「JAS」という）） 

 (2)平成13年国土交通省告示第1024号に規定する構造用集成材(JAS) 

 (3)平成13年国土交通省告示第1024号に規定する構造用単板積層材(JAS) 

 (4)平成12年建設省告示第1452号の第五号に規定する無等級材又は第六 

     号に規定する木材 

・断面寸法：105以上×105以上 

・密度：0.38±0.08 g/㎝3以上 

間柱 

(下地材) 

 

 

 

・材料：(1)～(5)のうち、いずれか一仕様とする 

 (1)製材(JAS) 
 (2)集成材(JAS) 
 (3)単板積層材(JAS) 
 (4)枠組壁工法構造用製材又は構造用たて継ぎ材(JAS) 
 (5)平成12年建設省告示第1452号の第五号に規定する無等級材又は第六号 

   に規定する木材 

・断面寸法：30以上×93以上 

つづく 

  

（別添－1）
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３．１主構成材料のつづき (寸法単位：mm) 

項 目 仕 様 

外装材 ・材料：(1)、(2)のうち、いずれか一仕様とする 

(1)製材(JAS) 

(2)平成12 年建設省告示第1452 号の第五号に規定する無等級材又は第六号に規

定する木材 

・品質：造作用製材（JAS）の並・小節・上小節・無節のいずれかの基準に準拠 

・厚さ：15以上 

・働き幅：45±1以上230±3以下 

・密度：0.33±0.08 g/㎝3以上 

・節処理：木材、アクリル樹脂系接着剤、エポキシ樹脂系接着剤の 

     いずれかで隙間のないよう補修する 

・端部納まり：本実、重ね又は突き付け〔目板併用に限る〕（長辺方向）、 

              突き付け（短辺方向） 

  張り方：横張り（本実張り、下見板張り(重ね寸法15mm以上)）又は縦張り（本

実張り、目板併用） 

・各部寸法： 

 

［本実］ 

 

 

 

 

 

 

 ①接触部見込み ②雌実の差込口の見込み ③実長さ 

④実周りの見込み方向の隙間 ⑤実周りの見付け方向の隙間  

⑥面取りの辺の長さ 

 

［下見板・目板併用］ 

 

 

 

・表面塗装 

 (1)〜(8)のうち、いずれか一仕様とする 

 (1)なし 

(2)合成樹脂調合ペイント塗り 

(3)クリヤラッカー塗り 

(4)フタル酸樹脂エナメル塗り 

(5)合成樹脂エマルションペイント塗り 

(6)ウレタン樹脂ワニス塗り 

(7)オイルステイン塗り 

(8)木材保護塗料塗り 

・塗布量 440g/㎡以下（有機固形分136g/㎡以下） 

目板 

（外装材の張り方が縦

張り（目板併用）に限る） 

・材料：外装材と同様 

・断面寸法：9以上×24以上 

つづく 

15以上

③5以上10以下45    以上230    以下

⑤0.5以下

⑤0.5以下

④1以下

④1以下

①4.1  　以上
②4.4　   以上

⑥1.7以下

±0.5

±0.5

±1 ±3

15以上

45    以上230    以下±1 ±3

（別添－2）
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３．１主構成材料のつづき (寸法単位：mm) 

項 目 仕 様 

外張断熱材 ・材料：(1),(2)のうち、いずれか一仕様とする 

 (1)フェノールフォーム保温板(JIS A 9511) 

 (2)フェノールフォーム断熱材(JIS A 9521) 

・構成：(1)の両面に(2)を施したもの 

 (1)基材 

  ・材質：フェノール樹脂 

  ・密度：29±3 kg/m3  

 (2)面材 

  ・仕様：1),2)のうち、いずれか一仕様とする 

   1) 有り 

         ・種類：a)〜c)のうち、いずれか一仕様又はその組み合わせとする 

      a) ポリエステル系不織布 

      b) ポリプロピレン系不織布 

      c) はり合せアルミニウムはく 

    ・使用量又は有機質量（g/m2）（片面あたり）：10±1〜30±3 

   2) 無し 

・形状：平板 

・厚さ：30±3 

外装下地

用構造用

面材 

（構造用

面材） 

 

[1] 〜 [3] 

のうち、い

ずれか一

仕様とす

る 

[1]木質

系 ボ ー

ド  

・材料：(1)〜(5)のうち、いずれか一仕様とする 

 (1)構造用合板(JAS) 

  ・厚さ：12以上 

 (2)構造用パネル(JAS) 

  ・厚さ：12以上 

 (3)パーティクルボード(JIS A 5908) 

  ・厚さ：12以上  

  (4)直交集成板(JAS) 

  ・厚さ：36以上 

  (5)単板積層材(JAS) 

  ・厚さ：21以上 

[2]セメ

ント板 

・材料：(1)〜(3)のうち、いずれか一仕様とする 

 (1)硬質木片セメント板(JIS A 5404) 

  ・厚さ：12以上 

 (2)けい酸カルシウム板(タイプ2)(JIS A 5430) 

  ・厚さ：12 

 (3)スラグせっこう板(JIS A 5430) 

  ・厚さ：12 

[3]火山

性 ガ ラ

ス 質 複

層板 

・材料：火山性ガラス質複層板（JIS A 5440） 

・厚さ：12以上 

つづく  

  

（別添－3）
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３．１主構成材料のつづき (寸法単位：mm) 

項 目 仕 様 

充てん断熱材 

（人造鉱物繊維断熱

材） 

・仕様：(1),(2)のうち、いずれか一仕様とする 

  (1) 無し 

  (2) 有り 

  ・材料：1)、2)のうち、いずれか一仕様とする 

   1)グラスウール  

    ・規格 JIS A 9504、JIS A 9521 

   2)ロックウール 

    ・規格 JIS A 9504、JIS A 9521 

  ・厚さ：50以上 

・密度：10kg/m3以上 

内装下地用

構造用面材 

（構造用面

材） 

 

[1] 〜 [4] 

のうち、い

ずれか一仕

様とする 

 

[1]無し  

[2]木質

系 ボ ー

ド 

・材料 (1)〜(5)のうち、いずれか一仕様とする 

 (1)構造用合板(JAS) 

  ・厚さ：9以上 

 (2)構造用パネル(JAS) 

  ・厚さ：9以上 

 (3)パーティクルボード(JIS A 5908) 

  ・厚さ：9以上 

  (4)直交集成板(JAS) 

  ・厚さ：36以上 

  (5)単板積層材(JAS) 

  ・厚さ：21以上 

[3]セメ

ント板 

・材料：(1)〜(4)のうち、いずれか一仕様とする 

 (1)硬質木片セメント板(JIS A 5404) 

  ・厚さ：12以上 

 (2)パルプセメント板(JIS A 5414) 

  ・厚さ：9 

 (3)けい酸カルシウム板(タイプ2)(JIS A 5430) 

  ・厚さ：9以上 

 (4)スラグせっこう板(JIS A 5430) 

  ・厚さ：9以上 

[4]火山

性 ガ ラ

ス 質 複

層板 

・材料：火山性ガラス質複層板（JIS A 5440） 

・厚さ：12以上 

内装材 

（下張り側、上張り

側） 

・材料：せっこうボード又は強化せっこうボード 

・規格：JIS A 6901 

・厚さ：下張り側9.5以上、上張り側 12.5以上 又は 

    下張り側12.5以上、上張り側9.5以上 

・端部形状：(1)～(3)のうち、いずれか一仕様とする 

 (1)ベベル 

 (2)スクエア 

 (3)テーパ 

 

 

 

 

（別添－4）
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３．２副構成材料 （寸法単位：mm） 

項 目 仕 様 

外装側胴縁 

 

 

・材料：(1)〜(5)のうち、いずれか一仕様とする 

 (1)製材(JAS) 
 (2)集成材(JAS) 
 (3)単板積層材(JAS) 
 (4)枠組壁工法構造用製材又は構造用たて継ぎ材(JAS)  
 (5)平成12年建設省告示第1452号の第五号に規定する無等級材又は第六号 
   に規定する木材 

・断面寸法：15以上×45以上 

・取付け間隔：500以下 

透湿防水シート ・材料：透湿防水シート（JIS A 6111） 

・厚さ：0.3±0.03以下 

気密材 

 

・材料：(1)〜(3)のうち、いずれか一仕様とする 

(1) 無し 

(2) 粘着層付きテープ 

・材質：1)〜8)のうち、いずれか一仕様とする 

 1)ブチルゴム系 

  2)EPDM系 

 3)アクリル系 

  4)アスファルト系 

 5)ポリエチレン系 

  6)ポリエステル系 

 7)ポリプロピレン系 

  8)ポリオレフィン系 

・寸法：厚さ1.0±0.1×幅100以下 

・使用量：122±12 g/m 以下 

・取付位置：屋外側構造用面材の目地部または外張断熱材の目地部 

(3) アルミニウムはく付き粘着テープ 

・材質：1)〜3)のうち、いずれか一仕様とする 

 1)ポリエチレン系 

  2)ポリエステル系 

 3)ポリプロピレン系 

・寸法：厚さ1.0±0.1×幅100以下 

・使用量：122±12 g/m 以下 

  ・取付位置：屋外側構造用面材の目地部または外張断熱材の目地部 

内装側胴縁 ・材料：(1)〜(6)のうち、いずれか一仕様とする 

 (1)無し 
 (2)製材(JAS) 
 (3)集成材(JAS) 
 (4)単板積層材(JAS) 
 (5)枠組壁工法構造用製材又は構造用たて継ぎ材(JAS) 
 (6)平成12年建設省告示第1452号の第五号に規定する無等級材又は第六号 

   に規定する木材 

・断面寸法：9以上×40以上 

・取付け間隔：500以下 

つづく 

（別添－5）
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３．２副構成材料のつづき （寸法単位：mm） 

項 目 仕 様 

防湿気密フィルム ・材料：(1)～(3)のうち、いずれか一仕様とする 

(1)無し 

 (2)防湿気密フィルム① 

 ・材質：1)〜3)のうち、いずれか一仕様とする 

   1)住宅用プラスチック系防湿フィルム(JIS A 6930)  

   2)包装用ポリエチレンフィルム(JIS Z 1702) 

   3)農業用ポリエチレンフィルム(JIS K 6781) 

  (3)防湿気密フィルム② 

 ・材質：1)〜5)のうち、いずれか一仕様またはその組み合わせとする 

   1)ポリビニルアルコール  

   2)ポリアミド 

   3)ポリプロピレン 

   4)エチレン-酢酸ビニル共重合樹脂 

   5)ポリエチレン 

・厚さ：0.6±0.06以下 

隙間調整材 
（内装下地用構造用
面材がなしの場合・内
装下地用構造用面材
を大壁張りとする場
合） 

・材料：(1)〜(7)のうち、いずれか一仕様とする。 

  (1)無し 

 (2)製材 

 (3)集成材 

 (4)単板積層材 

  (5)合板 

  (6)パーティクルボード 

 (7)繊維板 

・厚さ：12以上 

添木 
（内装下地用構造用
面材を真壁張りにす
る場合） 

・材料：(1)〜(4)のうち、いずれか一仕様とする。 

  (1)無し 

 (2)製材 

 (3)集成材 

 (4)単板積層材 

・断面寸法：30以上×30以上 

つづく 
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３．２副構成材料のつづき （寸法単位：mm） 

項 目 仕 様 

留付材 [1]外装材用、目板用 

・材料：(1)、(2)のうち、いずれか一仕様とする 

 (1)くぎ 

  ・材質：ステンレス又は鉄 

  ・寸法：φ2.15以上×L38以上 

 (2)ねじ 

  ・材質：ステンレス又は鋼 

  ・寸法：φ3.8以上×L38以上 

・留付間隔：210以下〔1箇所あたり2本以上〕（外装材用）、300以下（目板用） 

 [2]外張断熱材仮留用 

・材料：(1)〜(4)のうち、いずれか一仕様とする 

(1) 無し 

(2) 粘着層付きテープ 

 ・材質：1)〜8)のうち、いずれか一仕様とする 

 1)ブチルゴム系 

  2)EPDM系 

 3)アクリル系 

  4)アスファルト系 

 5)ポリエチレン系 

  6)ポリエステル系 

 7)ポリプロピレン系 

  8)ポリオレフィン系 

・寸法：厚さ1.0±0.1×幅100以下 

・使用量：138±14 g/m 以下 

  (3)くぎ 

  ・材質：ステンレス又は鉄 

  ・寸法：φ2.45以上×L45以上 

 (4)ねじ 

  ・材質：ステンレス又は鋼 

  ・寸法：φ3.1以上×L45以上 

 [3]外装下地用構造用面材用 

・材料：(1)、(2)のうち、いずれか一仕様とする 

 (1)くぎ 

  ・材質：ステンレス又は鉄 

  ・寸法：φ2.75以上×L50以上 

 (2)ねじ 

  ・材質：ステンレス又は鋼 

  ・寸法：φ3.8以上×L51以上 

・留付間隔：周辺部、中間部とも300以下 

つづく 
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３．２副構成材料のつづき （寸法単位：mm） 

項 目 仕 様 

留付材 

 (つづき) 

[4]内装下地用構造用面材用（内装下地用構造用面材を用いる場合） 

・材料：(1)、(2)のうち、いずれか一仕様とする 

 (1)くぎ 

  ・材質：ステンレス又は鉄 

  ・寸法：φ1.90以上×L32以上 

 (2)ねじ 

  ・材質：ステンレス又は鋼 

  ・寸法：φ3.8以上×L32以上 

・留付間隔：周辺部、中間部とも300以下 

 [5]内装材用 

・材料：(1)、(2)のうち、いずれか一仕様とする 

 (1)くぎ 

  ・材質：ステンレス又は鉄 

  ・寸法：φ2.34以上×L38.1以上（下張り側） 

      φ2.45以上×L50.8以上（上張り側） 

 (2)ねじ 

  ・材質：ステンレス又は鋼 

  ・寸法：φ3.8以上×L38以上（下張り側） 

      φ3.8以上×L50以上（上張り側） 

・留付間隔：周辺部、中間部とも200以下 

 [6]外装側胴縁用 

・材料：ねじ 

・材質：ステンレス又は鋼 

・寸法：φ4.2以上×L75以上 

・留付間隔：500以下 

 [7]内装側胴縁用（内装側胴縁を用いる場合） 

・材料：(1)、(2)のうち、いずれか一仕様とする 

 (1)くぎ 

  ・材質：ステンレス又は鉄 

  ・寸法：φ2.15以上×L38以上 

 (2)ねじ 

  ・材質：ステンレス又は鋼 

  ・寸法：φ3.1以上×L38以上 

・留付間隔：500以下 

つづく 
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３．２副構成材料のつづき （寸法単位：mm） 

項 目 仕 様 

留付材 

 (つづき) 

[8]隙間調整材用（隙間調整材を使用する場合） 

・材料：(1)、(2)のうち、いずれか一仕様とする 
(1)くぎ 
・材質：ステンレス又は鉄 
・寸法 φ1.90以上×L32以上 

(2)ねじ  
・材質：ステンレス又は鉄 
・寸法 φ3.5以上×L32以上 

・留付間隔 300以下 

 [9]添木用（添木を使用する場合） 

・材料：(1)、(2)のうち、いずれか一仕様とする 

 (1)くぎ 

  ・材質：ステンレス又は鉄 

  ・寸法：φ2.75以上×L50以上 

 (2)ねじ 

  ・材質：ステンレス又は鋼 

  ・寸法：φ3.8以上×L51以上 

・留付間隔 300以下 
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４．構造説明図                                  （寸法単位：mm） 

４.１ 内装下地用構造用面材を設けない、構造名(1)の場合 

透視図 

 

 

 

         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①外装材横張り（本実張り） 

  

（別添－10）
報告書-p.130



 

 

�5�0��2��

�/��,&4,8$

�
�
�
0
�

�
�
�
0
�

�
�
�
0
�

�
�
�
0
�

6)'�

���#���*��

�/�.-

�/�.-�#���*��

�/$������

�/$������

3)6((�)

��"+$

'�$�#���*��

'�$
�#���*��

��
�0
�

��
�0
�

��
�0
�

��
�0
�

��	"+$

5%

751!$
�#���*��

%

�/$

 �-�#���*��

                                       （寸法単位：mm） 

透視図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②外装材縦張り（本実張り） 
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                                       （寸法単位：mm） 

透視図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③外装材縦張り（目板併用） 
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透視図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④外装材横張り（下見板張り） 
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外装下地用構造用面材

外装下地用構造用面材用留付材
透湿防水シート

外装側胴縁

外装材

外装側胴縁用留付材

外装材用留付材

外張断熱材仮留用留付材
（有り又はなし）

外張断熱材

柱

防湿気密フィルム(有り又は無し)

間柱
内装側胴縁(有り又は無し)

内装側胴縁用留付材

内装材（上張り側）

内装材（上張り側）用留付材 内装材（下張り側）用留付材内装材（下張り側）

気密材(有り又は無し)

押し縁(有り又は無し)

隙間調整材(有り又は無し)

充てん断熱材

防湿気密フィルム(有り又は無し)

間柱

内装材（下張り側）用留付材

隙間調整材(有り又は無し)

外装下地用構造用面材外装下地用構造用面材用留付材

外張断熱材
透湿防水シート

外装材

押し縁(有り又は無し)

外装材用留付材

外装側胴縁

外装側胴縁用留付材

柱

内装側胴縁用留付材

内装側胴縁(有り又は無し)

内装材（上張り側）

内装材（上張り側）用留付材

外張断熱材仮留用留付材
（有り又はなし）

気密材(有り又は無し)

内装材（下張り側）

充てん断熱材

水平断面図                                       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①外装材横張り（本実張り） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②外装材縦張り（本実張り） 

注）寸法および材料構成は2および3のとおり 
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防湿気密フィルム(有り又は無し)

間柱

内装材（下張り側）用留付材

隙間調整材(有り又は無し)

外装下地用構造用面材外装下地用構造用面材用留付材

外張断熱材
透湿防水シート 外装材

外装側胴縁

外装側胴縁用留付材

目板

目板用留付材

柱

内装側胴縁用留付材

内装側胴縁(有り又は無し)

内装材（上張り側）

内装材（上張り側）用留付材

外装材用留付材

外張断熱材仮留用留付材
（有り又はなし）

気密材(有り又は無し)

内装材（下張り側）

充てん断熱材

防湿気密フィルム(有り又は無し)

間柱

内装材（下張り側）用留付材

隙間調整材(有り又は無し)

外装下地用構造用面材

透湿防水シート

外装側胴縁

外装材

外張断熱材

柱

内装側胴縁用留付材

内装側胴縁(有り又は無し)

内装材（上張り側）

内装材（上張り側）用留付材

外装下地用構造用面材用留付材

外装側胴縁用留付材

外装材用留付材

外張断熱材仮留用留付材
（有り又はなし）

気密材(有り又は無し)

押し縁(有り又は無し)

内装材（下張り側）

充てん断熱材

水平断面図                                       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③外装材縦張り（目板併用） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④外装材横張り（下見板張り） 

 

 

注）寸法および材料構成は2および3のとおり 
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透湿防水シート

外装下地用構造用面材

外装下地用構造用面材用留付材

外装材用留付材

外装側胴縁

外装材

外装側胴縁用留付材

押し縁(有り又は無し)

外張断熱材

内装側胴縁(有り又は無し)

充てん断熱材

柱

防湿気密フィルム
(有り又は無し)

内装側胴縁用留付材

内装材（上張り側）

内装材（下張り側）

内装材（下張り側）用留付材

内装材（上張り側）用留付材

外張断熱材仮留用留付材
（有り又はなし）

気密材(有り又は無し)

透湿防水シート

外装下地用構造用面材

外装下地用構造用面材用留付材

外装材

外装側胴縁用留付材

外装材用留付材

外装側胴縁

柱

防湿気密フィルム
(有り又は無し)

内装側胴縁用留付材
内装側胴縁(有り又は無し)

内装材（上張り側）

内装材（下張り側）

内装材（下張り側）用留付材

内装材（上張り側）用留付材

充てん断熱材

外張断熱材

押し縁(有り又は無し)

外張断熱材仮留用留付材
（有り又はなし）

気密材(有り又は無し)

鉛直断面図                                      

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①外装材横張り（本実張り） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②外装材縦張り（本実張り） 

 

注）寸法および材料構成は2および3のとおり  
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充てん断熱材

柱

防湿気密フィルム
(有り又は無し)

内装側胴縁用留付材
内装側胴縁(有り又は無し)

内装材（下張り側）用留付材

内装材（上張り側）用留付材

内装材（上張り側）

内装材（下張り側）

外装下地用構造用面材用留付材

外装側胴縁用留付材

外装材用留付材

外装側胴縁

目板

目板用留付材

透湿防水シート

外装下地用構造用面材

外装材

外張断熱材

外張断熱材仮留用留付材
（有り又はなし）

気密材(有り又は無し)

鉛直断面図                                      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③外装材縦張り（目板併用） 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④外装材横張り（下見板張り） 

 

 

注）寸法および材料構成は2および3のとおり 

  

透湿防水シート

外装材

外装下地用構造用面材

外装材用留付材

外装下地用構造用面材用留付材

外装側胴縁

押し縁(有り又は無し)

外装側胴縁用留付材

外張断熱材
柱

防湿気密フィルム
(有り又は無し)

内装側胴縁用留付材
内装側胴縁(有り又は無し)

内装材（上張り側）

内装材（下張り側）

内装材（下張り側）用留付材

内装材（上張り側）用留付材

充てん断熱材

気密材(有り又は無し)

外張断熱材仮留用留付材
（有り又はなし）
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                                        （寸法単位：mm） 

４.２ 内装下地用構造用面材（大壁張り）を設ける、構造名(2)の場合 

透視図 

 

 

         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①外装材横張り（本実張り） 
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                                       （寸法単位：mm） 

透視図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②外装材縦張り（本実張り） 
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                                       （寸法単位：mm） 

透視図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③外装材縦張り（目板併用） 
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（別添－20）
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                                       （寸法単位：mm） 

透視図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④外装材横張り（下見板張り） 
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水平断面図                                       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①外装材横張り（本実張り） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②外装材縦張り（本実張り） 

 

注）寸法および材料構成は2および3のとおり 

 

 

防湿気密フィルム(有り又は無し)

間柱

内装材（下張り側）用留付材

隙間調整材(有り又は無し)

柱

内装材（上張り側）

内装材（上張り側）用留付材

内装下地用構造用面材用留付材
内装材（下張り側）

内装側胴縁(有り又は無し)

外装下地用構造用面材

透湿防水シート

外装側胴縁

外装材

外張断熱材

外装下地用構造用面材用留付材

外装側胴縁用留付材

外装材用留付材

押し縁(有り又は無し)

外張断熱材仮留用留付材
（有り又はなし）

気密材(有り又は無し)

内装側胴縁用留付材

内装下地用構造用面材充てん断熱材

外装下地用構造用面材
外装下地用構造用面材用留付材

外張断熱材
透湿防水シート

外装材

押し縁(有り又は無し)
外装側胴縁

外装側胴縁用留付材

外装材用留付材

外張断熱材仮留用留付材
（有り又はなし）

気密材(有り又は無し)

防湿気密フィルム(有り又は無し)

間柱

内装材（下張り側）用留付材

隙間調整材(有り又は無し)

柱

内装材（上張り側）

内装材（上張り側）用留付材

内装下地用構造用面材用留付材
内装材（下張り側）

内装側胴縁(有り又は無し)

内装側胴縁用留付材

内装下地用構造用面材
充てん断熱材

（別添－22）
報告書-p.142



 

 

水平断面図                                       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③外装材縦張り（目板併用） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④外装材横張り（下見板張り） 

 

 

注）寸法および材料構成は2および3のとおり 

 

外装下地用構造用面材外装下地用構造用面材用留付材

外張断熱材
透湿防水シート 外装材

外装側胴縁

外装側胴縁用留付材

目板

目板用留付材

外装材用留付材

外張断熱材仮留用留付材
（有り又はなし）

気密材(有り又は無し)

防湿気密フィルム(有り又は無し)

間柱

内装材（下張り側）用留付材

隙間調整材(有り又は無し)

柱

内装材（上張り側）

内装材（上張り側）用留付材

内装下地用構造用面材用留付材
内装材（下張り側）

内装側胴縁(有り又は無し)

内装側胴縁用留付材

内装下地用構造用面材充てん断熱材

外装下地用構造用面材

透湿防水シート

外装側胴縁

外装材

外張断熱材

外装下地用構造用面材用留付材

外装側胴縁用留付材

外装材用留付材

外張断熱材仮留用留付材
（有り又はなし）

気密材(有り又は無し)

押し縁(有り又は無し)

防湿気密フィルム(有り又は無し)

間柱

内装材（下張り側）用留付材

隙間調整材(有り又は無し)

柱

内装材（上張り側）

内装材（上張り側）用留付材

内装下地用構造用面材用留付材
内装材（下張り側）

内装側胴縁(有り又は無し)

内装側胴縁用留付材

内装下地用構造用面材充てん断熱材

（別添－23）
報告書-p.143



 

 

内装材（上張り側）

内装下地用構造用面材

柱

防湿気密フィルム
(有り又は無し)

内装材（上張り側）用留付材

内装下地用構造用面材用留付材

内装材（下張り側）用留付材

内装材（下張り側）

充てん断熱材
透湿防水シート

外装下地用構造用面材

外装下地用構造用面材用留付材

外装材用留付材

外装側胴縁

外装材

外装側胴縁用留付材

押し縁(有り又は無し)

外張断熱材

外張断熱材仮留用留付材
（有り又はなし）

気密材(有り又は無し)

内装側胴縁用留付材

内装側胴縁（有り又は無し）

透湿防水シート

外装下地用構造用面材

外装下地用構造用面材用留付材

外装材

外装側胴縁用留付材

外装材用留付材

外装側胴縁

外張断熱材

押し縁(有り又は無し)

外張断熱材仮留用留付材
（有り又はなし）

気密材(有り又は無し)

内装材（上張り側）

内装下地用構造用面材

柱

防湿気密フィルム
(有り又は無し)

内装材（上張り側）用留付材

内装下地用構造用面材用留付材

内装材（下張り側）用留付材

内装材（下張り側）

充てん断熱材

内装側胴縁用留付材

内装側胴縁（有り又は無し）

鉛直断面図                                      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①外装材横張り（本実張り） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②外装材縦張り（本実張り） 

 

注）寸法および材料構成は2および3のとおり 

（別添－24）
報告書-p.144



 

 

透湿防水シート

外装材

外装下地用構造用面材

外装材用留付材

外装下地用構造用面材用留付材

外装側胴縁

押し縁(有り又は無し)

外装側胴縁用留付材

外張断熱材

気密材(有り又は無し)

外張断熱材仮留用留付材
（有り又はなし）

内装材（上張り側）

内装下地用構造用面材

柱

防湿気密フィルム
(有り又は無し)

内装材（上張り側）用留付材

内装下地用構造用面材用留付材

内装材（下張り側）用留付材

内装材（下張り側）

充てん断熱材

内装側胴縁用留付材

内装側胴縁（有り又は無し）

鉛直断面図                                      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③外装材縦張り（目板併用） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④外装材横張り（下見板張り） 

 

 

注）寸法および材料構成は2および3のとおり 

 

  

外装下地用構造用面材用留付材

外装側胴縁用留付材

外装材用留付材

外装側胴縁

目板

目板用留付材

透湿防水シート

外装下地用構造用面材

外装材

外張断熱材

外張断熱材仮留用留付材
（有り又はなし）

気密材(有り又は無し)

内装材（上張り側）

内装下地用構造用面材

柱

防湿気密フィルム
(有り又は無し)

内装材（上張り側）用留付材

内装下地用構造用面材用留付材

内装材（下張り側）用留付材

内装材（下張り側）

充てん断熱材

内装側胴縁用留付材

内装側胴縁（有り又は無し）

（別添－25）
報告書-p.145
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                                                    （寸法単位：mm） 

４.３ 内装下地用構造用面材（真壁張り）を設ける、構造名(2)の場合 

透視図 

 

 

         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①外装材横張り（本実張り） 

  

（別添－26）
報告書-p.146
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                                       （寸法単位：mm） 

透視図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②外装材縦張り（本実張り） 

  

（別添－27）
報告書-p.147
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                                       （寸法単位：mm） 

透視図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③外装材縦張り（目板併用） 

  

（別添－28）
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                                       （寸法単位：mm） 

透視図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④外装材横張り（下見板張り） 

  

（別添－29）
報告書-p.149



 

 

防湿気密フィルム(有り又は無し)

間柱

内装材（下張り側）用留付材

柱

外装下地用構造用面材

内装材（上張り側）

内装材（上張り側）用留付材

透湿防水シート

外装側胴縁

外装材

内装下地用構造用面材

外張断熱材

外装下地用構造用面材用留付材

外装側胴縁用留付材

外装材用留付材

押し縁(有り又は無し)

外張断熱材仮留用留付材
（有り又はなし）

気密材(有り又は無し)

内装材（下張り側）

添木

内装下地用構造用面材用留付材添木用留付材

内装側胴縁(有り又は無し) 内装側胴縁用留付材

充てん断熱材

防湿気密フィルム(有り又は無し)

間柱

内装材（下張り側）用留付材

柱

内装材（上張り側）用留付材
内装材（下張り側）

添木

添木用留付材

内装側胴縁(有り又は無し) 内装側胴縁用留付材

内装材（上張り側）

外装下地用構造用面材
外装下地用構造用面材用留付材

外張断熱材
透湿防水シート

外装材

押し縁(有り又は無し)
外装側胴縁

外装側胴縁用留付材

外装材用留付材

外張断熱材仮留用留付材
（有り又はなし）

気密材(有り又は無し)

充てん断熱材 内装下地用構造用面材

内装下地用構造用面材用留付材

水平断面図                                       

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①外装材横張り（本実張り） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②外装材縦張り（本実張り） 

 

注）寸法および材料構成は2および3のとおり 

 

 

（別添－30）
報告書-p.150



 

 

防湿気密フィルム(有り又は無し)

間柱

内装材（下張り側）用留付材

柱

内装材（上張り側）

内装材（上張り側）用留付材
内装材（下張り側）

添木

内装下地用構造用面材用留付材添木用留付材

内装側胴縁(有り又は無し) 内装側胴縁用留付材

外装下地用構造用面材外装下地用構造用面材用留付材

外張断熱材
透湿防水シート 外装材

外装側胴縁

外装側胴縁用留付材

目板

目板用留付材

外装材用留付材

外張断熱材仮留用留付材
（有り又はなし）

気密材(有り又は無し)

内装下地用構造用面材充てん断熱材

水平断面図                                       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③外装材縦張り（目板併用） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④外装材横張り（下見板張り） 

 

 

注）寸法および材料構成は2および3のとおり 

 

外装下地用構造用面材

透湿防水シート

外装側胴縁

外装材

外張断熱材

外装下地用構造用面材用留付材

外装側胴縁用留付材

外装材用留付材

外張断熱材仮留用留付材
（有り又はなし）

気密材(有り又は無し)

押し縁(有り又は無し)

防湿気密フィルム(有り又は無し)

間柱

内装材（下張り側）用留付材

柱

内装材（上張り側）

内装材（上張り側）用留付材

内装下地用構造用面材

内装材（下張り側）

添木

内装下地用構造用面材用留付材添木用留付材

内装側胴縁(有り又は無し) 内装側胴縁用留付材

充てん断熱材

（別添－31）
報告書-p.151



 

 

透湿防水シート

外装下地用構造用面材

外装下地用構造用面材用留付材

外装材用留付材

外装側胴縁

外装材

外装側胴縁用留付材

押し縁(有り又は無し)

外張断熱材

外張断熱材仮留用留付材
（有り又はなし）

気密材(有り又は無し)

添木

内装材（上張り側）

内装下地用構造用面材

柱

防湿気密フィルム
(有り又は無し)

内装材（上張り側）用留付材

内装下地用構造用面材用留付材

内装材（下張り側）用留付材

内装材（下張り側）

充てん断熱材

内装側胴縁用留付材

内装側胴縁（有り又は無し）

透湿防水シート

外装下地用構造用面材

外装下地用構造用面材用留付材

外装材

外装側胴縁用留付材

外装材用留付材

外装側胴縁

外張断熱材
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①外装材横張り（本実張り） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②外装材縦張り（本実張り） 

 

注）寸法および材料構成は2および3のとおり 

（別添－32）
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③外装材縦張り（目板併用） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④外装材横張り（下見板張り） 

 

 

注）寸法および材料構成は2および3のとおり 
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                                       （寸法単位：mm） 

４.４ 内装下地用構造用面材を設けない、構造名(3)の場合 

透視図 

 

 

 

         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①外装材横張り（本実張り） 

  

（別添－34）
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透視図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②外装材縦張り（本実張り） 

  

（別添－35）
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透視図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③外装材縦張り（目板併用） 

  

（別添－36）
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透視図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④外装材横張り（下見板張り） 

 

  

（別添－37）
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①外装材横張り（本実張り） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②外装材縦張り（本実張り） 

 

注）寸法および材料構成は2および3のとおり 
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③外装材縦張り（目板併用） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④外装材横張り（下見板張り） 

 

 

注）寸法および材料構成は2および3のとおり 
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①外装材横張り（本実張り） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②外装材縦張り（本実張り） 

 

注）寸法および材料構成は2および3のとおり  

（別添－40）
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③外装材縦張り（目板併用） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④外装材横張り（下見板張り） 

 

 

注）寸法および材料構成は2および3のとおり 

  

（別添－41）
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                                        （寸法単位：mm） 

４.５ 内装下地用構造用面材（大壁張り）を設ける、構造名(4)の場合 

透視図 

 

 

         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①外装材横張り（本実張り） 
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（別添－42）
報告書-p.162
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透視図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②外装材縦張り（本実張り） 
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（別添－43）
報告書-p.163
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透視図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③外装材縦張り（目板併用） 

  

�0��,&5,9#

�0#

-$

�0�/.

4)7(���

��!+#

'�#�"���*��

���1��3��

�0��,&5,9#

7)'�

���"���*��

�0#������

�0#������

'�#
�"���*��

��
��
�

��
��
�

��
��
�

��
��
�

��	!+#

6%

%

862 #
�"���*��

�
�
�
�
�

�
�
�
�
�

�
�
�
�
�

�
�
�
�
�

�0�/.�"���*��

（別添－44）
報告書-p.164



 

 

                                       （寸法単位：mm） 

透視図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④外装材横張り（下見板張り） 

  

�/��,&4,8$

�/$

 �-�#���*��

�/�.-

3)6(���

��"+$

'�$�#���*��

���0��2��

�/��,&4,8$

6)'�

���#���*��

�/$������

�/$������

'�$
�#���*��

��
��
�

��
��
�

��
��
�

��
��
�

��	"+$

5%

%

751!$
�#���*��

�
�
�
�
�

�
�
�
�
�

�
�
�
�
�

�
�
�
�
�

�/�.-�#���*��

（別添－45）
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①外装材横張り（本実張り） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②外装材縦張り（本実張り） 

 

注）寸法および材料構成は2および3のとおり 
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外張断熱材仮留用留付材
（有り又はなし）

気密材(有り又は無し)

防湿気密フィルム(有り又は無し)

間柱

内装材（下張り側）用留付材

隙間調整材(有り又は無し)

柱

内装材（上張り側）

内装材（上張り側）用留付材

内装下地用構造用面材用留付材
内装材（下張り側）

内装側胴縁(有り又は無し)

内装側胴縁用留付材

内装下地用構造用面材

（別添－46）
報告書-p.166



 

 

水平断面図                                       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③外装材縦張り（目板併用） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④外装材横張り（下見板張り） 

 

 

注）寸法および材料構成は2および3のとおり 

 

外装下地用構造用面材外装下地用構造用面材用留付材

外張断熱材
透湿防水シート 外装材

外装側胴縁

外装側胴縁用留付材

目板

目板用留付材

外装材用留付材

外張断熱材仮留用留付材
（有り又はなし）

気密材(有り又は無し)

防湿気密フィルム(有り又は無し)

間柱

内装材（下張り側）用留付材

隙間調整材(有り又は無し)

柱

内装材（上張り側）

内装材（上張り側）用留付材

内装下地用構造用面材用留付材
内装材（下張り側）

内装側胴縁(有り又は無し)

内装側胴縁用留付材

内装下地用構造用面材

外装下地用構造用面材

透湿防水シート

外装側胴縁

外装材

外張断熱材

外装下地用構造用面材用留付材

外装側胴縁用留付材

外装材用留付材

外張断熱材仮留用留付材
（有り又はなし）

気密材(有り又は無し)

押し縁(有り又は無し)

防湿気密フィルム(有り又は無し)

間柱

内装材（下張り側）用留付材

隙間調整材(有り又は無し)

柱

内装材（上張り側）

内装材（上張り側）用留付材

内装下地用構造用面材用留付材
内装材（下張り側）

内装側胴縁(有り又は無し)

内装側胴縁用留付材

内装下地用構造用面材

（別添－47）
報告書-p.167



 

 

内装材（上張り側）

内装下地用構造用面材

柱

防湿気密フィルム
(有り又は無し)

内装材（上張り側）用留付材

内装下地用構造用面材用留付材

内装材（下張り側）用留付材

内装材（下張り側）

透湿防水シート

外装下地用構造用面材

外装下地用構造用面材用留付材

外装材用留付材

外装側胴縁

外装材

外装側胴縁用留付材

押し縁(有り又は無し)

外張断熱材

外張断熱材仮留用留付材
（有り又はなし）

気密材(有り又は無し)

内装側胴縁用留付材

内装側胴縁（有り又は無し）

透湿防水シート

外装下地用構造用面材

外装下地用構造用面材用留付材

外装材

外装側胴縁用留付材

外装材用留付材

外装側胴縁

外張断熱材

押し縁(有り又は無し)

外張断熱材仮留用留付材
（有り又はなし）

気密材(有り又は無し)

内装材（上張り側）

内装下地用構造用面材

柱

防湿気密フィルム
(有り又は無し)

内装材（上張り側）用留付材

内装下地用構造用面材用留付材

内装材（下張り側）用留付材

内装材（下張り側）

内装側胴縁用留付材

内装側胴縁（有り又は無し）

鉛直断面図                                      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①外装材横張り（本実張り） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②外装材縦張り（本実張り） 

 

注）寸法および材料構成は2および3のとおり 

（別添－48）
報告書-p.168



 

 

外装下地用構造用面材用留付材

外装側胴縁用留付材

外装材用留付材

外装側胴縁

目板

目板用留付材

透湿防水シート

外装下地用構造用面材

外装材

外張断熱材

外張断熱材仮留用留付材
（有り又はなし）

気密材(有り又は無し)

内装材（上張り側）

内装下地用構造用面材

柱

防湿気密フィルム
(有り又は無し)

内装材（上張り側）用留付材

内装下地用構造用面材用留付材

内装材（下張り側）用留付材

内装材（下張り側）

内装側胴縁用留付材

内装側胴縁（有り又は無し）

透湿防水シート

外装材

外装下地用構造用面材

外装材用留付材

外装下地用構造用面材用留付材

外装側胴縁

押し縁(有り又は無し)

外装側胴縁用留付材

外張断熱材

気密材(有り又は無し)

外張断熱材仮留用留付材
（有り又はなし）

内装材（上張り側）

内装下地用構造用面材

柱

防湿気密フィルム
(有り又は無し)

内装材（上張り側）用留付材

内装下地用構造用面材用留付材

内装材（下張り側）用留付材

内装材（下張り側）

内装側胴縁用留付材

内装側胴縁（有り又は無し）

鉛直断面図                                      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③外装材縦張り（目板併用） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④外装材横張り（下見板張り） 

 

 

注）寸法および材料構成は2および3のとおり（寸法単位：mm） 

  

（別添－49）
報告書-p.169
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                                       （寸法単位：mm） 

４.６ 内装下地用構造用面材（真壁張り）を設ける、構造名(4)の場合 

透視図 

 

 

         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①外装材横張り（本実張り） 

  

（別添－50）
報告書-p.170
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                                       （寸法単位：mm） 

透視図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②外装材縦張り（本実張り） 

  

（別添－51）
報告書-p.171
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透視図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③外装材縦張り（目板併用） 

  

（別添－52）
報告書-p.172
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透視図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④外装材横張り（下見板張り） 

  

（別添－53）
報告書-p.173



 

 

防湿気密フィルム(有り又は無し)

間柱

内装材（下張り側）用留付材

柱

外装下地用構造用面材

内装材（上張り側）

内装材（上張り側）用留付材

透湿防水シート

外装側胴縁

外装材

内装下地用構造用面材

外張断熱材

外装下地用構造用面材用留付材

外装側胴縁用留付材

外装材用留付材

押し縁(有り又は無し)

外張断熱材仮留用留付材
（有り又はなし）

気密材(有り又は無し)

内装材（下張り側）

添木

内装下地用構造用面材用留付材添木用留付材

内装側胴縁(有り又は無し) 内装側胴縁用留付材

防湿気密フィルム(有り又は無し)

間柱

内装材（下張り側）用留付材

柱

内装材（上張り側）用留付材
内装材（下張り側）

添木

添木用留付材

内装側胴縁(有り又は無し) 内装側胴縁用留付材

外装下地用構造用面材
外装下地用構造用面材用留付材

外張断熱材
透湿防水シート

外装材

押し縁(有り又は無し)外装側胴縁

外装側胴縁用留付材

外装材用留付材

外張断熱材仮留用留付材
（有り又はなし）

気密材(有り又は無し)

内装下地用構造用面材

内装下地用構造用面材用留付材

内装材（上張り側）

水平断面図                                       

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①外装材横張り（本実張り） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②外装材縦張り（本実張り） 

 

注）寸法および材料構成は2および3のとおり 

 

 

 

（別添－54）
報告書-p.174



 

 

防湿気密フィルム(有り又は無し)

間柱

内装材（下張り側）用留付材

柱

内装材（上張り側）

内装材（上張り側）用留付材
内装材（下張り側）

添木

内装下地用構造用面材用留付材添木用留付材

内装側胴縁(有り又は無し) 内装側胴縁用留付材

外装下地用構造用面材外装下地用構造用面材用留付材

外張断熱材
透湿防水シート 外装材

外装側胴縁

外装側胴縁用留付材

目板

目板用留付材

外装材用留付材

外張断熱材仮留用留付材
（有り又はなし）

気密材(有り又は無し)

内装下地用構造用面材

水平断面図                                       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③外装材縦張り（目板併用） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④外装材横張り（下見板張り） 

 

 

注）寸法および材料構成は2および3のとおり 

 

外装下地用構造用面材

透湿防水シート

外装側胴縁

外装材

外張断熱材

外装下地用構造用面材用留付材

外装側胴縁用留付材

外装材用留付材

外張断熱材仮留用留付材
（有り又はなし）

気密材(有り又は無し)

押し縁(有り又は無し)

防湿気密フィルム(有り又は無し)

間柱

内装材（下張り側）用留付材

柱

内装材（上張り側）

内装材（上張り側）用留付材

内装下地用構造用面材

内装材（下張り側）

添木

内装下地用構造用面材用留付材添木用留付材

内装側胴縁(有り又は無し) 内装側胴縁用留付材

（別添－55）
報告書-p.175



 

 

透湿防水シート

外装下地用構造用面材

外装下地用構造用面材用留付材

外装材用留付材

外装側胴縁

外装材

外装側胴縁用留付材

押し縁(有り又は無し)

外張断熱材

外張断熱材仮留用留付材
（有り又はなし）

気密材(有り又は無し)

添木

内装材（上張り側）

内装下地用構造用面材

柱

防湿気密フィルム
(有り又は無し)

内装材（上張り側）用留付材

内装下地用構造用面材用留付材

内装材（下張り側）用留付材

内装材（下張り側）

内装側胴縁用留付材

内装側胴縁（有り又は無し）

透湿防水シート

外装下地用構造用面材

外装下地用構造用面材用留付材

外装材

外装側胴縁用留付材

外装材用留付材

外装側胴縁

外張断熱材

押し縁(有り又は無し)

外張断熱材仮留用留付材
（有り又はなし）

気密材(有り又は無し)
添木

内装材（上張り側）

内装下地用構造用面材

柱

防湿気密フィルム
(有り又は無し)

内装材（上張り側）用留付材

内装下地用構造用面材用留付材

内装材（下張り側）用留付材

内装材（下張り側）

内装側胴縁用留付材

内装側胴縁（有り又は無し）

鉛直断面図                                      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①外装材横張り（本実張り） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②外装材縦張り（本実張り） 

 

注）寸法および材料構成は2および3のとおり 

（別添－56）
報告書-p.176



 

 

外装下地用構造用面材用留付材

外装側胴縁用留付材

外装材用留付材

外装側胴縁

目板

目板用留付材

透湿防水シート

外装下地用構造用面材

外装材

外張断熱材

外張断熱材仮留用留付材
（有り又はなし）

気密材(有り又は無し)
添木

内装材（上張り側）

内装下地用構造用面材

柱

防湿気密フィルム
(有り又は無し)

内装材（上張り側）用留付材

内装下地用構造用面材用留付材

内装材（下張り側）用留付材

内装材（下張り側）

内装側胴縁用留付材

内装側胴縁（有り又は無し）

透湿防水シート

外装材

外装下地用構造用面材

外装材用留付材

外装下地用構造用面材用留付材

外装側胴縁

押し縁(有り又は無し)

外装側胴縁用留付材

外張断熱材

気密材(有り又は無し)

外張断熱材仮留用留付材
（有り又はなし）

添木

内装材（上張り側）

内装下地用構造用面材

柱

防湿気密フィルム
(有り又は無し)

内装材（上張り側）用留付材

内装下地用構造用面材用留付材

内装材（下張り側）用留付材

内装材（下張り側）

内装側胴縁用留付材

内装側胴縁（有り又は無し）

鉛直断面図                                      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③外装材縦張り（目板併用） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④外装材横張り（下見板張り） 

 

 

注）寸法および材料構成は2および3のとおり 

 

  

（別添－57）
報告書-p.177



 

 

５．施工方法等 

＜施工図＞ 

 ４．構造説明図に一例を示す。 

 

＜施工手順＞ 

【1】構造躯体の施工 

(1)柱・間柱を土台の上に500㎜間隔以下で組み立てる。必要に応じて筋交いを設ける。柱・間柱の内装材側に

段差がある場合は必要に応じて隙間調整材を取付ける。 

 

【2】外装側の施工 

(1)外装下地用構造用面材の取り付け 

外装下地用構造用面材を柱・間柱・土台・梁等の屋外側に配置する。その際、目地は柱・間柱・土台・梁

等の位置に設ける。外装下地用構造用面材は、外装下地用構造用面材用留付材で周辺部、中間部とも300㎜

以下の間隔で留め付ける。目地には必要に応じて気密材を貼り付ける。 

(2)外張断熱材の取り付け 

外張断熱材を、外張断熱材用留付材で隅部及び必要に応じて中間部を留め付ける。また目地部は必要に応

じて外張断熱材用テープを貼り付ける。 

(3)透湿防水シートの取り付け 

透湿防水シートを、ステープル等で外張断熱材に対して仮留めする。透湿防水シートの重ね寸法は 100mm

以上とする。 

(4)外装側胴縁の取り付け 

(4)-1 外装材が横張り（本実張り、下見板張り）の場合 

 外装側胴縁は、柱・間柱等に沿って配置し、外装側胴縁用留付材で留め付ける。その際、留め付け間隔

は500mm以下とする。 

(4)-2 外装材が縦張り（本実張り、目板併用）の場合 

 外装側胴縁は、500 ㎜以下の間隔で水平に配置し、各柱・間柱等に当たるように外装側胴縁用留付材で

留め付ける。 

(5)外装材の取り付け 

(5)-1 外装材が横張り（本実張り）の場合 

外装材を外装側胴縁に取り付ける。外装材は、外装材用留付材で外装材の雄実部分から斜め打ちもしく

は脳天打ちで留め付ける。その際、留め付け本数は1箇所あたり2本以上とし、各外装側胴縁に当たるよ

うに施工する。また、外装材の縦目地は、外装側胴縁等の位置に設ける。 

(5)-2 外装材が縦張り（本実張り）の場合 

外装材を外装側胴縁に取り付ける。外装材は、外装材用留付材で外装材の雄実部分から斜め打ちもしく

は脳天打ちで留め付ける。その際、留め付け本数は1箇所あたり2本以上とし、各外装側胴縁に当たるよ

うに施工する。また、外装材に横目地を設ける場合は、外装側胴縁等の位置に設ける。 

(5)-3 外装材が縦張り（目板併用）の場合 

外装材を外装側胴縁に取り付ける。外装材は、外装材用留付材により脳天打ちで留め付ける。その際、

留め付け本数は1箇所あたり2本以上とし、各外装側胴縁に当たるように施工する。また、外装材に横目

地を設ける場合は、外装側胴縁等の位置に設ける。 

さらに、外装材の縦目地に必ず目板を取り付け、目板用留付材で留め付ける。 

(5)-4外装材が横張り（下見板張り）の場合 

外装材を外装側胴縁に取り付ける。外装材は、直上に配する外装材と重ねながら、外装材用留付材によ

る脳天打ちで留め付ける。その際、留め付け本数は1箇所あたり2本以上とし、各外装側胴縁に当たるよ

うに施工する。また、外装材の縦目地は、外装側胴縁等の位置に設ける。 

(6)押し縁の取り付け 

 外装材の取り付けが(5)-1,2,4 の場合は、必要に応じて、外装材の縦目地もしくは外装側胴縁などの位置

に押し縁（材質：木又は木質系）を設ける。 

 

  

（別添－58）
報告書-p.178



 

 

【3】内装側の施工 

①内装下地用構造用面材を設けない、構造名(1),(3)の場合 

(1)充てん断熱材の取り付け 

断熱材を柱・間柱間に充てんする。 

(2)防湿気密フィルムの取り付け 

防湿気密フィルムを使用する場合は、ステープル等で柱、間柱に対して仮留めする。防湿気密フィルムの

重ね寸法は100mm以上とする。 

(3)内装材の取り付け  

(3)-1内装側胴縁を設けない場合  

内装材（下張り側）は、内装材用留付材（下張り側）で各柱・間柱に対して周辺部、中間部とも200㎜

以下の間隔で留め付ける。その際、内装材（下張り側）の縦目地は、各柱・間柱の位置に設ける。その後、

内装材（上張り側）を内装材（下張り側）の目地とは揃わないように重ねて取り付け、内装材用留付材（上

張り側）で周辺部、中間部とも200㎜以下の間隔で留め付ける。 

 (3)-2内装側胴縁を設ける場合 

内装側胴縁は、500 ㎜以下の間隔で水平に、並びに内装材の縦目地の裏や必要に応じ一般部に配置し、

各柱・間柱に当たるように内装側胴縁用留付材で留め付ける。 

内装材（下張り側）は、内装材用留付材（下張り側）で内装側胴縁に対して周辺部、中間部とも200㎜

以下の間隔で留め付ける。その際、内装材（下張り側）の目地は、内装側胴縁の位置に設ける。その後、

内装材（上張り側）を内装材（下張り側）の目地とは揃わないように重ねて取り付け、内装材用留付材（上

張り側）で周辺部、中間部とも200㎜以下の間隔で留め付ける。 

 

②内装下地用構造用面材を設ける、構造名(2),(4)の場合 

 (1) 充てん断熱材の取り付け 

断熱材を柱・間柱間に充てんする。 

(2)防湿気密フィルムの取り付け 

防湿気密フィルムを使用する場合は、ステープル等で柱、間柱に対して仮留めする。防湿気密フィルムの

重ね寸法は100mm以上とする。 

(3)内装下地用構造用面材の取り付け 

大壁張りの場合は、内装下地用構造用面材は、内装下地用構造用面材用留付材で周辺部、中間部とも 300

㎜以下の間隔で留め付ける。その際、縦目地は柱・間柱等の位置に設ける。 

真壁張りの場合は、添木を添木用留付材で柱に設ける。その後、内装下地用構造用面材を、内装下地用構

造用面材用留付材で周辺部、中間部とも300㎜以下の間隔で留め付ける。その際、縦目地は添木・間柱等の

位置に設ける。 

(4)内装材の取り付け 

(4)-1内装側胴縁を設けない場合  

内装材（下張り側）は、内装材用留付材（下張り側）で周辺部、中間部とも200㎜以下の間隔で留め付

ける。その際、内装材（下張り側）の縦目地は、柱・間柱等の位置に設ける。その後、内装材（上張り側）

を内装材（下張り側）の目地とは揃わないように重ねて取り付け、内装材用留付材（上張り側）で周辺部、

中間部とも200㎜以下の間隔で留め付ける。 

  (4)-2内装側胴縁を設ける場合 

内装側胴縁は、500 ㎜以下の間隔で水平に、並びに内装材の縦目地の裏や必要に応じ一般部に配置し、

各柱・間柱に当たるように内装側胴縁用留付材で留め付ける。 

内装材（下張り側）は、内装材用留付材（下張り側）で周辺部、中間部とも200㎜以下の間隔で留め付

ける。その際、内装材（下張り側）の縦目地は、柱・間柱等の位置に設ける。その後、内装材（上張り側）

を内装材（下張り側）の目地とは揃わないように重ねて取り付け、内装材用留付材（上張り側）で周辺部、

中間部とも200㎜以下の間隔で留め付ける。 
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別紙 

１．試験体の選定 

試験体は、当財団が認める「防耐火性能試験・評価業務方法書」（以下、「業務方法書」という。）に基づき、

別添の申請内容と照らし合わせて、非損傷性、遮熱性及び遮炎性が最も低いと考えられる、試験体の寸法等及び

材料構成を選定した（表１及び表２参照）。 

 

表１ 寸法及び形状等の試験体仕様、申請仕様  (寸法単位：㎜) 

項 目 試験体仕様 申請仕様 試験体の選定理由 

構造名 

塗装木材・フェノールフ

ォーム断熱材・構造用合

板表張／せっこうボー

ド重裏張／木製軸組造

外壁 

(1)人造鉱物繊維断熱材充てん／木

材・フェノールフォーム板・構造

用面材［木質系ボード、セメント

板又は火山性ガラス質複層板］表

張／せっこうボード重裏張／木製

軸組造外壁 

(2)人造鉱物繊維断熱材充てん／木

材・フェノールフォーム板・構造

用面材［木質系ボード、セメント

板又は火山性ガラス質複層板］表

張／せっこうボード重・構造用面

材［木質系ボード、セメント板又

は火山性ガラス質複層板］裏張／

木製軸組造外壁 

(3)木材・フェノールフォーム板・構

造用面材［木質系ボード、セメン

ト板又は火山性ガラス質複層板］

表張／せっこうボード重裏張／木

製軸組造外壁 

(4)木材・フェノールフォーム板・構

造用面材［木質系ボード、セメン

ト板又は火山性ガラス質複層板］

表張／せっこうボード重・構造用

面材［木質系ボード、セメント板

又は火山性ガラス質複層板］裏張

／木製軸組造外壁 

業務方法書に基づき、(3)とし

た。 

壁高 3000 
構造計算等によって構造安全性が確

かめられた寸法とする 業務方法書に基づき、3m 以上の

試験が可能な寸法 
壁幅 3500 

構造計算等によって構造安全性が確

かめられた寸法とする 

壁の厚さ 199 199以上 
遮熱性上不利となる各主構成材

料の最小見込み寸法の和 

柱・間柱間

隔 
500 500以下 非損傷性上不利となる最大 
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表２(1)  主構成材料の試験体仕様、申請仕様 （寸法単位：mm） 

項 目 試験体仕様 申請仕様 試験体の選定理由 

柱 
(荷重支持部
材) 

a.材料： 
 
同一等級構成構造用集
成材（スギ）〔等級：
E65-F255〕 
【含水率：11%（平均）】 
使用環境Cのもの 
 
 
 
 
 
 
b.断面寸法： 

105×105 
c.密度： 
   0.39g/㎝3（平均） 

a.材料：(1)～(4)のうち、いずれか一
仕様とする 
(1)平成12年建設省告示第1452号に
規定する構造用製材(日本農林規格
（以下、「JAS」という)） 

(2)平成 13 年国土交通省告示第 1024
号に規定する構造用集成材(JAS) 

(3)平成 13 年国土交通省告示第 1024
号に規定する構造用単板積層材
(JAS) 

(4)平成12年建設省告示第1452号の
第五号に規定する無等級材又は第
六号に規定する木材 

b.断面寸法：105以上×105以上 
 
c.密度：0.38±0.08 g/㎝3以上 
 

a.建築材料として使用される材
料のうち、非損傷性上不利とな
る比較的密度の低いスギのう
ち、柱として乾燥材を得やすい
(2) 
 
 

 
 
 
 
 
 
b.非損傷性上不利となる最小 
 
c.非損傷性上不利となる最小の
管理範囲内 

間柱 
（下地材） 
 

a.材料： 
 
スギ製材（無等級材） 
【含水率：12 %（平均）】 
 
 
 
 
 
 
b.断面寸法： 
            30×93 

a.材料：(1)～(5)のうち、いずれか一
仕様とする 
(1)製材(JAS) 
(2)集成材(JAS) 
(3)単板積層材(JAS) 
(4)枠組壁工法構造用製材又は構造用
たて継ぎ材(JAS) 

(5)平成12年建設省告示第1452号の
第五号に規定する無等級材又は第
六号に規定する木材 

b.断面寸法：30以上×93以上   

a.建築材料として使用される材
料のうち、遮熱性及び遮炎性上
不利となる比較的密度の低いス
ギのうち、間柱として乾燥材を
得やすい(5) 
 
 
 
 
 
b.遮熱性及び遮炎性上不利とな
る最小 

     つづく 
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表２(1)のつづき （寸法単位：mm） 

項 目 試験体仕様 申請仕様 試験体の選定理由 

外装材 a.材料： 

 

 

スギ製材（無等級材） 

【含水率：10%（平均）】 

b.品質：造作用製材（JAS）の並

の基準に準拠 

 

c.厚さ：15 

 

d.働き幅：230 

 

e.密度：0.27g/㎝3（平均） 

 

f.節処理：木材、アクリル樹脂

系接着剤、エポキシ樹脂系接着

剤で隙間のないよう補修した 

g.端部納まり：本実（長辺方向）、

突き付け（短辺方向） 

張り方：横張り（本実張り） 

 

 

h.各部寸法： 

[本実] 

a.材料：(1)、(2)のうち、いずれか一

仕様とする 

(1)製材(JAS) 

(2)平成12年建設省告示第1452号の

第五号に規定する無等級材又は第

六号に規定する木材 

 

b.品質：造作用製材（JAS）の並・小

節・上小節・無節のいずれかの基準に

準拠 

c.厚さ：15以上 

 

d.働き幅：45±1以上230±3以下 

 

e.密度：0.33±0.08 g/㎝3以上 

 

f.節処理：木材、アクリル樹脂系接着

剤、エポキシ樹脂系接着剤のいずれか

で隙間のないよう補修する 

g.端部納まり：本実、重ね又は突き付

け〔目板併用に限る〕（長辺方向）、

突き付け（短辺方向） 

張り方：横張り（本実張り、下見板

張り(重ね寸法15mm 以上)）又は縦

張り（本実張り、目板併用） 

h.各部寸法： 

[本実] 

a.建築材料として使用

される材料のうち、遮熱

性上不利となる比較的

密度の低いスギとし、外

装材として乾燥材を得

やすい(2) 

 

b.節等の欠点が最も多

いことで遮炎性上不利

となる並 

c.遮熱性上不利となる

最小 

d.留付材の間隔に応じ

遮熱性上不利となる最

大の管理範囲内 

e.遮熱性上不利となる

最小の管理範囲内 

f.節の状況に応じた処

理 

g.端部納まりのうち、長

辺方向は遮熱性上不利

となる本実、張り方は業

務方法書に基づき横張

り（本実張り） 

h.遮熱性上不利となる

①接触部見込み最小の

管理範囲内、②雌実の差

込口の見込み最小の管

理範囲内、③実長さ最

小、④実周りの見込み方

向の隙間最大、⑤実周り

の見付け方向の隙間最

大、⑥面取りの辺の長さ

最大 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

①接触部見込み 

②雌実の差込口の見込み 

③実長さ 

④実周りの見込み方向の隙間 

⑤実周りの見付け方向の隙間 

⑥面取りの辺の長さ 

 

①接触部見込み 

②雌実の差込口の見込み 

③実長さ 

④実周りの見込み方向の隙間 

⑤実周りの見付け方向の隙間  

⑥面取りの辺の長さ 
 
[下見板・目板併用] 

 

つづく

15以上

45    以上230    以下±1 ±3

15以上

③5以上10以下45    以上230    以下

⑤0.5以下

⑤0.5以下

④1以下

④1以下

①4.1  　以上
②4.4　   以上

⑥1.7以下

±0.5

±0.5

±1 ±3

15

③5230

⑤0.5

⑤0.5

④1

④1

①4.1
②4.4

⑥1.7
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表２(1)のつづき （寸法単位：mm） 

項 目 試験体仕様 申請仕様 試験体の選定理由 

外装材 

（つづき） 

i.表面塗装 

 

 

(2)合成樹脂調合ペイン

ト塗り 

 

 

 

 

 

j.塗布量：440g/㎡ 
（有機固形分136g/㎡） 

i.表面塗装 (1)〜(8)のうち、いずれか

一仕様とする 

(1)なし 

(2)合成樹脂調合ペイント塗り 

(3)クリヤラッカー塗り 

(4)フタル酸樹脂エナメル塗り 

(5)合成樹脂エマルションペイント塗り 

(6)ウレタン樹脂ワニス塗り 

(7)オイルステイン塗り 

(8)木材保護塗料塗り 

j.塗布量：440g/㎡以下 

（有機固形分136g/㎡以下） 

i.遮熱性上最も不利とな

る有機固形分が最大のも

ののうち、入手が容易な

(2) 

 

 

 

 

 

 

j.遮熱性上不利となる最

大 

目板 

（外装材

の張り方

が縦張り

（目板併

用）に限

る） 

無し ・材料：外装材と同様 

・断面寸法：9以上×24以上 

外装材の張り方を横張り

（本実張り）としたため 

外張断熱

材 

a.材料 

(2)フェノールフォーム

断熱材(JIS A 9521) 

 

 

b.構成：(1)の両面に(2)

を施したもの 

(1)基材 

 c.材質：フェノール樹脂 

 d.密度：29 kg/m3  

(2)面材 

 e.仕様 

  1) 有り 

       f.種類 

    

 

a) ポリエステル系不織布 

g.使用量又は有機質量

（g/m2）（片面あたり）：30 

 

h.形状：平板 

i.厚さ：30 

a.材料：(1),(2)のうち、いずれか一仕様  

とする 

(1)フェノールフォーム保温板 

   (JIS A 9511) 

(2)フェノールフォーム断熱材 

   (JIS A 9521) 

b.構成：(1)の両面に(2)を施したもの 

(1)基材 

  c.材質：フェノール樹脂 

  d.密度：29±3 kg/m3  

(2)面材 

  e.仕様：1),2)のうち、いずれか一仕 

           様とする 

  1) 有り 

       f.種類：a)〜c)のうち、いずれか 

              一仕様又はその組み合わ 

              せとする 

    a) ポリエステル系不織布 

    b) ポリプロピレン系不織布 

    c) はり合せアルミニウムはく 

   g.使用量又は有機質量（g/m2） 

   （片面あたり）：10±1〜30±3 

  2) 無し 

h.形状：平板 

i.厚さ：30±3 

a.遮熱性上同等のため入

手が容易な(2) 

 

 

 

 

b.申請構造と同じ 

 

c.申請構造と同じ 

d.申請仕様の管理範囲内 

e.遮熱性上不利となる1) 

 

 

f.遮熱性上同等のため入

手が容易なa) 

 

 

 

 

g.遮熱性上不利となる最

大の管理範囲内 

 

h.申請構造と同じ 

i.申請仕様の管理範囲内 

つづく 
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表２(1)のつづき （寸法単位：mm） 

項 目 試験体仕様 申請仕様 試験体の選定理由 

外装下地

用構造用

面材 

（構造用

面材） 

 

 

a.種類： 
[1]木質系ボード 

 

b.材料 ： 

構造用合板 (JAS) 

 

c.厚さ：12 

a.種類：[1]〜[3]のうち、いずれか一仕

様とする 

[1]木質系ボード 

b.材料：(1)〜(5)のうち、いずれか一仕

様とする 

(1)構造用合板(JAS) 

 c.厚さ：12以上 

(2)構造用パネル(JAS) 

 c.厚さ：12以上 

(3)パーティクルボード(JIS A 5908) 

 c.厚さ：12以上 

(4)直交集成板(JAS) 

 c.厚さ：36以上 

(5)単板積層材(JAS) 

 c.厚さ：21以上 

[2]セメント板 

b.材料 (1)〜(3)のうち、いずれか一仕様

とする 

(1)硬質木片セメント板(JIS A 5404) 

 c.厚さ：12以上 

(2)けい酸カルシウム板(タイプ2) 

   (JIS A 5430) 

 c.厚さ：12 

(3)スラグせっこう板(JIS A 5430) 

 c.厚さ：12  
[3]火山性ガラス質複層板 

b.材料：火山性ガラス質複層板 

(JIS A 5440) 

 c.厚さ：12以上 

a.遮熱性及び遮炎性

上不利となる[1] 

 

b.遮熱性上不利とな

る構造用合板 

c.遮熱性上不利とな
る最小 

充てん断
熱材 
（人造鉱
物繊維断
熱材） 

a.仕様： 
 
(1)無し 

a.仕様：(1),(2)のうち、いずれか一仕様
とする 

(1)無し 
(2)有り 
 b.材料：(1)、(2)のうち、いずれか一

仕様とする 
  1)グラスウール  
  ・規格 JIS A 9504、JIS A 9521 

  2)ロックウール 
  ・規格 JIS A 9504、JIS A 9521  

 c.厚さ：50以上 
 d.密度：10kg/m3以上 

a.遮熱性上不利とな
る（1) 
 
 
 

つづく 

  

（別紙－5）
報告書-p.184



 

表２(1)のつづき （寸法単位：mm） 

項 目 試験体仕様 申請仕様 試験体の選定理由 

内装下地
用構造用
面材 
（構造用
面材） 

a.種類： 

[1]無し 
a.種類：[1]～[4]のうち、いずれか一仕

様とする 

[1]無し 

[2]木質系ボード 

b.材料：(1)〜(5)のうち、いずれか一仕

様とする 

(1)構造用合板(JAS) 

c.厚さ：9以上 

(2)構造用パネル(JAS) 

c.厚さ：9以上 

(3)パーティクルボード(JIS A 5908) 

 c.厚さ：9以上 

(4)直交集成板(JAS) 

 c.厚さ：36以上 

(5)単板積層材(JAS) 

 c.厚さ：21以上 

[3]セメント板 

b.材料 (1)〜(4)のうち、いずれか一仕様

とする 

(1)硬質木片セメント板(JIS A 5404) 

 c.厚さ：12以上 

(2)パルプセメント板(JIS A 5414) 

 c.厚さ：9 

(3)けい酸カルシウム板(タイプ2) 

   (JIS A 5430) 

 c.厚さ：9以上 

(4)スラグせっこう板(JIS A 5430) 

 c.厚さ：9以上 
[4]火山性ガラス質複層板 

b.材料：火山性ガラス質複層板 

(JIS A 5440) 

 c.厚さ：12以上 

a.構造名(3)に基づ

き[1] 

内装材 
（下張り
側、上張り
側） 

a.材料：せっこうボード 

 

b.規格：JIS A 6901 

c.厚さ：下張り側 12.5、 

    上張り側 9.5 

d.端部形状：  

(1)ベベル 

a.材料：せっこうボード又は強化せっこ

うボード 

b.規格：JIS A 6901 

c.厚さ： 

下張り側9.5以上、上張り側 12.5以上 

 又は 

下張り側 12.5以上、上張り側9.5以上 

d.端部形状：(1)～(3)のうち、いずれか

一仕様とする 

(1)ベベル 

(2)スクエア 

(3)テーパ 

a.遮熱性上不利とな

るせっこうボード 

b.申請仕様と同じ 

 

c.遮熱性上不利とな

る最小の組み合わせ 

（張る順は最小厚さ

が同じであれば、同

等と判断した） 

d.遮熱性上不利とな
る(1) 
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表２(2)  副構成材料の試験体仕様、申請仕様 （寸法単位：mm） 

項 目 試験体仕様 申請仕様 試験体の選定理由 

外装側胴縁 
 
 

a.材料： 
 
スギ製材（無等級材） 
【含水率：13%（平均）】 
 
 
 
 
 
 
b.断面寸法：15×45 
 
c.取付け間隔：500 

a.材料：(1)〜(5)のうち、いずれか一
仕様とする 
(1)製材(JAS) 
(2)集成材(JAS) 
(3)単板積層材(JAS) 
(4)枠組壁工法構造用製材又は構造用
たて継ぎ材(JAS) 

(5)平成12年建設省告示第1452号の
第五号に規定する無等級材又 
は第六号に規定する木材 

b.断面寸法：15以上×45以上 
 
c.取付け間隔：500以下 

a.建築材料として使用さ
れる材料のうち、遮熱性
上不利となる比較的密度
の低いスギとし、外装側
胴縁として乾燥材を得や
すい(5) 
 
 
 
 
b.遮熱性上不利となる最
小 

c.遮熱性上不利となる最

大 

透湿防水シ
ート 

a.材料：透湿防水シート
(JIS A 6111) 

b.厚さ：0.3 

a.材料：透湿防水シート(JIS A 6111) 
 
b.厚さ：0.3±0.03以下 

a.申請仕様と同じ 
 
b.遮熱性上不利となる最
大の管理範囲内 

気密材 

 

a.材料： 

  

 

(2)粘着層付きテープ 

b.材質：  

 

 1)ブチルゴム系 

   

 

 

 

 

 

 

c.寸法： 

   厚さ1.0×幅100 

d.使用量：122 g/m  

e.取付位置： 

  屋外側構造用面材の目

地部及び外張断熱材の

目地部 

 

a.材料：(1)〜(3)のうち、いずれか一 

仕様とする 

(1) 無し 

(2) 粘着層付きテープ 

b.材質：1)〜8)のうち、いずれか一 

       仕様とする 

 1)ブチルゴム系 

  2)EPDM系 

 3)アクリル系 

  4)アスファルト系 

 5)ポリエチレン系 

  6)ポリエステル系 

 7)ポリプロピレン系 

  8)ポリオレフィン系 

c.寸法：厚さ1.0±0.1×幅100以下 

d.使用量：122±12 g/m 以下 

e.取付位置： 

  屋外側構造用面材の目地部また 

  は外張断熱材の目地部 

(3)アルミニウムはく付き粘着テープ 

b.材質：1)〜3)のうち、いずれか一 

       仕様とする 

 1)ポリエチレン系 

  2)ポリエステル系 

 3)ポリプロピレン系 

c.寸法：厚さ1.0±0.1×幅100以下 

  d.使用量：122±12 g/m 以下 

e.取付位置： 

  屋外側構造用面材の目地部また 

  は外張断熱材の目地部 

a. 遮熱性上不利となる
(2) 
 
 
 
b.遮熱性上不利となる1) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
c.遮熱性上不利となる最
大又は管理範囲内 
d.遮熱性上不利となる最
大の管理範囲内 
e.遮熱性上不利となる最
大取付位置 

つづく 
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表２(2)のつづき （寸法単位：mm） 

項 目 試験体仕様 申請仕様 試験体の選定理由 

内装側胴縁 
 

a.材料： 

(1)無し 

a.材料：(1)〜(6)のうち、いずれか
一仕様とする 
(1)無し 
(2)製材(JAS) 
(3)集成材(JAS) 
(4)単板積層材(JAS) 
(5)枠組壁工法構造用製材又は構造
用たて継ぎ材(JAS) 

(6)平成 12 年建設省告示第 1452 号
の第五号に規定する無等級材又
は第六号に規定する木材 

b.断面寸法：9以上×40以上 

c.取付け間隔：500以下 

a.遮熱性上不利となる

(1)無し 

防湿気密フ
ィルム 
 

a.材料： 

(2)防湿気密フィルム① 

 

 

 

b.材質： 

1)住宅用プラスチック系

防湿フィルム（JIS A 

6930） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

c.厚さ：0.6(=0.2×3枚張) 

a.材料：(1)～(3)のうち、いずれか

一仕様とする 

(1)無し 

(2)防湿気密フィルム① 

b.材質：1)〜3)のうち、いずれ 

か一仕様とする 

  1)住宅用プラスチック系防湿 

      フィルム(JIS A 6930)  

  2)包装用ポリエチレン 

      フィルム(JIS Z 1702) 

  3)農業用ポリエチレン 

      フィルム(JIS K 6781) 

(3)防湿気密フィルム② 

b.材質：1)〜5)のうち、いずれ 

か一仕様またはその組

み合わせとする 

  1)ポリビニルアルコール  

  2)ポリアミド 

  3)ポリプロピレン 

  4)エチレン-酢酸ビニル 

      共重合樹脂 

  5)ポリエチレン 

c.厚さ：0.6±0.06以下 

a.遮熱性上不利となる可

燃物の(2)又は(3)のう

ち、入手の容易な(2) 

 

b.遮熱性上同等の性能を

有するため一般的な1) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

c.遮熱性上不利となる最

大の管理範囲内 

つづく 
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表２(2)のつづき （寸法単位：mm） 

項  目 試験体仕様 申請仕様 試験体の選定理由 

隙間調整材 
（内装下地
用構造用面
材がなしの
場合・内装下
地用構造用
面材を大壁
張りとする
場合） 

a.材料： 

  

   

 (2)製材(スギ) 

 

 

 

 

 

b.厚さ：12 

a.材料：(1)〜(7)のうち、いずれか一

仕様とする。 

  (1)無し 

 (2)製材 

 (3)集成材 

 (4)単板積層材 

  (5)合板 

  (6)パーティクルボード 

 (7)繊維板 

b.厚さ：12以上 

a.間柱を最小寸法とした関

係で柱・間柱の見込み寸法

に差ができたためありと

し、遮炎性上不利となる(2) 

 

 

 

 

 

b.遮炎性上同等のため一般

的な仕様 

添木 
（内装下地
用構造用面
材を真壁張
りにする場
合） 

a.材料： 

  

(1) 無し 

 

 

a.材料：(1)〜(4)のうち、いずれか一

仕様とする。 

  (1)無し 

 (2)製材 

 (3)集成材 

 (4)単板積層材 

b.断面寸法：30以上×30以上 

a.内装下地用構造用面材を

使用しないため(1) 

 

 

留付材 [1]外装材用（目板用は目板

を使用しなかったため無

し） 

 

a.材料：くぎ 

 

 

b.材質：鉄 

c.寸法：φ2.15×L38 

 

d.留付間隔：210 

〔1箇所あたり2本〕 

[1]外装材用、目板用 

a.材料：(1)、(2)のうち、いずれか一

仕様とする 

(1)くぎ 

b.材質：ステンレス又は鉄 

 c.寸法：φ2.15以上×L38以上 

(2)ねじ 

 b.材質：ステンレス又は鋼 

 c.寸法：φ3.8 以上×L38以上 

d.留付間隔：210 以下〔1箇所あたり

2本以上〕（外装材用）、 

      300以下（目板用） 

[1] 

a.遮炎性上不利となる(1) 

 

b.遮炎性上同等のため一般

的な仕様 

c.保持力の観点から遮炎性

上不利となる最小 

 

d.遮炎性上不利となる最大

留付間隔かつ最小留付本数 

つづく 
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表２(2)のつづき （寸法単位：mm） 

項  目 試験体仕様 申請仕様 試験体の選定理由 

留付材 
（つづき） 

[2]外張断熱材仮留用 

a.材料： 

 

 

(2)粘着層付きテープ 

b.材質： 

  

 1)ブチルゴム系 

 

 

 

 

 

 

 

  c.寸法： 

     厚さ1.0×幅100 

d.使用量：138 g/m 

[2]外張断熱材仮留用 

a.材料：(1)〜(4)のうち、いずれか一

仕様とする 

(1) 無し 

(2) 粘着層付きテープ 

b.材質：1)〜8)のうち、いずれか 

        一仕様とする 

 1)ブチルゴム系 

  2)EPDM系 

 3)アクリル系 

  4)アスファルト系 

 5)ポリエチレン系 

  6)ポリエステル系 

 7)ポリプロピレン系 

  8)ポリオレフィン系 

  c.寸法：厚さ1.0±0.1×幅100以下 

  d.使用量：138±14 g/m 以下 

(3)くぎ 

 b.材質：ステンレス又は鉄 

 c.寸法：φ2.45以上×L45以上 

(4)ねじ 

 b.材質：ステンレス又は鋼 

 c.寸法：φ3.1以上×L45以上 

[2] 

a.遮炎性上不利となる(2) 

 

 

 

b.いずれも可燃物であるが

最大寸法でかつ最大使用量

の組合せが可能なもののう

ち入手が容易な1) 

 

 

 

 

 

 

c.遮炎性上不利となる最大

又は管理範囲内 

d.遮炎性上不利となる最大

の管理範囲内 

 [3]外装下地用構造用面材

用 

a.材料：くぎ 

 

 

b.材質：鉄 

c.寸法：φ2.75×L50 

 

 

 

d.留付間隔：周辺部、中間

部とも300 

[3]外装下地用構造用面材用 

a.材料：(1)、(2)のうち、いずれか一

仕様とする 

(1)くぎ 

b.材質：ステンレス又は鉄 

 c.寸法：φ2.75以上×L50以上 

(2)ねじ 

 b.材質：ステンレス又は鋼 

 c.寸法：φ3.8 以上×L51以上 

d.留付間隔：周辺部、中間部とも 

300以下 

[3] 

a.遮炎性上不利となる(1) 

 

b.遮炎性上同等のため一般

的な仕様 

c.保持力の観点から遮炎性

上不利となる最小 

 

d.遮炎性上不利となる最大 

つづく 

  

（別紙－10）
報告書-p.189



 

表２(2)のつづき （寸法単位：mm） 

項  目 試験体仕様 申請仕様 試験体の選定理由 

留付材 
（つづき） 

[4]内装下地用構造用面材

用 

無し 

 

 

 

 

 

 

 

 

[4]内装下地用構造用面材用（内装下

地用構造用面材を用いる場合） 

a.材料：(1)、(2)のうち、いずれか一

仕様とする 

(1)くぎ 

b.材質：ステンレス又は鉄 

c.寸法：φ1.90以上×L32以上 

(2)ねじ 

 b.材質：ステンレス又は鋼 

 c.寸法：φ3.8以上×L32以上 

d.留付間隔：周辺部、中間部とも 

300以下 

[4] 

内装下地用構造用面材を使

用しないため、無し 

 

 

 

 

 

 

[5]内装材用 

a.材料：くぎ 

 

 

b.材質：鉄 

c.寸法：φ2.34×L38.1 

    （下張り側） 

    φ2.45×L50.8 

    （上張り側） 

 

 

 

 

 

 

d.留付間隔：周辺部、中間

部とも200 

[5]内装材用 

a.材料：(1)、(2)のうち、いずれか一

仕様とする 

(1)くぎ 

b.材質：ステンレス又は鉄 

c.寸法：φ2.34以上×L38.1以上 

    （下張り側） 

    φ2.45以上×L50.8以上 

（上張り側） 

(2)ねじ 

 b.材質：ステンレス又は鋼 

c.寸法：φ3.8以上×L38以上 

    （下張り側） 

    φ3.8以上×L50以上 

（上張り側） 

d.留付間隔：周辺部、中間部とも 

200以下 

[5] 

a.遮炎性上不利となる(1) 

 

 

b.遮炎性上同等のため一般

的な仕様 

c.保持力の観点から遮炎性

上不利となる最小 

 

 

 

 

 

 

 

 

d.遮炎性上不利となる最大 

 [6]外装側胴縁用 

a.材料：ねじ 

b.材質：鉄 

c.寸法：φ4.2×L75 

d.留付間隔：500 

[6]外装側胴縁用 

a.材料：ねじ 

b.材質：ステンレス又は鋼 

c.寸法：φ4.2以上×L75以上 

d.留付間隔：500以下 

[6] 

a.申請仕様と同じ 

b.遮炎性上同等のため一般

的な仕様 

c.保持力の観点から遮炎性

上不利となる最小 

d.遮炎性上不利となる最大 

つづく 

  

（別紙－11）
報告書-p.190



 

表２(2)のつづき （寸法単位：mm） 

項 目 試験体仕様 申請仕様 試験体の選定理由 

留付材 
（つづき） 

[7]内装側胴縁用 

無し 

[7]内装側胴縁用（内装側胴縁を用いる場

合） 

a.材料：(1)、(2)のうち、いずれか一仕

様とする 

(1)くぎ 

b.材質：ステンレス又は鉄 

c.寸法：φ2.15以上×L38以上 

(2)ねじ 

 b.材質：ステンレス又は鋼 

 c.寸法：φ3.1以上×L38以上 

d.留付間隔：500以下 

[7] 
内装側胴縁を用いないため
無し 

  

 [8] 隙間調整材用 

a.材料：くぎ 

b.材質：鉄 

c.寸法：φ1.90×L32 

d.留付間隔：300 

[8]隙間調整材用（隙間調整材を使用する

場合） 

a.材料：(1)、(2)のうち、いずれか一仕
様とする 
(1)くぎ 
b.材質：ステンレス又は鉄 
c.寸法 φ1.90以上×L32以上 

 (2)ねじ  
b.材質：ステンレス又は鉄 
c.寸法 φ3.5以上×L32以上 

d.留付間隔 300以下 

[8] 

a.遮炎性上不利となる(1) 

 

 

b.遮炎性上同等のため一般

的な仕様 

c.保持力の観点から遮炎性

上不利となる最小 

 

 

d.遮炎性上不利となる最大 
 [9]添木用 

無し 
[9]添木用（添木を使用する場合） 

a.材料：(1)、(2)のうち、いずれか一仕

様とする 

(1)くぎ 

 b.材質：ステンレス又は鉄 

 c.寸法：φ2.75以上×L50以上 

(2)ねじ 

 a.材質：ステンレス又は鋼 

 b.寸法：φ3.8以上×L51以上 

d.留付間隔 300以下 

[9] 
添木を用いないため無し 
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２．試験方法 

 試験体は、業務方法書の「準耐火性能試験方法」に基づき、表３に示す項目を定めて加熱試験を実施した。 

  表３ 試験方法 

項  目 備  考 

加熱面 屋外面 屋内面からの加熱は、平成12年建設省告示第1358号（準耐火構造の
構造方法を定める件）で一般指定されている、耐力壁である外壁の屋
内側の防火被覆材料と同じ仕様であることから、屋外面と同等以上の
非損傷性及び遮炎性を有するものと判断して、試験を省略した。 

試験体数 ２体 業務方法書に基づく。 

試験に用いた載荷荷重量 25.93kN 業務方法書に基づき算出した。 

加熱時間 45分間 業務方法書に基づく。 

 

３．試験結果 

 加熱試験を実施した結果、試験体は、表４に示す試験結果を得た。 

  表４ 試験結果 

項  目 判  定 
試 験 結 果 

試験体(A) 試験体(B) 

非
損
傷
性 

・最大軸方向収縮
量 

h/100(=30.0)（㎜）以下であるこ
と。 

最高値は、1.2（㎜）であっ
た。 

最高値は、2.0（㎜）であっ
た。 

・最大軸方向収縮
速度 

3h/1,000(=9.00)（㎜／分）以下
であること。 

最高値は、0.22（㎜／分）で
あった。 

最高値は、0.35（㎜／分）で
あった。 

遮熱性 
・試験体の非加熱面温
度上昇 

全測定点の最高値は180（Ｋ）以
下、かつ平均の最高値は140（Ｋ）
以下であること。 

全測定点の最高値は74（Ｋ）、
平均の最高値は55（Ｋ）であ
った。 

全測定点の最高値は70（Ｋ）、
平均の最高値は58（Ｋ）であ
った。 

遮炎性 
・非加熱側（面）の状
況 

10秒を超えて継続する火炎の噴
出がないこと。 

なし。 なし。 

10秒を超えて継続する発炎がな
いこと。 

なし。 なし。 

火炎が通る亀裂等の損傷がない
こと。 

なし。 なし。 

 注）表中、hは表１で規定する試験体の壁高とする。 

 

４．評価結果 

 表４の試験結果は、建築基準法第 2 条第七号の二［外壁（耐力）45 分間準耐火性能］に要求される技術的基準に、

別添の申請内容が適合しているものと評価する。 

 

５．申請者連絡先（敬称略） 

一般社団法人ＪＢＮ・全国工務店協会 

担当者 事業部 島田 浩司 

〒104-0032 東京都中央区八丁堀3-4-10 京橋北見ビル東館６階 

電話 03-5540-6678  FAX 03-5540-6679 
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建築基準法第２条第七号の二に基づく 

準耐火性能試験成績書（準耐火構造）

性能評価番号 ＨＷＰ第Ｒ０２０１－３０号 

申請者の名称 

及び住所 

一般社団法人 JBN・全国工務店協会 

東京都中央区八丁堀 3-4-10 京橋北見ビル東館６階 

試験実施場所 公益財団法人 日本住宅･木材技術センター 試験研究所 

試

験

体

名 称
塗装木材・フェノールフォーム断熱材・構造用面材表張／せっこうボード重裏

張／木製軸組造外壁 

建築物の部分 外壁（耐力） 

材 令 試験体製作後約一週間 

気 乾 密 度 

（g/cm3） 

柱：0.39、間柱：0.34、外装材：0.27、外装下地用構造用面材：0.57、内装材

(下張り側)：0.68、内装材(上張り側)：0.65、外装側胴縁：0.41、隙間調整材：

0.41 

含水率 

（％） 

柱：11、間柱：12、外装材：10、外装下地用構造用面材：9、内装材(下張

り側)：1、内装材(上張り側)：1、外装側胴縁：13、隙間調整材：11 

（内装材 40℃、その他 105℃ 7 日間乾燥） 

試験体の材料及び構成（水平断面詳細図、単位：㎜） 詳細を別図-1～3 に示す。 

柱：スギ集成材[E65-F255]  （断面寸法 105×105） 

間柱：スギ製材 （断面寸法 30×105） 

外装材：スギ製材 （厚さ 15） 

外張断熱材：フェノールフォーム断熱材 （厚さ 30） 

外装下地用構造用面材：構造用合板 （厚さ 12）
内装材：せっこうボード（重ね張り） （厚さ 下張り側：12.5 上張り側：9.5） 

外装側胴縁：スギ製材 （断面寸法 15×45） 

透湿防水シート 

防湿気密フィルム：住宅用プラスチック系防湿フィルム （厚さ 0.2×3=0.6） 

隙間調整材：スギ製材 （厚さ 12） 

試

験

方

法

試 験 規 格 
当財団が認める「防耐火性能試験・評価業務方法書」の「準耐火等性

能試験方法」に基づく。 

加 熱 炉 の 熱 源 都市ガス 13A. 46.04655MJ(11,000kcal) 

炉 内 温 度 測 定 位 置 別図-5 に示す。（加熱面から 100 ㎜離れた位置の温度） 

非加熱面温度測定位置 別図-4 に示す。 

載 荷 荷 重 25.93kN（載荷装置を別図-5､載荷荷重量算出根拠を別添１に示す。） 

変 位 測 定 位 置 別図-4 に示す。 

(公財)日本住宅・木材技術センター-1-
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試

験

結

果

試 験 体 記 号 HWPR02-30(A) HWPR02-30(B) 

試 験 日 令和 2 年 10 月 19 日 令和 2 年 10 月 20 日 

試 験 体 の 大 き さ 幅 3500 ㎜×高さ 3000 ㎜ 幅 3500 ㎜×高さ 3000 ㎜ 

加 熱 面 屋外側 屋外側 

加 熱 時 間 45 分 45 分

炉 内 温 度 曲 線 別図-6 に示す。 別図-9 に示す。 

遮

熱

性

非 加 熱 面 温 度 曲 線 別図-6 に示す。 別図-9 に示す。 

初 期 温 度 18℃ 19℃ 

非
加
熱
面
温
度

全測定点の最高値 

【規定値：初期温度+180（℃）】 

92℃（44 分 30 秒） 

【規定値 198℃】※ 

89℃（45 分 00 秒） 

【規定値 199℃】※ 

平 均 の 最 高 値 

【規定値：初期温度+140（℃）】 

73℃（44 分 45 秒） 

【規定値 158℃】※ 

77℃（44 分 30 秒） 

【規定値 159℃】※ 

非

損

傷

性

軸 方 向 変 位 曲 線 別図-7 に示す。 別図-10 に示す。 

試験体の初期高さ（ｈ） 3000 ㎜ 3000 ㎜ 

最 大 軸 方 向 収 縮 量 

【規定値：h/100（㎜）】 

1.2 ㎜ 

【規定値 30.0 ㎜】※ 

2.0 ㎜ 

【規定値 30.0 ㎜】※ 

最 大軸方向 収縮速度 

【規定値：3h/1000（㎜/分）】 

0.22 ㎜／分 

【規定値 9.00 ㎜／分】※ 

0.35 ㎜／分 

【規定値 9.00 ㎜／分】※ 

遮

炎

性

非加熱側へ 10 秒を超えて 

継続する火炎の噴出の有無 
な  し な  し 

非加熱面で 10 秒を超えて 

継続する発炎の有無 
な  し な  し 

火炎が通る亀裂等の有無 な し な  し 

備

考

・面外方向の最大変位量は、試験体 HWPR02-30(A)では 18.2 ㎜（45 分 00 秒・非加熱側に凸）、試

験体 HWPR02-30(B)では 25.5 ㎜（45 分 00 秒・非加熱側に凸）であった（面外方向変位曲線を、

それぞれ別図-8、11 に示す）。

・試験の状況を別添２に示す。

※：規定値は、試験規格の「判定」に基づき決定する。 

試験担当者 佐藤 章、木島 裕行、鈴木 愼琴、長谷川 亮輔 

(公財)日本住宅・木材技術センター-2-
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別
図
-
1
 
屋
外
側
構
成
図
・
断
面
図

(HWP第R0201-30号　試験体図) [単位：mm]

(公財)日本住宅・木材技術センター-3-
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材
（
上
張
り
側
）

(HWP第R0201-30号　試験体図) [単位：mm]

(公財)日本住宅・木材技術センター-4-

材
（
下
張
り
側
）

別
図
-
2
 
躯
体
・
隙
間
調
整
材
・
内
装
材
割
付
図
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別
図
-
3
 
外
装
下
地
材
・
外
張
断
熱
材
・
外
装
材
割
付
図

(HWP第R0201-30号　試験体図) [単位：mm]

(公財)日本住宅・木材技術センター-5-
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せっこうボード
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(公財)日本住宅・木材技術センター

別図-4 非加熱面温度・変位測定位置図
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記号

◎ ：炉内圧力測定位置

①～⑪：炉内温度測定位置

単位：mm3
5
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アルミナシリケート繊維ブロック張り、200mm厚
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開口寸法：W3,200× H2,700

(HWP第R0201-30号　加熱炉図)

(公財)日本住宅・木材技術センター

別図-5 加熱炉・載荷装置図（炉内温度測定位置図）
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平均温度時間面積：

標準温度時間面積：

加熱比率：

別図-6　HWPR02-30(A)　炉内温度・非加熱面温度曲線
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別図-7　HWPR02-30(A)　軸方向変位曲線

別図-8　HWPR02-30(A)　面外方向変位曲線
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平均温度時間面積：
359.6 （×100℃・分）

標準温度時間面積：

別図-9　HWPR02-30(B)　炉内温度・非加熱面温度曲線
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別図-10　HWPR02-30(B)　軸方向変位曲線

別図-11　HWPR02-30(B)　面外方向変位曲線
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別添1

載荷荷重の算出根拠

項　　目 備　　考

 l x 10.5 （㎝） 　座屈方向のせい（材厚）

 L b 10.5 （㎝） 　材幅

 Ａ 110.25 （㎝
2
） 　断面積

 i =l x／3.46 3.035 （㎝） 　断面二次半径（3.46=長方形断面）

 l k 300.0 （㎝） 　座屈長さ（材長） 

 λ =l k／i 98.9 　細長比

 η 0.311 　座屈低減係数

 Ｆ c 20.6 （Ｎ/㎜
2
） 　材料強度（すぎ集成材、E65-F255）

7.55 （Ｎ/㎜
2
）

77.02 （㎏f/㎝
2
）

2.352 （Ｎ/㎜
2
）

23.99 （㎏f/㎝
2
）

25.93 （kＮ）

2645 （㎏f）

 Ｍ 1 （本） 　載荷される軸材の本数

25.93 （kＮ）

2645 （㎏f）

 Lｆ k（=η ×Lｆ c） 　長期許容座屈応力度

　試験に用いた載荷荷重量は、構造耐力上主要な部分である柱について、平成13年国土
交通省告示第1024号（特殊な許容応力度及び特殊な材料強度を定める件）に基づき、次
の表に示す各式から算出した。

【軸組工法　　試験体高さ：3,000㎜、軸材（柱）：105㎜×105㎜材、1本分】

数値・計算値

 Lｆ c 　長期許容圧縮応力度

 Ｎ（=Lｆ k ×Ａ） 　柱１本当たりの圧縮力

 Ｐ（=Ｎ ×Ｍ） 　載荷荷重量

注）材料強度は、平成13年国土交通省告示第1024号（特殊な許容応力度及び特殊な材料
強度を定める件）に基づく。
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別添 2 

試 験 写 真 記 録 

１．性能評価番号：ＨＷＰ第Ｒ０２０１－３０号 

２．申請者の名称：一般社団法人 JBN・全国工務店協会 

３．名 称：塗装木材・フェノールフォーム断熱材・構造用面材表張／せっこうボード重裏

張／木製軸組造外壁 

４．試験実施場所：公益財団法人 日本住宅・木材技術センター 試験研究所 

５．試 験 日：令和 2 年 10 月 19日、20 日 

(公財)日本住宅・木材技術センター
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（ＨＷＰ第Ｒ０２０１－３０号 試験写真） 

写真№01 

試験体記号：HWPR02-30(A) 

試験日：令和 2 年 10 月 19 日 

加熱面：屋外側 

 

加熱前の加熱面の状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

写真№02 

試験体記号：HWPR02-30(A) 

試験日：令和 2 年 10 月 19 日 

加熱面：屋外側 

 

加熱開始直後の非加熱面の状

況 

 

 

 

 

 

 

 

  

写真№03 

試験体記号：HWPR02-30(A) 

試験日：令和 2 年 10 月 19 日 

加熱面：屋外側 

 

加熱 15 分後の非加熱面の状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

(公財)日本住宅・木材技術センター
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（ＨＷＰ第Ｒ０２０１－３０号 試験写真） 

写真№04 

試験体記号：HWPR02-30(A) 

試験日：令和 2 年 10 月 19 日 

加熱面：屋外側 

 

加熱 30 分後の非加熱面の状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

写真№05 

試験体記号：HWPR02-30(A) 

試験日：令和 2 年 10 月 19 日 

加熱面：屋外側 

 

加熱終了時の非加熱面の状況 

（加熱開始から 45 分後） 

 

 

 

 

 

 

 

  

写真№06 

試験体記号：HWPR02-30(A) 

試験日：令和 2 年 10 月 19 日 

加熱面：屋外側 

 

試験終了後の加熱面の状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

(公財)日本住宅・木材技術センター
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（ＨＷＰ第Ｒ０２０１－３０号 試験写真） 

写真№07 

試験体記号：HWPR02-30(B) 

試験日：令和 2 年 10 月 20 日 

加熱面：屋外側 

 

加熱前の加熱面の状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

写真№08 

試験体記号：HWPR02-30(B) 

試験日：令和 2 年 10 月 20 日 

加熱面：屋外側 

 

加熱開始直後の非加熱面の状

況 

 

 

 

 

 

 

 

  

写真№09 

試験体記号：HWPR02-30(B) 

試験日：令和 2 年 10 月 20 日 

加熱面：屋外側 

 

加熱 15 分後の非加熱面の状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

(公財)日本住宅・木材技術センター
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（ＨＷＰ第Ｒ０２０１－３０号 試験写真） 

写真№10 

試験体記号：HWPR02-30(B) 

試験日：令和 2 年 10 月 20 日  

加熱面：屋外側 

 

加熱 30 分後の非加熱面の状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

写真№11 

試験体記号：HWPR02-30(B) 

試験日：令和 2 年 10 月 20 日 

加熱面：屋外側 

 

加熱終了時の非加熱面の状況 

（加熱開始から 45 分後） 

 

 

 

 

 

 

 

  

写真№12 

試験体記号：HWPR02-30(B) 

試験日：令和 2 年 10 月 20 日 

加熱面：屋外側 

 

試験終了後の加熱面の状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

(公財)日本住宅・木材技術センター
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１．構造名 

(1)両面木材・せっこうボード張／木製軸組造間仕切壁 

(2)片面木材・せっこうボード・構造用面材［木質系ボード、セメント板又は火山性ガラス質複層板］張／片面

木材・せっこうボード張／木製軸組造間仕切壁 

(3)両面木材・せっこうボード・構造用面材［木質系ボード、セメント板又は火山性ガラス質複層板］張／木製

軸組造間仕切壁 

(4)人造鉱物繊維断熱材充てん／両面木材・せっこうボード張／木製軸組造間仕切壁 

(5)人造鉱物繊維断熱材充てん／片面木材・せっこうボード・構造用面材［木質系ボード、セメント板又は火山

性ガラス質複層板］張／片面木材・せっこうボード張／木製軸組造間仕切壁 

(6)人造鉱物繊維断熱材充てん／両面木材・せっこうボード・構造用面材［木質系ボード、セメント板又は火山

性ガラス質複層板］張／木製軸組造間仕切壁 

 

２．寸法及び形状等 

(寸法単位：㎜) 

項 目 仕 様 

壁高 構造計算等によって構造安全性が確かめられた寸法とする 

壁幅 構造計算等によって構造安全性が確かめられた寸法とする  

壁の厚さ 構造名ごとに以下とする。 

構造名(1)(4)：172以上 

構造名(2)(5)：181以上 

 構造名(3)(6)：190以上 

柱・間柱間隔 500以下 

 

  

(別添 - 1)
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３．材料構成 

３．１主構成材料 (寸法単位：mm) 

項 目 仕 様 

柱 

(荷重支持部材) 

・材料：(1)～(4)のうち、いずれか一仕様とする 

 (1)平成 12 年建設省告示第 1452 号に規定する構造用製材(日本農林規格（以下、

「JAS」という）） 

 (2)平成13年国土交通省告示第1024号に規定する構造用集成材(JAS) 

 (3)平成13年国土交通省告示第1024号に規定する構造用単板積層材(JAS) 

 (4)平成12年建設省告示第1452号の第五号に規定する無等級材又は第六 

     号に規定する木材 

・断面寸法：120以上×120以上 

・密度：0.38±0.08 g/㎝3以上 

間柱 

 (下地材) 

 

 

 

・材料：(1)～(5)のうち、いずれか一仕様とする 

 (1)製材(JAS) 
 (2)集成材(JAS) 
 (3)単板積層材(JAS) 
 (4)枠組壁工法構造用製材又は構造用たて継ぎ材(JAS) 
 (5)平成12年建設省告示第1452号の第五号に規定する無等級材又は第六号 

   に規定する木材 

・断面寸法：30以上×96以上 

上張材 ・材料：(1)、(2)のうち、いずれか一仕様とする 

(1)製材(JAS) 

(2)平成12年建設省告示第1452 号の第五号に規定する無等級材又は第六号に規

定する木材 

・品質：造作用製材（JAS）の並・小節・上小節・無節のいずれかの基準に準拠 

・厚さ：11以上 

・働き幅：45±1以上135±2以下 

・密度：0.38±0.08 g/㎝3以上 

・節処理：木材、アクリル樹脂系接着剤、エポキシ樹脂系接着剤の 

     いずれかで隙間のないよう補修する 

・端部納まり：本実（長辺方向）、突き付け（短辺方向） 

  張り方：横張り（本実張り）又は縦張り（本実張り） 

各部寸法： 

 

 

 

①接触部見込み ②雌実の差込口の見込み ③実長さ 

④実周りの見込み方向の隙間 ⑤実周りの見付け方向の隙間  

⑥面取りの辺の長さ 

 

・表面塗装： 

 (1)〜(8)のうち、いずれか一仕様とする 

 (1)なし 

(2)合成樹脂調合ペイント塗り 

(3)クリヤラッカー塗り 

(4)フタル酸樹脂エナメル塗り 

(5)合成樹脂エマルションペイント塗り 

(6)ウレタン樹脂ワニス塗り 

(7)オイルステイン塗り 

(8)木材保護塗料塗り 

・塗布量 440g/㎡以下（有機固形分136g/㎡以下） 

つづく 

11以上
①2.6      以上
②3.7      以上

③5以上10以下45    以上135    以下

⑤0.5以下

⑤0.5以下

④1以下

④1以下

±0.5

±0.5

±1 ±2

⑥1.5以下

(別添 - 2)
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３．１主構成材料のつづき (寸法単位：mm) 

項 目 仕 様 

下張材 

 

 

・材料：せっこうボード又は強化せっこうボード 

・規格：JIS A 6901 

・厚さ：15以上 

・端部形状：(1)～(3)のうち、いずれか一仕様とする 

 (1)ベベル 

 (2)スクエア 

 (3)テーパ 

断熱材 

（有り又は無し） 

人造鉱物繊維断熱材 

・材料：(1)、(2)のうち、いずれか一仕様とする 

 (1)グラスウール  

  ・規格 JIS A 9504、JIS A 9521 

 (2)ロックウール 

  ・規格 JIS A 9504、JIS A 9521 

・厚さ：25以上 

・密度：14kg/m3以上 

構造用面

材 

 

[1]〜[4] 

のうち、

いずれか

一仕様と

する 

 

[1]無し （※ただし、受け材または胴縁を使用すること） 

[2] 木 質

系ボード 

・材料 (1)〜(5)のうち、いずれか一仕様とする 

 (1)構造用合板(JAS) 

  ・厚さ：9以上 

 (2)構造用パネル(JAS) 

  ・厚さ：9以上 

 (3)パーティクルボード(JIS A 5908) 

  ・厚さ：9以上 

  (4)直交集成板(JAS) 

  ・厚さ：36以上 

  (5)単板積層材(JAS) 

  ・厚さ：21以上 

[3] セ メ

ント板 

・材料：(1)〜(4)のうち、いずれか一仕様とする 

 (1)硬質木片セメント板(JIS A 5404) 

  ・厚さ：12以上 

 (2)パルプセメント板(JIS A 5414) 

  ・厚さ：9以上 

 (3)けい酸カルシウム板(タイプ2) 

   (JIS A 5430) 

 ・厚さ：9以上 

(4)スラグせっこう板(JIS A 5430) 

 ・厚さ：9以上 

 

[4] 火 山

性ガラス

質複層板 

・材料：火山性ガラス質複層板（JIS A 5440） 

・厚さ：12以上 

 

(別添 - 3)
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３．２副構成材料 （寸法単位：mm） 

項 目 仕 様 

受け材 

（構造用面材、胴縁が

無しの場合に使用す

る） 

 

 

・材料：(1)〜(5)のうち、いずれか一仕様とする 

 (1)製材(JAS) 
 (2)集成材(JAS) 
 (3)単板積層材(JAS) 
 (4)枠組壁工法構造用製材又は構造用たて継ぎ材(JAS)  
 (5)平成12年建設省告示第1452号の第五号に規定する無等級材又は第六号 
   に規定する木材 

・断面寸法：9以上×40以上 

胴縁 

 

 

・材料：(1)〜(6)のうち、いずれか一仕様とする 

  (1)無し 

 (2)製材(JAS) 
 (3)集成材(JAS) 
 (4)単板積層材(JAS) 
 (5)枠組壁工法構造用製材又は構造用たて継ぎ材(JAS) 
 (6)平成12年建設省告示第1452号の第五号に規定する無等級材又は第六号 

   に規定する木材 

・断面寸法：9以上×40以上 

・取付け間隔：500以下 

隙間調整材 ・材料：(1)〜(7)のうち、いずれか一仕様とする。 

  (1)無し 

 (2)製材 

 (3)集成材 

 (4)単板積層材 

  (5)合板 

  (6)パーティクルボード 

 (7)繊維板 

・厚さ：12以上 

添木 

（構造用面材を真壁

張りにする場合） 

・材料：(1)〜(4)のうち、いずれか一仕様とする。 

  (1)無し 

 (2)製材 

 (3)集成材 

 (4)単板積層材 

・断面寸法：30以上×30以上 

留付材 [1]上張材用 

・材料：(1)と(2)〜(4)いずれかの組み合わせとする 

 (1)接着剤 

  ・材質：酢酸ビニル系  

  ・塗布量：150g/㎡以上 

 (2)ステープル 

・材質：ステンレス又は鉄 

・寸法：肩幅4以上、足長38以上、線厚1.05±0.07以上、線幅1.25±0.07以上 

 (3)くぎ 

  ・材質：ステンレス又は鉄 

    ・寸法：φ2.15以上×L38以上 

 (4)ねじ 

  ・材質：ステンレス又は鋼 

    ・寸法：φ3.8以上×L38以上 

つづく 

 

(別添 - 4)
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３．２副構成材料のつづき （寸法単位：mm） 

項 目 仕 様 

留付材 

（つづく） 

・(2)～(4)の留付間隔：

短辺方向120以下〔1箇所あたり2本以上〕、長辺方向500以下

[2]下張材用 

・材料：(1)、(2)のうち、いずれか一仕様とする

(1)くぎ

・材質：ステンレス又は鉄

・寸法：φ2.45以上×L50.8以上

 (2)ねじ 

・材質：ステンレス又は鋼

・寸法：φ3.8以上×L50以上

・留付間隔：周辺部、中間部とも200以下

[3]構造用面材用（構造用面材を用いる場合） 

・材料：(1)、(2)のうち、いずれか一仕様とする

(1)くぎ

・材質：ステンレス又は鉄

・寸法：φ1.90以上×L32以上

 (2)ねじ 

・材質：ステンレス又は鋼

・寸法：φ3.8以上×L32以上

・留付間隔：周辺部、中間部とも200以下

[4]受け材用（受け材を用いる場合） 

・材料：(1)、(2)のうち、いずれか一仕様とする

(1)くぎ

・材質：ステンレス又は鉄

・寸法：φ2.15以上×L38以上

 (2)ねじ 

・材質：ステンレス又は鋼

・寸法：φ3.1以上×L38以上

・留付間隔：柱又は間柱に1本以上/箇所

[5]胴縁用（胴縁を用いる場合） 

・材料：(1)、(2)のうち、いずれか一仕様とする

(1)くぎ

・材質：ステンレス又は鉄

・寸法：φ2.15以上×L38以上

 (2)ねじ 

・材質：ステンレス又は鋼

・寸法：φ3.1以上×L38以上

・留付間隔：500以下

つづく 

(別添 - 5)
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３．２副構成材料のつづき                               （寸法単位：mm） 

項 目 仕 様 

留付材 

（つづく） 

[6]隙間調整用（隙間調整材を使用する場合） 

・材料：(1)、(2)のうち、いずれか一仕様とする 

(1)くぎ 

・材質：ステンレス又は鉄 

・寸法 φ1.90以上×L32以上 

 (2)ねじ  

・材質：ステンレス又は鉄 

・寸法 φ3.5以上×L32以上 

・留付間隔 300以下 

 

[7]添木用（添木を用いる場合） 

・材料：(1)、(2)のうち、いずれか一仕様とする 
(1)くぎ 
 ・材質：ステンレス又は鉄 
・寸法 φ2.75以上×L50以上 

 (2)ねじ  
 ・材質：ステンレス又は鉄 
 ・寸法 φ3.3以上×L50以上 

・留付間隔 300以下 

 

 

 

 

  

(別添 - 6)
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４．構造説明図                                         

  

構  造  説  明  図  の  場  合  分  け構造名

(1)

(2)

(3)

(4)

(5)

(6)

断
熱
材
な
し

構
造
用
面
材
な
し

構
造
用
面
材
・
片
面

構
造
用
面
材
・
両
面

構
造
用
面
材
な
し

構
造
用
面
材
・
片
面

構
造
用
面
材
・
両
面

断
熱
材
あ
り

受け材（下張材の横目地裏）

受け材（下張材の横目地裏）

胴縁（下張材の縦・横目地裏）

胴縁（下張材の縦・横目地裏）

構造用面材
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透視図                                                                               (寸法単位：mm) 

[1] 構造名(１)の場合 
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水平断面図                                          
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注）寸法および材料構成は2および3のとおり 
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注）寸法および材料構成は2および3のとおり            
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透視図                                                                              （寸法単位：mm） 

[1] 構造名(１)の場合 
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注）寸法および材料構成は2および3のとおり 
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注）寸法および材料構成は2および3のとおり          明図                       
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 （寸法単位：mm） 

透視図 

[2] 構造名(2)の場合 

構造用面材（大壁張り）／受け材を設ける場合 
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注）寸法および材料構成は2および3のとおり 
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鉛直断面図                                      
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注）寸法および材料構成は2および3のとおり 
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透視図                                                                              （寸法単位：mm）

[2] 構造名(2)の場合 

構造用面材（大壁張り）／胴縁を設ける場合 
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水平断面図 
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注）寸法および材料構成は2および3のとおり 
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鉛直断面図 
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注）寸法および材料構成は2および3のとおり 
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透視図                                                                              （寸法単位：mm） 

[2] 構造名(2)の場合 

構造用面材（真壁張り）／受け材を設ける場合 
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②上張材、縦張り 

＊本評価内容に含まない 
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水平断面図                                           
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注）寸法および材料構成は2および3のとおり 

  

 

下張材用留付材上張材 下張材

柱

上張材

下張材

構造用面材用留付材

下張材用留付材

上張材用留付材

受け材
隙間調整材(有り又は無し)

間柱

上張材用留付材

添木 構造用面材

胴縁(有り又は無し)

添木

上張材用留付材

隙間調整材(有り又は無し)
下張材用留付材 受け材上張材

下張材

柱

下張材用留付材

構造用面材用留付材 間柱

上張材用留付材上張材

下張材

構造用面材

胴縁(有り又は無し)

(別添 - 21)
報告書-p.231



 

上張材

柱

下張材

受け材

下張材用留付材

上張材用留付材

上張材用留付材

下張材用留付材

上張材

下張材

胴縁(有り又は無し)

構造用面材用留付材

構造用面材

添木

鉛直断面図                                      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①上張材、横張り 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②上張材、縦張り 

 

 

 

注）寸法および材料構成は2および3のとおり 
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透視図                                                                              （寸法単位：mm） 

[2] 構造名(2)の場合 

構造用面材（真壁張り）／胴縁を設ける場合 
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④上張材、縦張り 

＊本評価内容に含まない  
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水平断面図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③上張材、横張り 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④上張材、縦張り 

 

 

 

 

注）寸法および材料構成は2および3のとおり 
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鉛直断面図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③上張材、横張り 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④上張材、縦張り 

 

 

 

注）寸法および材料構成は2および3のとおり 
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透視図                                                                              （寸法単位：mm） 

[3] 構造名(3)の場合 

構造用面材（大壁張り）を設ける場合 
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水平断面図                                           
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注）寸法および材料構成は2および3のとおり 
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鉛直断面図                                      
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注）寸法および材料構成は2および3のとおり            
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透視図                                                                              （寸法単位：mm） 

[3] 構造名(3)の場合 

構造用面材（真壁張り）を設ける場合 
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水平断面図                                          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①上張材、横張り 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②上張材、縦張り 

 

 

 

注）寸法および材料構成は2および3のとおり 
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鉛直断面図                                      
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注）寸法および材料構成は2および3のとおり           
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透視図                                                                              （寸法単位：mm） 

[3] 構造名(3)の場合 

構造用面材（大壁張り・真壁張り）を設ける場合 
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水平断面図                                          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①上張材、横張り 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②上張材、縦張り 

 

 

 

注）寸法および材料構成は2および3のとおり 
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鉛直断面図                                      
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注）寸法および材料構成は2および3のとおり           
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透視図                                          (寸法単位：mm) 

 [4] 構造名(4)の場合 

受け材を設ける場合 
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＊本評価内容に含まない   

下張材

上張材

柱

受け材

50
0以

下

50
0以

下

500
以下

50
0以

下

床材*

根太*

大引*

土台*

基礎*

下張材

上張材

間柱

隙間調整材(有り又は無し)

断熱材

受け材

柱

受け材

50
0以

下

50
0以

下

50
0以

下

50
0以

下

下張材

上張材

床材*

根太*

大引*

土台*

基礎*

下張材

上張材

間柱

隙間調整材(有り又は無し)

断熱材

受け材

(別添 - 35)
報告書-p.245



 

水平断面図                                           
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注）寸法および材料構成は2および3のとおり 
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鉛直断面図                                      
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注）寸法および材料構成は2および3のとおり           
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透視図                                          (寸法単位：mm) 

 [4] 構造名(4)の場合 

胴縁を設ける場合 

 

 

 

         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③上張材、横張り 
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＊本評価内容に含まない   
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水平断面図                                           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③上張材、横張り 
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注）寸法および材料構成は2および3のとおり 
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④上張材、縦張り 

 

 

注）寸法および材料構成は2および3のとおり           

(別添 - 40)
報告書-p.250



 

透視図                                       （寸法単位：mm） 

[5] 構造名(5)の場合 

構造用面材（大壁張り）／受け材を設ける場合 
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＊本評価内容に含まない 
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水平断面図                                           
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注）寸法および材料構成は2および3のとおり 
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鉛直断面図                                      
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注）寸法および材料構成は2および3のとおり 
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[5] 構造名(5)の場合

構造用面材（大壁張り）／胴縁を設ける場合
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水平断面図                                      
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注）寸法および材料構成は2および3のとおり  
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鉛直断面図                                      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③上張材、横張り 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④上張材、縦張り 

 

 

 

注）寸法および材料構成は2および3のとおり         
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透視図                                       （寸法単位：mm） 

[5] 構造名(5)の場合 

構造用面材（真壁張り）／受け材を設ける場合 
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水平断面図                                      
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注）寸法および材料構成は2および3のとおり 
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鉛直断面図                                      
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注）寸法および材料構成は2および3のとおり 
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透視図                                       （寸法単位：mm） 

[5] 構造名(5)の場合 

構造用面材（真壁張り）／胴縁を設ける場合 
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＊本評価内容に含まない 
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水平断面図                                      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③上張材、横張り 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④上張材、縦張り 

 

 

 

注）寸法および材料構成は2および3のとおり  
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鉛直断面図                                      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③上張材、横張り 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④上張材、縦張り 

 

 

 

注）寸法および材料構成は2および3のとおり         
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透視図                                       （寸法単位：mm） 

[6] 構造名(6)の場合 

構造用面材（大壁張り）を設ける場合 
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②上張材、縦張り 

＊本評価内容に含まない  
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水平断面図                                      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①上張材、横張り 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②上張材、縦張り 

 

 

 

 

 

 

注）寸法および材料構成は2および3のとおり 
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鉛直断面図                                      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①上張材、横張り 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②上張材、縦張り 

 

 

 

注）寸法および材料構成は2および3のとおり         
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透視図                                       （寸法単位：mm） 

[6] 構造名(6)の場合 

構造用面材（真壁張り）を設ける場合 

 

 

 

         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①上張材、横張り 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②上張材、縦張り 

＊本評価内容に含まない  
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水平断面図                                      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①上張材、横張り 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②上張材、縦張り 

 

 

 

 

 

 

注）寸法および材料構成は2および3のとおり 

  

  

構造用面材
上張材 下張材

胴縁(有り又は無し)

上張材用留付材

下張材用留付材

柱

上張材

下張材

構造用面材用留付材

下張材用留付材

間柱

上張材用留付材

添木 断熱材胴縁(有り又は無し)
構造用面材

構造用面材用留付材

添木

構造用面材留付材

下張材用留付材

間柱

上張材用留付材

構造用面材
上張材 下張材

上張材用留付材

下張材用留付材

柱

上張材

下張材

構造用面材
胴縁(有り又は無し) 断熱材

胴縁(有り又は無し)

構造用面材用留付材

添木

添木

(別添 - 57)
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鉛直断面図                                      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①上張材、横張り 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②上張材、縦張り 

 

 

 

注）寸法および材料構成は2および3のとおり   

 

 

 

 

 

上張材用留付材

下張材用留付材

構造用面材用留付材

構造用面材

上張材

下張材

添木

胴縁(有り又は無し)

上張材用留付材

下張材用留付材

構造用面材用留付材

構造用面材

上張材

下張材

添木

胴縁(有り又は無し)

柱

断熱材

上張材用留付材

下張材用留付材

構造用面材用留付材

構造用面材

上張材

下張材

添木

胴縁(有り又は無し)

上張材用留付材

下張材用留付材

構造用面材用留付材

構造用面材

上張材

下張材

添木

胴縁(有り又は無し)

柱

断熱材

(別添 - 58)
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透視図      （寸法単位：mm） 

[6] 構造名(6)の場合

構造用面材（大壁張り・真壁張り）を設ける場合

①上張材、横張り 

②上張材、縦張り 

＊本評価内容に含まない 

間柱

隙間調整材(有り又は無し)

柱

下張材

上張材

構造用面材

胴縁(有り又は無し)

柱

50
0以

下

50
0以

下

500
以下

500
以下

床材*

根太*

大引*

土台*

基礎*

間柱

構造用面材

上張材

下張材

胴縁(有り又は無し)

添木
断熱材

間柱

隙間調整材(有り又は無し)

柱

下張材

上張材

構造用面材

胴縁(有り又は無し)

柱

500
以下

500
以下

50
0以

下

50
0以

下

床材*

根太*

大引*

土台*

基礎*

間柱

構造用面材

下張材

上張材

胴縁(有り又は無し)

添木
断熱材
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水平断面図                                      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①上張材、横張り 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②上張材、縦張り 

 

 

 

 

 

 

注）寸法および材料構成は2および3のとおり 

  

  

構造用面材
上張材 下張材 胴縁(有り又は無し)

上張材用留付材

下張材用留付材

隙間調整材(有り又は無し)

柱

上張材

下張材

構造用面材用留付材

下張材用留付材

間柱

上張材用留付材

添木 断熱材胴縁(有り又は無し)
構造用面材

構造用面材用留付材

構造用面材
上張材 下張材 胴縁(有り又は無し)

上張材用留付材

下張材用留付材

隙間調整材(有り又は無し)

柱

上張材

下張材

構造用面材用留付材

下張材用留付材

間柱

上張材用留付材

添木 断熱材胴縁(有り又は無し)
構造用面材

構造用面材用留付材
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鉛直断面図                                      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①上張材、横張り 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②上張材、縦張り 

 

 

 

注）寸法および材料構成は2および3のとおり   

  

上張材用留付材

下張材用留付材

構造用面材用留付材

構造用面材

上張材

下張材

添木

胴縁(有り又は無し)

上張材用留付材

下張材用留付材

構造用面材用留付材

構造用面材

上張材

下張材

胴縁(有り又は無し)

柱

断熱材

上張材用留付材

下張材用留付材

構造用面材用留付材

構造用面材

上張材

下張材

添木

胴縁(有り又は無し)

上張材用留付材

下張材用留付材

構造用面材用留付材

構造用面材

上張材

下張材

胴縁(有り又は無し)

柱

断熱材
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５．施工方法等 

＜施工図＞ 

 ４．構造説明図に一例を示す。 

 

＜施工手順＞ 

【1】構造躯体の施工 

(1)柱・間柱を土台、梁等に500㎜間隔以下で組み立てる。必要に応じて筋交いを設ける。柱・間柱に段差があ

る場合は必要に応じて隙間調整材を取付ける。 

 

【2】片面の施工 

〔構造名(1)、(4)の場合〕 

(1)受け材または胴縁の取り付け 

 受け材は、柱又は間柱に受け材用留付材で、留め付ける。 

 胴縁は、柱又は間柱に胴縁用留付材で、留め付ける。 

(2)下張材の取り付け 

 下張材は、下張材用留付材で周辺部、中間部とも200㎜以下の間隔で留め付ける。その際、目地は柱・間

柱・受け材・胴縁等の位置に設ける。 

  (3)上張材の取り付け 

 上張材は、下張材との界面に上張材用留付材の接着剤を塗布した後、上張材用留付材のステープル、ねじ又

はくぎで留め付ける。ステープル、ねじ又はくぎの短手方向の留め付け本数は、1 箇所あたり2 本以上、長手方

向の留め付け間隔は、500㎜以下とする。 

〔構造名(2)、(3)、(5)、(6)の場合〕 

(1)構造用面材の取り付け 

 構造用面材は、構造用面材用留付材で周辺部、中間部とも200㎜以下の間隔で留め付ける。その際、構造

用面材を大壁張りとする場合は、縦目地は柱・間柱等の位置に設ける。構造用面材を真壁張りとする場合は、 

添木を、必要に応じて柱、間柱の側面に取付け、縦目地は間柱等の位置に設ける。 

  (2)胴縁の取り付け 

   必要に応じて、胴縁を構造用面材の外側に胴縁用留付材で留め付ける。 

 (3)下張材の取り付け 

 下張材は、下張材用留付材で周辺部、中間部とも200㎜以下の間隔で留め付ける。その際、縦目地は柱・

間柱等の位置に設ける。 

  (4)上張材の取り付け 

 上張材は、下張材との界面に上張材用留付材の接着剤を塗布した後、上張材用留付材のステープル、ねじ又

はくぎで留め付ける。ステープル、ねじ又はくぎの短手方向の留め付け本数は、1 箇所あたり2 本以上、長手方

向の留め付け間隔は、500㎜以下とする。 

 

【3】断熱材の施工〔構造名(4)～(6) の場合〕 

(1)断熱材を柱・間柱間に充てんする。 
 

【4】【2】の反対面の施工 

〔構造名(1)、(2)、(4)、(5)の場合〕 

(1)受け材または胴縁の取り付け 

 受け材は、柱又は間柱に受け材用留付材で、留め付ける。 

 胴縁は、柱又は間柱に胴縁用留付材で、留め付ける。 

 (2)下張材の取り付け 

 下張材は、下張材用留付材で周辺部、中間部とも200㎜以下の間隔で留め付ける。その際、目地は柱・間

柱・受け材・胴縁等の位置に設ける。 

(3)上張材の取り付け 

 上張材は、下張材との界面に上張材用留付材の接着剤を塗布した後、上張材用留付材のステープル、ねじ又

はくぎで留め付ける。ステープル、ねじ又はくぎの短手方向の留め付け本数は、1 箇所あたり2 本以上、長手方

向の留め付け間隔は、500㎜以下とする。 
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〔構造名(3)、(6)の場合〕 

(1)構造用面材の取り付け 

 構造用面材は、構造用面材用留付材で周辺部、中間部とも200㎜以下の間隔で留め付ける。その際、構造

用面材を大壁張りとする場合は、縦目地は柱・間柱等の位置に設ける。構造用面材を真壁張りとする場合は、 

添木を、必要に応じて柱、間柱の側面に取付け、縦目地は間柱等の位置に設ける。 

  (2)胴縁の取り付け 

 必要に応じて、胴縁を構造用面材の外側に胴縁用留付材で留め付ける。 

(5)下張材の取り付け 

 下張材は、下張材用留付材で周辺部、中間部とも200㎜以下の間隔で留め付ける。その際、縦目地は柱・

間柱等の位置に設ける。 

(4)上張材の取り付け 

 上張材は、下張材との界面に上張材用留付材の接着剤を塗布した後、上張材用留付材のステープル、ねじ又

はくぎで留め付ける。ステープル、ねじ又はくぎの短手方向の留め付け本数は、1 箇所あたり2 本以上、長手方

向の留め付け間隔は、500㎜以下とする。 

(別添 - 63)
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別紙 

１．試験体の選定 

試験体は、当財団が認める「防耐火性能試験・評価業務方法書」（以下、「業務方法書」という。）に基づき、

別添の申請内容と照らし合わせて、非損傷性、遮熱性及び遮炎性が最も低いと考えられる、試験体の寸法等及び

材料構成を選定した（表１及び表２参照）。 

 

表１ 寸法及び形状等の試験体の構造、申請構造 

 (寸法単位：㎜) 

項 目 試験体の構造 申請構造 試験体の選定理由 

構造名 

(1)両面塗装木材・せっ

こうボード張／木製軸

組造間仕切壁 

(1)両面木材・せっこうボード張／木

製軸組造間仕切壁 

(2)片面木材・せっこうボード・構造

用面材［木質系ボード、セメント板又

は火山性ガラス質複層板］張／片面木

材・せっこうボード張／木製軸組造間

仕切壁 

(3)両面木材・せっこうボード・構造

用面材［木質系ボード、セメント板又

は火山性ガラス質複層板］張／木製軸

組造間仕切壁 

(4)人造鉱物繊維断熱材充てん／両面

木材・せっこうボード張／木製軸組造

間仕切壁 

(5)人造鉱物繊維断熱材充てん／片面

木材・せっこうボード・構造用面材［木

質系ボード、セメント板又は火山性ガ

ラス質複層板］張／片面木材・せっこ

うボード張／木製軸組造間仕切壁 

(6)人造鉱物繊維断熱材充てん／両面

木材・せっこうボード・構造用面材［木

質系ボード、セメント板又は火山性ガ

ラス質複層板］張／木製軸組造間仕切

壁 

業務方法書に基づき、(1)とした 

壁高 3000 
構造計算等によって構造安全性が確
かめられた寸法とする 

業務方法書に基づき、3m 以上の
試験が可能な寸法 

壁幅 3500 
構造計算等によって構造安全性が確
かめられた寸法とする 

業務方法書に基づき、3m 以上の
試験が可能な寸法 

壁の厚さ 172 

構造名(1)(4)：172以上 

構造名(2)(5)：181以上 

構造名(3)(6)：190以上 

遮熱性上不利となる各主構成材
料の最小見込み寸法の和 

柱・間柱間
隔 

500 500以下 非損傷性上不利となる最大 
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表２(1)  主構成材料の試験体の構造、申請構造 

                                                               （寸法単位：mm） 
項   目 試験体の構造 申 請 構 造 試験体の選定理由 

柱 
(荷重支持部
材) 

a.材料： 
 
 
 
 
同一等級構成構造用集
成材（スギ）〔等級：
E65-F255〕 
【含水率：12%（平均）】 
使用環境Cのもの 
 
 
 
 
 
b.断面寸法： 

120×120 
 

c.密度： 
   0.38g/㎝3（平均） 

a.材料：(1)～(4)のうち、いずれか一
仕様とする 
(1)平成12年建設省告示第1452号
に規定する構造用製材(日本農林
規格（以下、「JAS」という)） 

(2)平成 13 年国土交通省告示第
1024 号に規定する構造用集成材
(JAS) 

(3)平成 13 年国土交通省告示第
1024 号に規定する構造用単板積
層材(JAS) 

(4)平成12年建設省告示第1452号
の第五号に規定する無等級材又
は第六号に規定する木材 

 
b.断面寸法：120以上×120以上 
 
 
c.密度：0.38±0.08 g/㎝3以上 

 

a.建築材料として使用される材
料のうち、非損傷性上不利とな
る比較的密度の低いスギのう
ち、柱として乾燥材を得やすい
(2) 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
b.非損傷性上不利となる最小 
 
 
c.非損傷性上不利となる最小 
 

間柱 
（下地材） 
 

a.材料： 
 
 
 
 
 
 
 
スギ製材（無等級材） 
【含水率：10%（平均）】 
 
 
b.断面寸法： 
            30×96 
 

a.材料：(1)～(5)のうち、いずれか一
仕様とする 
 (1)製材(JAS) 
 (2)集成材(JAS) 
 (3)単板積層材(JAS) 
 (4)枠組壁工法構造用製材又は構造
用たて継ぎ材(JAS) 
 (5)平成12年建設省告示第1452号
の第五号に規定する無等級材又は第
六号に規定する木材 
 
 
b.断面寸法：30以上×96以上   

a.建築材料として使用される材
料のうち、遮熱性及び遮炎性上
不利となる比較的密度の低いス
ギのうち、間柱として乾燥材を
得やすい(5) 
 
 
 
 
 
 
 
b.遮熱性及び遮炎性上不利とな
る最小 

     つづく
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表２(1)のつづき                                 （寸法単位：mm） 

項 目 試験体仕様 申請仕様 試験体の選定理由 

上張材 a.材料： 

 

スギ製材（無等級材） 

【含水率：11%（平均）】 

b.品質：造作用製材（JAS）の並

の基準に準拠 

 

c.厚さ：11 

 

d.働き幅：135 

 

e.密度：0.33 g/㎝3（平均） 

 

f.節処理：木材、アクリル樹脂

系接着剤、エポキシ樹脂系接着

剤で隙間のないよう補修した 

g.端部納まり：本実（長辺方向）、

突き付け（短辺方向） 

張り方：横張り 

h.各部寸法： 

a.材料：(1)、(2)のうち、いずれか一

仕様とする 

(1)製材(JAS) 

(2)平成12年建設省告示第1452号の

第五号に規定する無等級材又は第

六号に規定する木材 

 

b.品質：造作用製材（JAS）の並・小

節・上小節・無節のいずれかの基準に

準拠 

c.厚さ：11以上 

 

d.働き幅：45±1以上135±2以下 

 

e.密度：0.38±0.08 g/㎝3以上 

 

f.節処理：木材、アクリル樹脂系接着

剤、エポキシ樹脂系接着剤のいずれか

で隙間のないよう補修する 

g.端部納まり：本実（長辺方向）、突

き付け（短辺方向） 

 張り方：横張り又は縦張り 

h.各部寸法： 

a.建築材料として使用

される材料のうち、遮熱

性上不利となる比較的

密度の低いスギとし、上

張材として乾燥材を得

やすい(2) 

 

b.節等の欠点が最も多

いことで遮炎性上不利

となる並 

c.遮熱性上不利となる

最小 

d.留付材の間隔に応じ

遮熱性上不利となる最

大の管理範囲内 

e.遮熱性上不利となる

最小の管理範囲内 

f.節の状況に応じた処

理 

g.端部納まりは申請仕

様と同じ、張り方は業務

方法書に基づき横張り 

h.遮熱性上不利となる

①接触部見込み最小の

管理範囲内、②雌実の差

込口の見込み最小の管

理範囲内、③実長さ最

小、④実周りの見込み方

向の隙間最大、⑤実周り

の見付け方向の隙間最

大、⑥面取りの辺の長さ

最大 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①接触部見込み 

②雌実の差込口の見込み 

③実長さ 

④実周りの見込み方向の隙間 

⑤実周りの見付け方向の隙間 

⑥面取りの辺の長さ 

①接触部見込み 

②雌実の差込口の見込み 

③実長さ 

④実周りの見込み方向の隙間 

⑤実周りの見付け方向の隙間 

⑥面取りの辺の長さ 

つづく 

11以上
①2.6      以上
②3.7      以上

③5以上10以下45    以上135    以下

⑤0.5以下

⑤0.5以下

④1以下

④1以下

±0.5

±0.5

±1 ±2

⑥1.5以下

11
①2.6
②3.7

③5135

⑤0.5

⑤0.5

④1

④1

⑥1.5
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表２(1)のつづき                                 （寸法単位：mm） 

項  目 試験体の構造 申 請 構 造 試験体の選定理由 

上張材 

（つづき） 

i.表面塗装：  

 

 

 

(2)合成樹脂調合ペイン

ト塗り（SOP） 

 

 

 

 

 

j.塗布量 440g/㎡ 
（有機固形分136g/㎡） 

i.表面塗装： 

 (1)〜(8)のうち、いずれか一仕様とす

る 

(1)なし 

(2)合成樹脂調合ペイント塗り 

(3)クリヤラッカー塗り 

(4)フタル酸樹脂エナメル塗り 

(5)合成樹脂エマルションペイント塗り 

(6)ウレタン樹脂ワニス塗り 

(7)オイルステイン塗り 

(8)木材保護塗料塗り 

・塗布量 440g/㎡以下 

（有機固形分136g/㎡以下） 

i.遮熱性上最も不利とな

る有機質量が最大のもの

のうち、入手が容易な(2) 

有機固形分は遮熱性上不

利となる最大 

 

 

 

 

 

 

j.遮熱性上不利となる最

大 

下張材 

 

a.材料：せっこうボード 

 

b.規格：JIS A 6901 

c.厚さ：15 

d.端部形状：  

(1)ベベル 

 

a.材料：せっこうボード又は強化せっこ

うボード 

b.規格：JIS A 6901 

c.厚さ：15以上 

d.端部形状：(1)～(3)のうち、いずれか

一仕様とする 

(1)ベベル 

(2)スクエア 

(3)テーパ 

a. 遮熱性上不利となる

せっこうボード 

b. 申請構造と同じ 

c.遮熱性上不利となる最

小 

d.遮熱性上不利となる

(1) 

 

断熱材 

（有り又

は無し） 

無し 人造鉱物繊維断熱材 

a.材料：(1)、(2)のうち、いずれか一仕

様とする 

 (1)グラスウール  

  b.規格 JIS A 9504、JIS A 9521 

 (2)ロックウール 

  b.規格 JIS A 9504、JIS A 9521 

c.厚さ：25以上 

d.密度：14kg/m3以上 

a.遮熱性上不利となる無

し 

つづく 
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表２(1)のつづき                                 （寸法単位：mm） 

項 目 試験体の構造 申 請 構 造 試験体の選定理由 

構造用面
材 
 

 

 
 

a.種類： 
[1]無し（※受け材を使用した） 

a．種類：[1]～[4]のうち、いずれか一仕

様とする 

[1]無し（※ただし、受け材又は胴縁を使

用すること） 

[2]木質系ボード 

b.材料：(1)〜(5)のうち、いずれか一仕

様とする 

(1)構造用合板(JAS) 

c.厚さ：9以上 

(2)構造用パネル(JAS) 

c.厚さ：9以上 

(3)パーティクルボード(JIS A 5908) 

 c.厚さ：9以上 

(4)直交集成板(JAS) 

 c.厚さ：36以上 

(5)単板積層材(JAS) 

 c.厚さ：21以上 

[3]セメント板 

b.材料 (1)〜(4)のうち、いずれか一仕様

とする 

(1)硬質木片セメント板(JIS A 5404) 

 c.厚さ：12以上 

(2)パルプセメント板(JIS A 5414) 

 c.厚さ：9 

(3)けい酸カルシウム板(タイプ2) 

   (JIS A 5430) 

 c.厚さ：9以上 

(4)スラグせっこう板(JIS A 5430) 

 c.厚さ：9以上 

[4]火山性ガラス質複層板 

b.材料：火山性ガラス質複層板 

(JIS A 5440) 

 c.厚さ：12以上 

a.構造名（１）に基
づき[1] 
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表２(2)  副構成材料の試験体の構造、申請構造 

                                                               （寸法単位：mm） 
項   目 試験体の構造 申 請 構 造 試験体の選定理由 

受け材 
（構造用面
材、胴縁が無
しの場合に
使用する） 

受け材有り  構造用面材有りと比べ、

壁の厚さが最も薄いこと

で遮熱性上不利となる仕

様であるため 

a.材料： 

 

スギ製材（無等級材） 

【含水率：10%（平均）】 

 

 

 

 

 

 

b.断面形状：9×40 

a.材料：(1)〜(5)のうち、いずれか

一仕様とする 

(1)製材(JAS) 

(2)集成材(JAS) 

(3)単板積層材(JAS) 

(4)枠組壁工法構造用製材又は構造

用たて継ぎ材(JAS) 

(5)平成12年建設省告示第1452号 

   の第五号に規定する無等級材 

   又は第六号に規定する木材 

b.断面寸法：9以上×40以上 

a.建築材料として使用さ

れる材料のうち、遮熱性

上不利となる比較的密度

の低いスギとし、受け材

として乾燥材を得やすい

(5) 

 

 

 

 

b.遮熱性上不利となる最

小 

胴縁 

 

 
なし 

a.材料：(1)〜(6)のうち、いずれか

一仕様とする 

(1)無し 

(2)製材(JAS) 
(3)集成材(JAS) 
(4)単板積層材(JAS) 
(5)枠組壁工法構造用製材又は構造
用たて継ぎ材(JAS) 
(6)平成 12 年建設省告示第 1452 号
の第五号に規定する無等級材又は
第六号に規定する木材 

b.断面寸法：9以上×40以上 

c.取付け間隔：500以下 

a.受け材を使用したため
なし 

隙間調整材  
a.スギ製材 
 
b.厚さ：12 

a 材料：(1)〜(7)のうち、いずれか

一仕様とする。 

  (1)無し 

 (2)製材 

 (3)集成材 

 (4)単板積層材 

  (5)合板 

  (6)パーティクルボード 

 (7)繊維板 

b厚さ：12以上 

.建築材料として使用さ
れる材料のうち、遮熱性
上不利となる比較的密度
の低いスギとし、入手の
容易な(2) 
 
b.遮熱性上不利となる最
小 

添木 

（構造用面

材を真壁張

りにする場

合） 

 
なし 
 

a.材料：(1)〜(4)のうち、いずれか

一仕様とする。 

  (1)無し 

 (2)製材 

 (3)集成材 

 (4)単板積層材 

b.断面寸法：30以上×30以上 

a.構造用面材なしのため
なし 

つづく
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表２(2)のつづき                                 （寸法単位：mm） 

項   目 試験体の構造 申 請 構 造 試験体の選定理由 

留付材 [1]上張材用 

a.材料：(1)と(2)の組合

せ 

(1)接着剤 

b.材質：酢酸ビニル系 

c.塗布量：150g/㎡ 

(2)ステープル 

 d.材質：鉄 

 e.寸法：肩幅4、 

     足長38 

     線厚1.05 

     線幅1.25 

 

 

 

 

 

 

f.(2)の留付間隔：短辺方

向120〔1箇所あたり2本

以上〕、長辺方向500以下 

 

[1]上張材用 

a.材料：(1)と(2)〜(4)いずれかの組み合

わせとする 

(1)接着剤 

b.材質：酢酸ビニル系 

c.塗布量：150g/㎡以上 

(2)ステープル 

 d.材質：ステンレス又は鉄 

 e.寸法：肩幅4以上 

     足長38以上 

     線厚1.05±0.07以上 

     線幅1.25±0.07以上 

(3)くぎ 

 d.材質：ステンレス又は鉄 

  e.寸法：φ2.15以上×L38以上 

(4)ねじ 

 d.材質：ステンレス又は鋼 

  e.寸法：φ3.8以上×L38以上 

f.(2)～(4)の留付間隔：短辺方向120以

下1箇所あたり2本以上〕、長辺方向500

以下 

 

[1] 
a.遮炎性上不利となる仕様 
 
b.申請仕様と同じ 
c.遮炎性上不利となる最小 
 
d.遮炎性上同等のため一般
的な仕様 
e.保持力の観点から遮炎性
上不利となる最小又は最小
の管理範囲内 
 
 
 
 
 

f.遮炎性上不利となる最大

留付間隔かつ最小留付本数 

 

 

 

 

 

[2]下張材用 

a.材料：くぎ 

 

 

b.材質：鉄 

c.寸法：φ2.45×L50.8 

 

 

 

d.留付間隔：周辺部、中

間部とも200 

 

[2] 下張材用 

a.材料：(1)、(2)のうち、いずれか一仕

様とする 

(1)くぎ 

b.材質：ステンレス又は鉄 

 c.寸法：φ2.45以上×L50.8以上 

(2)ねじ 

 b.材質：ステンレス又は鋼 

 c.寸法：φ3.8 以上×L50以上 

d.留付間隔：周辺部、中間部とも 

200以下 

 

 

[2] 

a.遮炎性上不利となる(1) 

b.遮炎性上同等のため一般

的な仕様 

c.保持力の観点から遮炎性

上不利となる最小 

 

 

d.遮炎性上不利となる最大 

 

 

 

 

[3]構造用面材用 

無し 

 

[3]構造用面材用（構造用面材を用いる場

合） 

a.材料：(1)、(2)のうち、いずれか一仕

様とする 

(1)くぎ 

b.材質：ステンレス又は鉄 

c.寸法：φ1.90以上×L32以上 

(2)ねじ 

 b.材質：ステンレス又は鋼 

 c.寸法：φ3.8以上×L32以上 

d.留付間隔：周辺部、中間部とも 

200以下 

 

[3] 

構造用面材を使用しないた

め、無し 

 

                                                つづく 
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表２(2)のつづき                                 （寸法単位：mm） 

項   目 試験体の構造 申 請 構 造 試験体の選定理由 

留付材 
（つづき） 

[4]受け材用（受け材を用
いた） 

a.材料：くぎ 

 
 
b.材質：鉄 

c.寸法：φ2.15×L38 

 
 
 

d.留付方法：柱又は間柱

に1本／箇所 

[4]受け材用（受け材を用いる場合） 

a.材料：(1)、(2)のうち、いずれか一仕

様とする 

(1)くぎ 

b.材質：ステンレス又は鉄 

 c.寸法：φ2.15以上×L38以上 

(2)ねじ 

 b.材質：ステンレス又は鋼 

 c.寸法：φ3.1 以上×L38以上 

d.留付方法：柱又は間柱に1本以上／箇

所 

[4] 
a.遮炎性上不利となる(1) 
b.遮炎性上同等のため一般
的な仕様 
c.保持力の観点から遮炎性
上不利となる最小 
 
 
 

 

d.遮炎性上不利となる最小 

[5]胴縁用 

無し 

 

[5]胴縁用 

a.材料：(1)、(2)のうち、いずれか一仕

様とする 

(1)くぎ 

 b.材質：ステンレス又は鉄 

 c.寸法：φ2.15以上×L38以上 

(2)ねじ 

 b.材質：ステンレス又は鋼 

 c.寸法：φ3.1以上×L38以上 

d.留付間隔：500以下 

[5] 

胴縁を使用しないため、無

し 

 

[6]隙間調整用 

a.材料：くぎ 

b.材質：鉄 

c.寸法：φ1.90×L32 

d.留付間隔：300 

[6]隙間調整用（隙間調整材を使用する場

合） 

a.材料：(1)、(2)のうち、いずれか一仕

様とする 

(1)くぎ 

b.材質：ステンレス又は鉄 

c.寸法 φ1.90以上×L32以上 

 (2)ねじ  

b.材質：ステンレス又は鉄 

c.寸法 φ3.5以上×L32以上 

d.留付間隔 300以下 

[8] 

.遮炎性上不利となる(1) 

 

 

b.遮炎性上同等のため一般

的な仕様 

c.保持力の観点から遮炎性

上不利となる最小 

 

 

d.遮炎性上不利となる最大 

 [7]添木用 

無し 

 

[7]添木用（添木を用いる場合） 

a.材料：(1)、(2)のうち、いずれか一仕
様とする 
(1)くぎ 
b.材質：ステンレス又は鉄 

  c.寸法：φ2.75以上×L50以上 
 (2)ねじ  

 b.材質 ステンレス又は鉄 

c.寸法 φ3.3以上×L50以上 

d.留付間隔 300以下 

[7] 

添木を使用しないため、無

し 
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２．試験方法 

 試験体は、業務方法書の「準耐火性能試験方法」に基づき、表３に示す項目を定めて加熱試験を実施した。 

  表３ 試験方法 

項  目 備  考 

加熱面 片面 壁が両面対称であることから、試験を実施した面と反対の面も
同等の非損傷性、遮熱性及び遮炎性を有するものと判断して、
片面のみの試験とした。 

試験体数 ２体 業務方法書に基づく。 

試験に用いた載荷荷重量 47.31kN 業務方法書に基づき算出した。 

加熱時間 45分間 業務方法書に基づく。 

 

３．試験結果 

 加熱試験を実施した結果、試験体は、表４に示す試験結果を得た。 

  表４ 試験結果 

項  目 判  定 
試 験 結 果 

試験体(A) 試験体(B) 

非
損
傷
性 

・最大軸方向収縮
量 

h/100(=30.0)（㎜）以下であるこ
と。 

最高値は、0.0（㎜）であっ
た。 

最高値は、0.0（㎜）であっ
た。 

・最大軸方向収縮
速度 

3h/1,000(=9.0)（㎜／分）以下で
あること。 

最高値は、0.05（㎜／分）で
あった。 

最高値は、0.13（㎜／分）で
あった。 

遮熱性 
・試験体の非加熱面温
度上昇 

全測定点の最高値は180（Ｋ）以
下、かつ平均の最高値は140（Ｋ）
以下であること。 

全測定点の最高値は53（Ｋ）、
平均の最高値は49（Ｋ）であ
った。 

全測定点の最高値は52（Ｋ）、
平均の最高値は46（Ｋ）であ
った。 

遮炎性 
・非加熱側（面）の状
況 

10秒を超えて継続する火炎の噴
出がないこと。 

なし。 なし。 

10秒を超えて継続する発炎がな
いこと。 

なし。 なし。 

火炎が通る亀裂等の損傷がない
こと。 

なし。 なし。 

 注）表中、hは表１で規定する試験体の壁高とする。 

 

４．評価結果 

 表４の試験結果は、建築基準法第2条第七号の二［間仕切壁45分間準耐火性能］に要求される技術的基準に、別添

の申請内容が適合しているものと評価する。 

 

５．申請者連絡先（敬称略） 

一般社団法人ＪＢＮ・全国工務店協会 

担当者 事業部 島田 浩司 

〒104-0032 東京都中央区八丁堀3-4-10 京橋北見ビル東館６階 

電話 03-5540-6678  FAX 03-5540-6679 

 

(別紙 - 9)
報告書-p.282



建築基準法第２条第七号の二に基づく 

準耐火性能試験成績書（準耐火構造）

性能評価番号 ＨＷＰ第Ｒ０２０１－２７号 

申請者の名称 

及び住所 

一般社団法人 JBN・全国工務店協会 

東京都中央区八丁堀 3-4-10 京橋北見ビル東館６階 

試験実施場所 公益財団法人 日本住宅･木材技術センター 試験研究所 

試

験

体

名 称 両面塗装木材・せっこうボード張／木製軸組造間仕切壁 

建築物の部分 間仕切壁（耐力） 

材 令 試験体製作後約一週間 

気 乾 密 度 

（g/cm3） 

柱：0.38、間柱：0.36、上張材：0.33、下張材：0.73、受け材：0.33、隙間調

整材：0.37 

含水率 

（％） 

柱：12、間柱：10、上張材：11、下張材：0、受け材：10、隙間調整材：11 

（下張材 40℃、その他 105℃ 7 日間乾燥） 

試験体の材料及び構成（水平断面詳細図、単位：㎜） 詳細を別図-1～4 に示す。 

柱：スギ集成材[E65-F255]  

間柱：スギ製材 

隙間調整材：スギ製材 

上張材：スギ製材 

下張材：せっこうボード 

受け材：スギ製材 

隙間調整材：スギ製材 

（断面寸法 120×120） 

（断面寸法 30×96） 

（断面寸法 30×12） 

（厚さ 11） 

（厚さ 15） 

（断面寸法 9×40） 

（厚さ 12） 

試

験

方

法

試 験 規 格 
当財団が認める「防耐火性能試験・評価業務方法書」の「準耐火等性

能試験方法」に基づく。 

加 熱 炉 の 熱 源 都市ガス 13A. 46.04655MJ(11,000kcal) 

炉 内 温 度 測 定 位 置 別図-6 に示す。（加熱面から 100 ㎜離れた位置の温度） 

非加熱面温度測定位置 別図-5 に示す。 

載 荷 荷 重 47.31kN（載荷装置を別図-6､載荷荷重量算出根拠を別添１に示す。） 

変 位 測 定 位 置 別図-5 に示す。 

(公財)日本住宅・木材技術センター-1-
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試

験

結

果

試 験 体 記 号 HWPR02-27(A) HWPR02-27(B) 

試 験 日 令和 2 年 10 月 5 日 令和 2 年 10 月 6 日 

試 験 体 の 大 き さ 幅 3500 ㎜×高さ 3000 ㎜ 幅 3500 ㎜×高さ 3000 ㎜ 

加 熱 面 室内側 室内側 

加 熱 時 間 45 分 45 分

炉 内 温 度 曲 線 別図-7 に示す。 別図-10 に示す。 

遮

熱

性

非 加 熱 面 温 度 曲 線 別図-7 に示す。 別図-10 に示す。 

初 期 温 度 24℃ 25℃ 

非
加
熱
面
温
度

全測定点の最高値 

【規定値：初期温度+180（℃）】 

77℃（42 分 15 秒） 

【規定値 204℃】※ 

77℃（44 分 45 秒） 

【規定値 205℃】※ 

平 均 の 最 高 値 

【規定値：初期温度+140（℃）】 

73℃（44 分 45 秒） 

【規定値 164℃】※ 

71℃（43 分 45 秒） 

【規定値 165℃】※ 

非

損

傷

性

軸 方 向 変 位 曲 線 別図-8 に示す。 別図-11 に示す。 

試験体の初期高さ（ｈ） 3000 ㎜ 3000 ㎜ 

最 大 軸 方 向 収 縮 量 

【規定値：h/100（㎜）】 

0.0 ㎜ 

【規定値 30.0 ㎜】※ 

1.5 ㎜ 

【規定値 30.0 ㎜】※ 

最 大軸方向 収縮速度 

【規定値：3h/1000（㎜/分）】 

0.05 ㎜／分 

【規定値 9.00 ㎜／分】※ 

0.13 ㎜／分 

【規定値 9.00 ㎜／分】※ 

遮

炎

性

非加熱側へ 10 秒を超えて 

継続する火炎の噴出の有無 
な  し な  し 

非加熱面で 10 秒を超えて 

継続する発炎の有無 
な  し な  し 

火炎が通る亀裂等の有無 な し な  し 

備

考

・面外方向の最大変位量は、試験体 HWPR02-27(A)では 6.0 ㎜（43 分 30 秒・非加熱側に凸）、試

験体 HWPR02-27(B)では 15.5 ㎜（45 分 00 秒・非加熱側に凸）であった（面外方向変位曲線を、

それぞれ別図-9、12 に示す）。

・試験の状況を別添２に示す。

※：規定値は、試験規格の「判定」に基づき決定する。 

試験担当者 佐藤 章、木島 裕行、鈴木 愼琴、長谷川 亮輔 

(公財)日本住宅・木材技術センター-2-
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別
図
-
1
 
屋
外
側
構
成
図
・
断
面
図

(HWP第R0201-27号　試験体図) [単位：mm]

(公財)日本住宅・木材技術センター-3-
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別
図
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A
-
A
’
水
平
断
面
詳
細
図
・
B
-
B
’
鉛
直
断
面
詳
細
図

(HWP第R0201-27号　試験体図) [単位：mm]

(公財)日本住宅・木材技術センター-4-
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(HWP第R0201-27号　試験体図) [単位：mm]
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（
加
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側
）
割
付
図

(HWP第R0201-27号　試験体図) [単位：mm]

(公財)日本住宅・木材技術センター-6-
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別図-5 非加熱面温度・変位測定位置図

-7-

報告書-p.289



記号

◎ ：炉内圧力測定位置

①～⑪：炉内温度測定位置

単位：mm3
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(HWP第R0201-27号　加熱炉図)

(公財)日本住宅・木材技術センター

別図-6 加熱炉・載荷装置図（炉内温度測定位置図）
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別図-7　HWPR02-27(A)　炉内温度・非加熱面温度曲線

加熱比率：
1.01 (45分)

標準温度時間面積：
339.7 （×100℃・分）

平均温度時間面積：
344.6 （×100℃・分）
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別図-9　HWPR02-27(A)　面外方向変位曲線

別図-8　HWPR02-27(A)　軸方向変位曲線
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別図-10　HWPR02-27(B)　炉内温度・非加熱面温度曲線

加熱比率：
1.01 (45分)

標準温度時間面積：
339.7 （×100℃・分）

平均温度時間面積：
343.8 （×100℃・分）
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別図-12　HWPR02-27(B)　面外方向変位曲線

別図-11　HWPR02-27(B)　軸方向変位曲線
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別添1

載荷荷重の算出根拠

項　　目 備　　考

l x 12.0 （㎝） 　座屈方向のせい（材厚）

L b 12.0 （㎝） 　材幅

 Ａ 144.00 （㎝
2
） 　断面積

i =l x／3.46 3.468 （㎝） 　断面二次半径（3.46=長方形断面）

l k 300.0 （㎝） 　座屈長さ（材長） 

λ =l k／i 86.5 　細長比

η 0.435 　座屈低減係数

Ｆ c 20.6 （Ｎ/㎜
2
） 　材料強度（すぎ集成材、E65-F255）

7.55 （Ｎ/㎜
2
）

77.02 （㎏f/㎝
2
）

3.286 （Ｎ/㎜
2
）

33.50 （㎏f/㎝
2
）

47.31 （kＮ）

4825 （㎏f）

 Ｍ 1 （本） 　載荷される軸材の本数

47.31 （kＮ）

4825 （㎏f）

Lｆ k（=η ×Lｆ c） 　長期許容座屈応力度

　試験に用いた載荷荷重量は、構造耐力上主要な部分である柱について、平成13年国土
交通省告示第1024号（特殊な許容応力度及び特殊な材料強度を定める件）に基づき、次
の表に示す各式から算出した。

【軸組工法　　試験体高さ：3,000㎜、軸材（柱）：120㎜×120㎜材、1本分】

数値・計算値

Lｆ c 　長期許容圧縮応力度

Ｎ（=Lｆ k ×Ａ） 　柱１本当たりの圧縮力

Ｐ（=Ｎ ×Ｍ） 　載荷荷重量

注）材料強度は、平成13年国土交通省告示第1024号（特殊な許容応力度及び特殊な材料
強度を定める件）に基づく。
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－0－ 

別添 2 

 

 

 

 

試 験 写 真 記 録 
 

 

 

 

 

１．性能評価番号：ＨＷＰ第Ｒ０２０１－２７号 

 

 

 

２．申請者の名称：一般社団法人 JBN・全国工務店協会 

 

 

 

３．名 称：両面塗装木材・せっこうボード張／木製軸組造間仕切壁 

  

 

 

４．試験実施場所：公益財団法人 日本住宅・木材技術センター 試験研究所 

 

 

 

５．試 験 日：令和 2 年 10 月 5 日、6 日 

 

 

 

 

 

 

 

(公財)日本住宅・木材技術センター
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（ＨＷＰ第Ｒ０２０１－２７号 試験写真） 

写真№01 

試験体記号：HWPR02-27(A) 

試験日：令和 2 年 10 月 5 日 

加熱面：室内側 

加熱前の加熱面の状況 

（写真では加熱面：屋外側とな 

っているが加熱面：室内側が正

しい。） 

写真№02 

試験体記号：HWPR02-27(A) 

試験日：令和 2 年 10 月 5 日 

加熱面：室内側 

加熱開始直後の非加熱面の状

況 

写真№03 

試験体記号：HWPR02-27(A) 

試験日：令和 2 年 10 月 5 日 

加熱面：室内側 

加熱 15 分後の非加熱面の状況 

(公財)日本住宅・木材技術センター
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（ＨＷＰ第Ｒ０２０１－２７号 試験写真） 

写真№04 

試験体記号：HWPR02-27(A) 

試験日：令和 2 年 10 月 5 日 

加熱面：室内側 

加熱 30 分後の非加熱面の状況 

写真№05 

試験体記号：HWPR02-27(A) 

試験日：令和 2 年 10 月 5 日 

加熱面：室内側 

加熱終了時の非加熱面の状況 

（加熱開始から 45 分後） 

写真№06 

試験体記号：HWPR02-27(A) 

試験日：令和 2 年 10 月 5 日 

加熱面：室内側 

試験終了後の加熱面の状況 

(公財)日本住宅・木材技術センター
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－3－ 

（ＨＷＰ第Ｒ０２０１－２７号 試験写真） 

写真№07 

試験体記号：HWPR02-27(B) 

試験日：令和 2 年 10 月 6 日 

加熱面：室内側 

加熱前の加熱面の状況 

写真№08 

試験体記号：HWPR02-27(B) 

試験日：令和 2 年 10 月 6 日 

加熱面：室内側 

加熱開始直後の非加熱面の状

況 

写真№09 

試験体記号：HWPR02-27(B) 

試験日：令和 2 年 10 月 6 日 

加熱面：室内側 

加熱 15 分後の非加熱面の状況 

(公財)日本住宅・木材技術センター
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（ＨＷＰ第Ｒ０２０１－２７号 試験写真） 

写真№10 

試験体記号：HWPR02-27(B) 

試験日：令和 2 年 10 月 6 日  

加熱面：室内側 

加熱 30 分後の非加熱面の状況 

写真№11 

試験体記号：HWPR02-27(B) 

試験日：令和 2 年 10 月 6 日 

加熱面：室内側 

加熱終了時の非加熱面の状況 

（加熱開始から 45 分後） 

写真№12 

試験体記号：HWPR02-27(B) 

試験日：令和 2 年 10 月 6 日 

加熱面：室内側 

試験終了後の加熱面の状況 

(公財)日本住宅・木材技術センター
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３．５ 試験を要しない評価  

（１）試験目的 

本試験は、平成 27 年度補助事業の成果を踏まえ、既往の 45 分準耐火構造間仕切壁×2

仕様、1 時間準耐火構造間仕切壁×1 仕様について、下記 3 点の仕様を追加し、設計の自由

度を向上させるため、試験を要しない評価により大臣認定を取得する。本試験により設計

可能となる各仕様における納まりの場合分けを次ページ以降に示す。 

 

・胴縁（構造用面材を用いない場合）の追加 

・胴縁（構造用面材と併用する場合）の追加 

・構造用面材の真壁張りの追加 

 
 

表 3.5-1 試験を要しない評価による性能評価試験仕様一覧 
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■45 分準耐火構造間仕切壁（両面木材仕上げの場合） 
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■45 分準耐火構造間仕切壁／1 時間準耐火構造間仕切壁（片面木材仕上げの場合） 
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第４章 まとめ 

４．１ 本事業の成果 

 本事業において、下記の成果が得られた。 

 

［成果①］木材仕上げ準耐火構造外壁の断熱材比較実験の結果 

・ 表 4.1-1 に示す実験結果を明らかにした。また実験結果より、性能評価試験の仕様を

決定した。 

 

表 4.1-1 準耐火構造外壁の断熱材比較実験の結果一覧 
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［成果②］木材仕上げ準耐火構造壁の性能評価試験の結果 

・ 表 4.1-2 上段に示す 45 分準耐火構造外壁の 2 仕様について、性能評価試験に合格し、

令和 3 年 12 月の性能評価委員会にて、性能評価内容が承認された。 

・ 表4.1-2下段の間仕切壁の3仕様について、令和3年2月の性能評価委員会において、

性能評価内容が承認された。 

・ 令和 3 年 1 月に、45 分準耐火構造外壁 2 仕様、令和 3 年 2 月に、45 分準耐火構造間

仕切壁 2 仕様、1 時間準耐火構造間仕切壁 1 仕様、計 5 仕様の国土交通大臣認定の申

請手続きを実施した。 

・ 表 4.1-2 上段の 1 時間準耐火構造間仕切壁は、1 体目の試験は 1 準耐火構造の性能（非

損傷性・遮熱性・遮炎性）を確保した。2 体目については、に加熱開始 57 分に柱の

荷重支持能力が低下し座屈したため、試験を終了した。 

 
表 4.1-2 性能評価試験仕様一覧 
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［成果③］準耐火構造大臣認定取得見込仕様の設計マニュアル改訂版（案）の作成 

・ 準平成 27 年度補助事業における既存の設計・施工マニュアルを基に、準耐火建築物

の設計手法に関する情報更新、本事業において新規に取得見込みの認定内容、その

他防火上配慮する点を記載したマニュアル改訂版（案）を作成した。 

また、マニュアルを用いた WEB 講習会を実施した。 

 

4．２ 今後に向けて 

 第 1 章〜第 3 章まで及び別冊の内容を踏まえ、本事業においては下記ふたつの課題と 3

つの展望が考えられる。 

 

［課題 ①］1時間準耐火構造における断熱材仕様の追加 

 本事業では、45 分準耐火構造外壁において断熱材を可燃系断熱材（セルローズファイ

バー等）として大臣認定を取得した。1 時間準耐火構造においても同様に、温熱環境の

観点から可燃系断熱材の使用が求められることもあるため、今後、継続的に実験により

性能を検討したい。 

 

［課題 ②］性能が不足した間仕切壁・仕様 Aの改良 

 1 時間準耐火構造の間仕切壁（両面木材仕上げ）において、木材厚さ・下地厚さなど

を検討し、1 時間準耐火構造の要求性能を、余裕をもって満足する仕様を明確にする。 

 

［展望 ①］大臣認定取得仕様の普及啓蒙 

 本事業で作成したマニュアル改訂版（案）をもとに、講習会を実施し、さらなる準耐

火建築物の普及啓蒙に努める。 

 

［展望 ②］屋内側真壁仕様の追加検証 

 本事業では、屋外側・屋内側ともに大壁納まりで性能検証をした。屋内側は柱を見せ

た真壁納まりが求められることもあるため、今後、加熱試験による検証を検討したい。 

 

［展望 ③］木材仕上げの準耐火構造床の開発 

 はり、床版を木材現しとした準耐火構造床の実用化例は多くない。そこで、構造用合

板や薄物 CLT 等を使った木製準耐火構造床の検証実験を実施し仕様を明確にしたい。 
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